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　序章　ぬれぎぬだ










　パンツ。


　何がどう[image: ][image: ][image: ][image: ]悪かったのだろう。


　パンティ。


　自分はただ、夏休みの宿題をより効率的に終わらせたかっただけなのだ。


　ショーツ。


　だって人類は営々と、いかにサボるかを考え続け、技術を磨みがいてきたじゃないか。


　そうだ、だからこれはサボろうとした俺への、進化の神様からのご褒ほう美びに違ちがいない。


　加か賀が良りよう介すけは、床ゆかにひれ伏ふしていた顔を上げて、閉じていた目を堂々と見開いた。


　深夜、薄うす暗ぐらい部屋の中だ。見上げた先には、可愛かわいらしいＹシャツタイプのパジャマ姿の死しに神がみリサラ・レストールとその従い姉と妹こキュール・ゼリアが、並んで立っている。


　良介の手は、そのズボンを摑つかんでいた。


　いや、正確に、ストレートに事実を言おう。


　良介の手は、そのズボンを床まで引きずり下ろしていた。


　寝ねぼけているせいか、まだ事態がよく飲み込めていないリサラとキュールが、仲良く目をしぱしぱとさせた。


「……良介？」


「……良介さん？」


　そんな二人の言葉を無視して良介は、リサラとキュールの、股こ間かん、股ももの間、Ｖゾーン、言い方は色々とあるけれど、とにかく女の子にとって一番大切な箇か所しよを覆おおう役目を持った可愛らしいパンツを、下から堂々と見上げていた。


　思わず顔が綻ほころぶ。


　しげしげと見つめてしまう。


　嗚あ呼あ、なんて不思議なんだろうか。


　男として、この布地の先にある乙女おとめの門こそが渇かつ望ぼうする目標だ。


　だがしかし、それを隠かくす、本来邪じや魔までしかないはずの、この布地自体が、どうしてかくも魅み力りよく的なのだろうか。


　そう、パンツだ。


　どうしてこうも、女の子が穿はいているパンツは男心をくすぐるんだろうか。


　今日一日の地じ獄ごくによって傷つき苦しんだ頭と心が、癒いやされていく……。





　　　　※　　　※　　　※





　そもそもの発ほつ端たんは朝の出来事だった。


「リサラ、宿題写させて」


　始業式を三日後に控ひかえた朝食後、良介はついに宿題という存在を思い出したのだ。高校二年ともなれば受験を念頭におくシーズンで、余分な優やさしさと親切心を持った教師連中は山の様な宿題を出していた。


　そして当然ながら、良介は何一つ手を付けていない。


　例年であれば半分位はなんとか終えていて、残りを美み菜なに見てもらうのだが、今年の夏は死神界に行ったり、海に付き合わされたりして忙いそがしかった。ついでに海から帰ってきた夏休み後半では、少しずつだが体を鍛きたえ出したりしているので、こちらもあまり時間はなかった。


　というわけで、完全無欠に何一つ手を付けていない良介だった。


　故ゆえに連帯責任の意味も含ふくめて、既すでにやっているであろうリサラのノートに目を付けたのだが、返ってきた答えは彼の予想とは百八十度異なっていた。


「ダメ」


　台所の流しで食器を洗っているリサラが振ふり向きもせずに、一言で良介のプランを終わらせてしまう。


「なんでだよっ」


「ダメなものはダメ」


　にべもない。


「なっ……ほら、正式な死神契けい約やくじゃないけど仮契約してるんだし、それに《イレギュラー》捜さがしにも付き合ってるんだし、そのくらいサポートしてくれてもいいじゃないか！」


　良介が必死に言いつのると、リサラが水道の蛇じや口ぐちを閉めてエプロン姿のまま振り返った。


　長く艶つややかな赤い髪かみと赤い瞳ひとみが特とく徴ちよう的な女の子だ。


　全体的にシャープな印象を持たせる体型で、躍やく動どう感ある引き締しまった体付きをしていた。エプロンで隠されているが、ウエストには綺き麗れいなくびれがあり、スリムなＴシャツがよく似合っている。もっともバストは、残念としか言いようのないぺったんこだが……。


　だが、そんな事よりも目に付くのは、裾すそがほとんどないデニムのホットパンツだ。


　脚あしの付け根くらいでホットパンツは終わり、スラリとした脚が剝むき出しになっている。


　如い何かにも夏な、そんな今日のリサラの姿格好だ。


　そして何より、その上にエプロンなのだ。見ようによっては、裸はだかエプロンとも思えて、良介的には大満足な今日のファッションだった。


「……何よ、いきなり緩ゆるんだ顔して」


　リサラが怪け訝げんそうな顔をする。


「あ、いや、気のせいだ。それで、俺の宿題のサポートだけど」


「だからそれはダメよ」


「なんでだよ！」


　そう言う良介に、リサラがハァとため息を吐ついた。そして真しん剣けんな顔つきで身を乗り出してくる。


「いい、良介」


「おう」


「貴方あなたは仮とはいえ、このリサラ・レストールと契約を結んでいるのよ」


「ああ、そうだ」


「分かってないわね、良介。貴方にはその立場に相応ふさわしい人間になってもらわないと、私が困るの」


「困るって、仮契約だぞ、仮。そこまで大問題じゃないだろ」


　良介の言葉を聞いたリサラが、両りよう腰ごしに手を当て、上半身を屈かがめて顔を近づけてきた。


「仮でもなんでも、良介にはこの私に相応しい人間になってもらうのよ。いいえ、お母様にも親しん戚せき筋すじにも紹しよう介かいして、文句一つない人間にしてみせるわ！」


　更さらに身を乗り出してリサラが強く言う。


「あのな、お嫁よめさんを……この場合は婿むこか。お婿さんを紹介しようってんじゃないんだからさ」


「そ、そのくらいの気構えが欲ほしいってことよ！」


　なんでかリサラが少し視線を逸そらした。


「いや、そー言われてもなぁ」


「とにかくっ。良介にはしっかりと宿題をやってもらうわよ。いい、私が教材を持ってきて、なおかつ側そばで教えてあげるから、残り三日間で自力でやり遂とげること」


「んな、無茶なっ。てか、そもそも勝手に俺の部屋に入るなよ！」


「あら、いつも掃そう除じしてあげてるのよ。何を今さら」


　しれっとした顔のリサラだ。


「も、もしかして、こっそり仕入れてたエロ本が消え去るのは」


「ええ、私が捨ててるわ」


「お前は俺の母さんかよ！」


「私が来た時にまとめて捨ててあげたのに、性しよう懲こりもなく買う方が悪いんでしょ。ま、いいわ。とにかく、持ってきてあげるから」


　リサラが背筋を伸のばして、スルリとエプロンを脱ぬいだ。体にぴったりフィットしたスリムなＴシャツに、ホットパンツ。そこから見える、伸びやかな腕と太ふと股ももに、良介は思わず目がいってしまう。


（くそっ。水着だって、裸だって見てるのに……リサラのヤツ、やっぱ胸以外は素す晴ばらしいスタイルだよなぁ）


　改めて、こんな美少女死神がなんでウチなんかにいるんだろうと思う。そしてその幸運を嚙かみしめる良介だ。


「……何よ？」


　少し居い心ごこ地ち悪そうに、リサラが良介を見る。その顔は少し赤くて、良介は慌あわててしまった。


「あ、いや、いい太股……じゃない、なんでもない」


　言いつくろう良介を、胸むな元もとが大きく開いたワンピース姿のキュールがじろりと見やる。


　ウェーブのかかった栗くり色の長い髪が特徴的な、お人形のように可愛らしい見習い死神の少女だ。ただ、そんな外見とは裏うら腹はらに、リサラを追い落としてレストール家の跡あと取とりになろうとしたこともあり、その内面はかなり黒い。


　ハァとため息を小さく吐いて、キュールは突つっ込んできた。


「良介さん、はっきり口にしてますわよ」


　その突っ込みに反応したのは、当の良介ではなくて──リサラだった。


「──っ！」


　脱いだばかりのエプロンをまた着てしまう。


「ああっ、もったいない！」


　良介の素直な言葉に、リサラが顔を背そむけて叫さけんだ。


「も、もったいないじゃないでしょっ。そういう目で見ないでよね！」


「あら、水着だけではなくてそもそも裸まで見せてるんですのよ。今更照れることはないと思いますけど？」


　意地悪く指し摘てきするキュールを、リサラが睨にらむ。


「……照れるわけないじゃないわよ」


「あら、そうですの？」


「ええ、そうよ」


　フンッと鼻を鳴らして、リサラは食堂を出て行った。その後ろ姿を見ながらキュールが苦く笑しようする。


「キュールならあの程度、いいえ、もっとだって平気ですのに」


「もっと？」


　良介の疑問に、キュールがニヤリと笑った。


「そうですわね。たとえば……」


　キュールがワンピースから肩かたをはだけさせ──ブラジャーの肩紐ひもを良介に見せつける。


「ちょ、ちょっと待てっ！」


　と言いながら、目が離はなせない。だってブラジャーの片へん鱗りんがそこにあるだけではなく、白く抜ぬけるようなキュールの肌はだとスッと通った鎖さ骨こつに掛かかるその紐は、黒。


　そう、キュールが黒いブラジャーをしているのだ！


「も、もしかしてキュール」


「なんですの？」


「パンツも……く、く……黒なのか！」


「ふふふ、確かく認にんしてみます？」


　キュールが微笑ほほえむ。


「ふおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　良介は拳こぶしを握にぎりしめ、天てん井じように向かって吠ほえた。


　一見清せい楚そなワンピース姿の下が黒。


　清純なフリして暴れん坊ぼう。


　可愛かわいい顔してエッチな下着。


　全すべてが、全てが良介の生きる力を直ちよく撃げきストライクだ。


　もう答えは一つだ！


「ぜひ！」


　立ち上がり、勢いよく良介が頭を下げた。その瞬しゆん間かんだ。


「いい加減にしなさい！」


　リサラが、良介とキュールの間に強ごう引いんに割って入ってくる。


　そしてドサッとした重低音と共に、宿題一式を食しよく卓たくの上に置いた。


　まさしく山のような宿題の量だ。


「良介、キュールの子供パンツを見る暇ひまなんてないわよ」


「なっ、キュールの下着のどこが子供なんですのっ。お姉様の素っ気ないパンツなんかより、よーっぽど色気がありますわ！」


「良介から貰もらってる霊れい力りよくを、ほいほい使うわけにはいかないもの。必要最低限に抑おさえるのは当然でしょ？」


　さも当然だとリサラが指摘した。確かに、リサラもキュールも服装は霊力を消費する術式で生成している。そしてその霊力源は、リサラは良介であり、キュールは加賀家の番犬にして町内犬社会に君臨する犬の中の犬、カエサルだ。


「余計な技ぎ巧こうに拘こだわると、消費霊力増えるもの」


　リサラの発言に、キュールが「[image: ][image: ]」と悔くやしそうに唸うなる。


「……いやでも、たまに余計なの作ってるだろ」


　良介の言葉に、リサラが笑う。


「そ、たまに。本当に極ごく々ごく希まれよ？」


　ちょっと釈しやく然ぜんとしない良介だ。


「それよりも、今から三日間、遊ぶ時間なんてないんだからね」


　ニコリとリサラが笑った。


　その笑顔こそが良介への死し刑けい宣告だった。


　そのまま昼食まで付きっきりで数学をやらされ、リサラが素そう麵めんを茹ゆでている間も机から離れることは許されず、昼食後の休きゆう憩けいは三十分で、そのまま夜まで勉強は続き、夕飯の買い物はキュールが行い、リサラが夕食の調理中も机から離れられず、夕食と休憩含ふくめて一時間で……。


　結局、良介が解放されたのは夜十二時だ。


　しかも、明日は朝七時から宿題再開との死刑宣告付きで……。





　　　　※　　　※　　　※





「死ぬ……このままでは俺は、宿題とリサラに殺される」


　夜一時過ぎ、良介はベッドの上で起き上がった。今なお頭は知ち恵え熱ねつか何かでボウッと熱いままで、寝ね付くことができなかったのだ。


「夏休みも、もう残り僅わずかだ。こんな、こんな夏を過ごしていいのだろうか」


　目を閉じると、網もう膜まくに浮うかんでくる。


　夏の日差しの下、リサラにキュールに美菜と買い物に行ったり、プールに行ったりと、残りの夏休みを満まん喫きつする自分の姿が、だ。


　きっと汗あせをかく。
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　そのせいでブラジャーが少し透すけちゃったりするはずだ。


　嗚あ呼あ、これぞ夏だ。


　正しい夏休みの姿だ。


「そうとも。俺は人間界にいる一人の正常な男子として、死神であるリサラ達に、人間の高校生が送る夏休みってものを、ちゃんと教えてやるべきではなかろうか」


　グッと拳を握りしめる。


「そうとも。そうだとも。これは決して、宿題から逃にげるためじゃない。ただ宿題を終わらせて。輝かがやく夏をリサラ達にも教えてあげたい。そんな、そんな漢おとこの義務感のなせるわざだ！」


　決意と共に良介はベッドから這はい出た。


　そして抜ぬき足差し足、そっと階段を降りながら良介は呟つぶやいた。


「方法はただ一つ。リサラのノートを奪うばう。そして写す……それも、今夜中にだ」


　もちろん、そうとなれば徹てつ夜やになるだろう。


　だが、だがしかしだ──。


「そうすれば明日、明後日あさつての夏休みは遊べ──いや、輝く夏を提供出来る。フフフ、高校二年生の夏休みは一回だけなんだ。そのためにならば、俺は真っ白に燃え尽つきようとも、徹夜で宿題を写してやるっ。もう、もう方程式とか覚えるのはいやだ！」


　固く決意して、良介はリサラとキュールが居い候そうろうしている部屋に、そっと忍しのび込んだ。


　街灯の明かりが差し込んでいるだけの薄うす暗ぐらい部屋の中で、二人がスヤスヤと寝息を立てている。


　キュールが幾いく分ぶん斜ななめになっているものの、基本的には二人ともそう寝相は悪くない。


　ただ蒸むし暑いのか、薄い夏がけは二人揃そろって脇わきに追いやってしまっていた。そのせいでＹシャツ系のパジャマが晒さらされてしまっている。


　そのパジャマの胸の部分が呼吸に合わせて上下している。


　リサラの胸は揺ゆれもボタン間の空間もなく、普ふ通つうに上下してるだけ。


　それに対してキュールの胸は、微かすかな揺れと、ボタンとボタンの合間に微かな肌色を見せつつ上下している。


　思わず、凝ぎよう視ししたくなってしまう。


（いや待て。勝手に寝顔を見つめるのは……その、なんか紳しん士しじゃないだろ）


　そう良介が邪じや念ねんを振ふり払はらった時だ。ふと気がついた。


　もしここで潜せん入にゆうがバレでもしたら、自分は夜這い犯と間ま違ちがえられるのではないだろうか。


　寝ている女性の部屋に、そっと忍び込む男。


　誰だれがどう見たって夜這いだ。


（そ、その時は……土下座で許してくれる……かな）


　冷や汗が流れるのを感じる。


（いやしかし、さっさとノートを拝借すればいいだけじゃないか）


　脳のう裏りに浮かぶ、夏の日差しの下で戯たわむれる二人の姿。


　リサラのホットパンツから伸のびる生なま脚あしと、キュールの黒いブラジャーの肩紐。


　そして、太陽の下で水まきとかして二人が濡ぬれる姿。


　ああ、夏だ。


　それこそが夏休みだ。


　ギュッと唇くちびるを嚙かんだ後、良介は意を決してノートを探し始めた。


「……これ、かな。いや、違う、こっちか」


　ゴソゴソとリサラの勉強道具を漁あさる。


「お……この辺りか」


　ようやく見つかった、その時だ。


「……ん、誰？」


　リサラの、半ば寝ぼけた声と立ち上がる音が、深夜の部屋に響ひびいた。続いて、


「なんですの、お姉様……むにゅ」


　これまた半分寝ぼけたキュールの声と立ち上がる音が響く。


「…………」


　良介は固まった。


「ん……？」


「ふわぁぁ」


　二人が近寄ってくる。


　かくなれば、もう土下座しかない。即そく座ざに良介は決断した。


　夜這いではなくノートを盗ぬすみに来ました。


　そう言えば、生きる力を吸い取られることもないはずだ。


　良介は降参、無む抵てい抗こうを示すために手を挙げた。そして、そのまま振り返り、勢いよく土下座した。


「ごめんなさい！」


　と叫さけびながら。


　そして、その手に引っかかるリサラとキュールのズボン。


　ズルリ、ストン。


　落ちるズボン。


　そして、パンツが露あらわになった。





　　　　※　　　※　　　※





　かくして良介の回想は終わる。


　そう、リサラとキュールのパンツを下から見上げているのは、不ふ可か抗こう力りよくなのだ。


　それがどれだけ嬉うれしくても、どれだけ幸福でも、良介が望んでしたことではない。これは、リサラとキュールに正しい高校生の夏休みを教えてあげようとした、優やさしい良介へのご褒ほう美びに違いない。決してサボろうとした良介への警けい鐘しようではないはずだ。


　そう思いつつも、とりあえず土下座しようと良介は覚かく悟ごを決めたのだが、ふと違い和わ感に襲おそわれた。


　おかしい。


　だってパンツを見上げているはずなのだ。


　乙女おとめの門を覆おおう最後の、謂いわば乙女の第二の膜を良介は今、下からまじまじと見上げている。


　それも脱ぬぎたてとかいうレベルではなく装着状態で……しかも二人分もだ！


　もう大興奮だ。


　後ろめたさは確かにある。でも、でも目の前にある現実に、良介の心の中はリオのカーニバルなのだ。


　にも拘かかわらず、拘わらずだ。


「何な故ぜだっ！」


　良介は悲しみの叫びを上げた。


「え……？」


　リサラが目をぱちくりとさせる。だが良介は、そんなリサラに気がつくことなく、慟どう哭こくした。


「何故、何故俺はこれほどまでに興奮しているのに、我が息むす子こは反応しないんだ──────────!!」


「え……ええと、え？」


　きょろきょろとリサラが視線を泳がせた後、自分の下半身にたどり着き、固まった。


　コンマ一秒。


　即座にリサラが、パジャマの裾すそを引っ張ってパンツを隠かくす。


　ギュッと裾を引っ張って、パンツが見えるか見えないかレベルで隠したのだ。


　その仕草がまた堪たまらない。


　もの凄すごくいい。


　しかしながら、息子の反応はない。


「なんでだよぉぉぉぉぉぉぉぉっ、これじゃ夜這いしてもエッチ出来ないじゃないか───、モガッ!?」


　むせび泣きながら号ごう泣きゆうした良介の顔面に、リサラが投げた枕まくらが直ちよく撃げきした。


「夜這いですってぇぇぇぇぇぇ！」


「え、あ、違う、そうじゃなくて」


「もう少しムードってものを！」


「え？」


　キョトンとした良介と、


「あ」


　しまった的な小さな声を上げるリサラ。


「と、とにかく早く部屋から出て行きなさい────！」


　なんだか誤ご魔ま化かすように、リサラはキュールの枕も、夏がけも、シーツも、次々と良介に投げ続けたのだった。


「うーん、キュールは夜這いされても──あ、でも、３Ｐだとどっちが本妻か分かりませんわね……」


　パンツを見せながら悩なやむキュールの横で……。





　　　　※　　　※　　　※





　灯あかりを点つけた部屋で良介達は輪になって座っていた。


　もう五分ほど、カチコチと時計の針が動く音だけが響いている。その間中、リサラは鬼おにのような形ぎよう相そうで良介を睨にらんでいた。


　怖こわいし、不ふ手て際ぎわは確かに自分にあるので、良介としてはもう小さくなっていることしか出来なかった。


　つまり、言い訳を言い出せる雰ふん囲い気きではなかったのだ。


　と、やれやれと首を左右にしながらキュールがようやく口火を切ってくれた。


「で、良介さんは３Ｐしに来たんですの？」


「さ、さんぴーって？」


　リサラが頭をひねった。


「三人でエッチすることですわ」


　ボンッ。


　リサラが真っ赤っか。


「もう、いちいち顔を赤くしないで下さいます？」


「だって、そんなエッチな行こう為い……聞くだけで恥はずかしいわよ」


「三人だとエッチ過ぎるんですの？」


「あ、当たり前じゃない」


「ふうん。ってことは、良介さんと一対一の行為ならお姉様的に問題ありませんのね」


「どうしてそーなるのよ──────！」


　叫びながら、リサラがキュールを嚙み付かんばかりに睨んだ。


「はいはい、分かりましたわ。ま、キュールとしてはライバルがヘタレなのは大だい歓かん迎げいですし」


　キュールが苦く笑しようすると、なぜかリサラが仏ぶつ頂ちよう面づらをする。


「で、良介さん。二人目当て、それともキュールとリサラお姉様、どちらかを夜よ這ばったんですの？」


「違うんだって。俺が夜這いなんてことするわけないだろ」


　良介が訴うつたえると、リサラが顎おとがいに人差し指を当てて少し考え込む。


「まぁ、言われてみれば、良介は直接手を出したり、強ごう引いんにエッチなことをしたりはしないと思ってるけど……」


「だろだろ、俺は確かに変態だけどさ、安心安全な変態なんだ。寝ねている女の子に手を出すような外げ道どうな真ま似ねは絶対にしないっ。そもそも、お前達の寝顔や寝相だって、見ちゃ悪いって思って、見ないようにしたんだぞ！」


「…………でも、それって一度は見たってことよね」


　リサラがジト目だ。


「え、あ、まぁ……」


「…………安心安全が聞いて呆あきれるわね」


「ごめんなさい」


　頭こうべを垂れる良介だ。


「ま、キュールの寝顔は天使のようですから、幾いくら見られても平気ですけれどね。でも、女性が寝ている部屋に忍しのび込むなんて、夜這い以外に考えられませんわ」


　キュールが指し摘てきしてくる。


「それはそうよね」


　リサラもまた納なつ得とくするが、良介はそんな二人に指摘し返した。


「いや待てって。お前達は重要なことを一つ忘れているぞ」


「何よ？」


「なんですの？」


「夜這いをしたくたって、今の俺には出来ないってことだ」


　右手首のブレスレットを、トントンと良介は叩たたいた。それは特に装そう飾しよくらしい装飾は見あたらない、黒いなめし革がわで覆われたブレスレットだ。光の当たる角度によって微び妙みように光こう沢たくが変わることが、強いて言えば装飾だった。


「この護身用武器に変化する《グレイプニル》が、俺の生きる力が活性化するたびに力を吸い取って蓄たくわえてるわけだ。つまり興奮しようがなんだろうが……ふっ」


　髪かみをかき上げて、ニヒルに笑う。


「俺の息子は立たないってわけさ。というか、ここのところずっと……朝立ちもないんだよ……」


　そしてがっくりとその場に崩くずれ落ち、泣いた。


「な、なるほどですわね……。確かにエッチなことが生きる力である良介さんですもの、その、ええと欲情しても、その力を吸い取られてしまって……で、出来ないってわけですわね」


　恥ずかしそうにつっかえつっかえキュールが納得する。


「そうとも。しかも、こいつは元々《グラム》の鞘さやなんだろ？　おかげでリサラじゃないと外せないと来てやがる」


「そうですわ。ガルダーブロウグに良介さんが魂たましいから《ファヴニール》を奪うばわれたせいで、《グラム》の覚かく醒せいは回数限定ですもの。勝手に覚醒しないように、リサラお姉様の管理下ってわけですわ」


「だろ。まさか夜這いかけた上に、相手に立たせてくれってお願いするわけないじゃんか」


「なるほど。エッチするのもリサラお姉様の許可制なんですわね」


「《グラム》だけじゃなくて、立つのもリサラの管理下か……」


「ま、まぁそれは副作用といいますか……なんかでも、貞てい操そう帯たいみたいですわね」


「あのなぁ」


　キュールの言葉に、良介がさらに深くうなだれる。もっとも当のリサラは、理解が追いついておらず、小首を傾かしげる。


「ていそうたい？　ええと結局、どういうことよ？」


「ええと、良介さんが好き勝手にエッチ出来ないようにお姉様が管理してるってことですわ」


「………………あ、なるほど」


　ポンッとリサラが手を打った。


「なぁ、一つ聞いていいか？」


　良介が、すがるような目つきで顔を上げる。


「《グレイプニル》も霊れい力りよく量が満まん杯ぱいになれば、もう吸い取らないんだろ？」


「ええ、そうですわ」


「でもさ。《グレイプニル》を使ったのは夏休みの真ん中、海でだぞ。日々の霊力とかでもう補給出来てるんじゃないか？　ほら、俺だってこの夏休み後半で興奮することは何回もあったしさ。たとえば、物干し竿ざおで俺のパンツがリサラのパンツに覆おおい被かぶさった時とか、汗あせで二人のヘソがＴシャツ越ごしに見えた時とか……」


　必死に言いつのる良介に、リサラが顔を赤らめ、そして苦笑し、ニヤリと笑った。


「な、なんだよ、リサラ」


「いいことを思い出させてあげるわ、良介」


「ん？」


「そうやって貴方あなたが日々蓄えた霊力は、私が人間界に存在するために定期的に吸い取ってあげているでしょう？」


「あっ、あ───────────────！」


　へなへなと脱だつ力りよくした良介だった……。


　そんな良介の頭を優やさしくリサラが撫なでる。


「リ、リサラ……」


　感動して顔を上げた良介に、リサラは微笑ほほえんだ。


「もう私には、良介の本当の目的が見当ついてるのよ？」


「へ？」


「私のノートを盗ぬすみ出して、宿題を写そうとしたでしょ」


「あう」


「ふふふ、特別に私からも追加の宿題を出してあげるわね」


　その笑みが、死神というよりも悪あく魔まのものに見えた良介だった……。














　一章　がっこうはじまる










「白い尻しりだ」


　まだまだ夏真まっ盛さかりといった空の下で、ガルダーブロウグはお尻を見た。スカートが翻ひるがえり白い白いお尻が見えたのだ。


　ガルダーブロウグは、思わず立ち止まりその光景をまじまじと見つめてしまった。


　今日は桃もも園ぞの学園二学期の始業式だ。既すでに始業式そのものは終わり、生徒の一人として潜せん入にゆうしていたガルダーブロウグは、アルカレア・レイギルと落ち合うために体育館裏に来ていた。


　そこで見かけたのが、お尻だった。


「喧けん嘩かの最中というわけか」


　どう見ても学外から来た柄がらの悪い男達に女生徒が囲まれていた。黒く長い髪に、背中越しだが清せい楚そな印象を感じさせる少女だ。


　その少女が、ただ一人にも拘かかわらず次々と男達を投げ飛ばしている。


　その都度、スカートをそれは見事に、花が咲さくように広げて中身をまざまざとガルダーブロウグに見せつけるのだ。


「しかし分からないな」


　ガルダーブロウグはお尻を目で追いながら、少し考え込んだ。


　際きわどいほど際どい、ローライズのパンツなのだ。お尻の割れ目まではっきりと見えてしまう。とても普ふ通つうの高校生が穿はくようなタイプのパンツではなかった。


　まして背中越しとはいえ、清楚な印象すら受ける少女の穿くパンツだ。


「分からんな……」


　すると女性が、黒く艶つややかな長ちよう髪はつを輝かがやかせながらまた小さく動いた。男が一人、ドンッと地面に叩たたき付けられる。


「ほう、人間にしてはいい動きだ」


　ようやくガルダーブロウグの視点がお尻から女生徒の動きに移り、小さく感かん嘆たんの声を上げた。


　先ほどから長く艶やかな黒髪が踊おどる細身の背中しか見えないが、人間にしては素す晴ばらしい動きをしている。


「人間界の戦せん闘とう術、合あい気き道どうとか言ったか。中々の腕うでをしている」


　高校にはおよそ似つかわしくない柄の悪い──チンピラ達を、女生徒はまるで舞まうように投げ飛ばしていく。


　時々男達から「二度もやられてたまるか！」とか「恨うらみを晴らしてやる！」とか聞こえてくることからすると、意い趣しゆ返がえしというものらしい。


　常に人ひと影かげの少ない体育館裏に呼び出して襲おそいかかるあたり、チンピラ達の行動は芸がないともいえるし、定番といえば定番でもあった。


「にしても細身の女、持つ雰ふん囲い気きは清楚なものだが、あそこまで過激なパンツを穿いているとはな。もしや露ろ出しゆつマニアなのか……」


　そうガルダーブロウグが感心した時だ。


　バチッ！


　青白い光と共に女生徒が地面に倒たおれ伏ふす。


「へへっ、スタンガン様々だな」


　やせ細った男が薄うつすら笑った。そんな男を、女生徒がなんとか顔を上げて睨にらみ付ける。ようやく見えたその顔に、ガルダーブロウグは思わず天を仰あおいだ。


「なるほど、アイツであれば合気道の達人でも合が点てんがいく。しかし、これから調べる相手に傷を付けられては、たまったものではない。といって、私が出張るのもな……」
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　ガルダーブロウグの脳のう裏りに、これから落ち合う相手──アルカレア・レイギルのおよそ女性とは思えない猛たけ々だけしい肉体と獰どう猛もうな顔が浮うかんだ。


「いや、アルカレアに助けさせるのは、間ま違ちがいなく騒そう動どうになるだろうな」


　力の加減というものを知らない女だ。男達を半殺し、下手をすれば本当に殺してしまいかねない。それでは、《イレギュラー》調査のために学内に潜もぐり込ませた意味がなくなってしまう。


「仕方ない。顔を見られないように、この私が助けるとするか」


　十数秒ほど悩なやんだあげく、ガルダーブロウグは転がっていたスーパーの袋ふくろを頭に被り、男達に近づいた。


「ああん？」


　チンピラが眉み間けんに皺しわを寄せて、スーパーの袋を被ったガルダーブロウグに顔を寄せてくる。その如い何かにも過ぎるほど如何にもなチンピラの対応をガルダーブロウグは、完全に完かん璧ぺきにまるで見えていないかのように無視して女生徒の後ろにしゃがんだ。


「……？」


　チンピラ達が猿さる山やまのお猿さんのように、一いつ斉せいに小首を傾げる。


「ふむ」


　ガルダーブロウグはそっとスカートをめくると、ローライズ過ぎるパンツからはみ出た半ケツをシゲシゲと見つめた。


「尻というのも悪くはないが、やはりおっぱいには敵かなわぬものだな。一いつ瞬しゆんの邂かい逅こうにトキメクことがあっても、私の心を熱く燃やすだけのパワーはないか」


　やれやれと頭を振ふりながらガルダーブロウグは立ち上がると、呆ぼう然ぜんとしているチンピラ達にようやく顔を向けた。


　左手で右みぎ拳こぶしを握にぎりポキポキと関節を鳴らす。


「さてと、今はまだ潜せん伏ぷくしていたいからな。素手で相手をしてやるとするか」


　その言葉を聞いて、チンピラ達が一斉に笑った。


　そして一分後──全員が地面に転がっていた。


　ただ大おお怪け我がをした人間は一人もいなかった。みな、うめき声を上げることすらなく気を失っていた。


「悪いな。怪我の一つもさせた方が良かったのかも知れないが、あまりもめ事を起こしたくないものでな」


　ガルダーブロウグは振り返ることなく、女生徒に呟つぶやいた。


「……し、紳しん士しなんですね」


　まだ起き上がることが出来ない女生徒が、喘あえぐように言う。その響ひびきには間違いなく尊敬が混じっていて、ガルダーブロウグはその買い被りに軽く苦く笑しようしてしまった。


「紳士がスカートをめくるものか。だが、そうだな……もう少しおとなしいパンツを穿くべきではないかな」


「…………和服を着た時に、ラインが出ないんです」


「なるほど」


　ガルダーブロウグは合点がいったと頷うなずくと、そのまま歩き出す。


　その時だった。


「待ってっ」


　女生徒が必死に声を上げる。


　だがガルダーブロウグは歩みを止めない。止める気も起きない。


　人間に感謝されたところで嬉うれしくはない。


　まして相手は背中から類推するに、とても巨きよ乳にゆうには思えない。


　欠片かけらも、彼女の熱い声に反応する気は起きないのだ。


「お、お願いですっ！」


　女生徒が叫さけんだ。


　そして引き留めるべく手を伸のばす。


　摑つかめたのは、脚あし。


　いやズボンの裾すそ。


　それでもガルダーブロウグは無視して力強く歩いた。


　バチンッ。


　バックルが飛んだ。


　ズボンが落ちた。


「──っ！」


　女生徒が目にしたのは、パンツ。


　ただし、フリルが付いたベージュの下着。そう女物のパンツ！


「……………………」


　ガルダーブロウグは数秒ほど黙だまり、ゆっくりとズボンを引き上げた。


「気のせいだ」


　ただそう言って、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出したのだった。


　呆然とガルダーブロウグのお尻を見つめる女生徒を残して……。





　　　　※　　　※　　　※





　ほぼ同時刻。


　図書館の中に、憔しよう悴すいし切った良りよう介すけの姿がある。そんな良介の顔をリサラが一度見て、さらにキュール、美み菜なへと視線を移していく。


「決めるべきことは何か、みんな分かってるわよね」


　幾いく分ぶん声を潜ひそめながらリサラは言う。


　良介はその視線にぼんやりと頷いた。


　だって疲つかれている上に、隣となりの机が気になるのだ。


　図書館は、二学期の始業式当日の放課後とあって利用者はあまり多くない。


　そんな人数の少ない図書館で、良介達の机と隣の机だけが熱い。


　隣の机には男子と女子が並んで座っているのだが、談笑するわけでもなく、本を読むわけでもなく、男子だけが黙もく々もくとノートに何かを書き込んでいた。


　彼が書いているノートの隣には、所々カラーで書かれた如何にも女の子っぽいノートが、開かれている。


　そう、男子が女子のノートを書き写しているのだ。


　良介の推測では、あの二人はカップルだ。つまり、出来ている。


　そして彼女が彼氏のために、夏休みの宿題を見せてあげているとしか考えられない。


　だって血走った目でノートに書き込んでいる男子の姿を、隣で女子が文句一つなく、いやちょっとうっとりとした視線で眺ながめているのだ。


　そして時折、軽く指先で男子をつついて、写し間違いを微び笑しようしながら指し摘てきしてあげる。しかも、そっと寄り添そって肩かたが触ふれると、互たがいに赤くなりながら離はなれて、また寄り添ったりしている。


　なんて羨うらやましい勉強風景だろうか。


　男女の勉強風景ってのは、こうでなければいけないと、良介は思う。


　それに比べて自分のは……地じ獄ごくの三日間だった。


　確かに終わった。リサラの教えもあって、無事に宿題は全部終わった。


　だが家庭教師と生徒の甘い関係的な、嬉しいハプニングはなく、鬼おに教師と化したリサラがそこにいただけだ。


　まぁ、ちょっとの余よ裕ゆうもないスケジュールで……リサラも疲ひ労ろう困こん憊ぱいになっていたので、文句は言えないが……。


　それに比べて、隣の机にいるカップルの……なんて羨ましいこと。


　羨まし過ぎる。


　そう良介が思いっきり嫉しつ妬との視線を隣に投げかけていた時だ。


「良介、聞いてるの？」


　真向かいに座るリサラが、身を乗り出して良介を注視してきた。


「ん……ああ、分かってる」


　思考をカップルから戻もどして、良介は深く頷く。


「今日ここに来て、俺にははっきりと分かったよ」


「ようやくって気もするけど、良介にしては察しが良いわね」


　褒ほめてるのかけなしているのかよく分からないことを言うリサラに、良介は断言した。


「これからの打ち合わせは、屋上ではなく、ここ、図書館を使うと決めよう」


「は？」


「だってクーラーが効いてて涼すずしいし」


　きっぱりと答えた良介に、リサラがこめかみを引きつらせた。


「あ、あのね」


「悪い意見ではありませんわね」


　キュールだ。


「キュール、貴女あなたまでっ」


「あらリサラお姉様、女の子の柔やわ肌はだにとって人間界の紫し外がい線せんは大敵ですわ」


　夏服の短い袖そでを更さらにめくって、キュールが白くスラリとした右みぎ腕うでを良介の前に伸ばす。その腕は少し柔らかそうで、そして確かに白い。


　腕なのに、ちょっとドキドキしてしまうくらいだ。


「良介をからかうのはやめなさいよね、キュール」


　リサラがキュールの腕を摑んで下ろす。


「あら、キュールの白さに嫉妬ですの？」


　キュールが唇くちびるを尖とがらせた。


「嫉妬もなにも、私の肌だって白いわよ。ま、もっとも貴女と違ちがって私は心も白いけどね」


「キュールの心は純白ですわよ」


「貴女の心が純白ならイカスミだって純白よ」


　ガタンッ。


　リサラとキュールが仲良く椅い子すを蹴けって立ち上がった。


「ふ、二人とも図書館は静かに、だよ」


　美菜が慌あわてて二人を制止する。


　その言葉に、リサラとキュールは揃そろって周囲を見み渡わたし、申し訳なさそうに座った。


（なんやかんやで、二人揃って美菜には弱いのな）


　とか良介が思っていると、リサラが良介を睨にらんだ。


「良介に混ぜっ返されたけど、私達が決めないといけないことは一つよ。そう、次の《イレギュラー》候補である八はつ奇き衆しゆうの望みを、どう調べるかってこと。分かってるわね？」


「そういや、そうだった……」


　宿題地獄のせいで、完全に脳みそからすっぽ抜ぬけていた良介だ。


「まったく。特異者の中の特異者《イレギュラー》は、その持っている霊れい力りよくだけで、死しに神がみ界のパワーバランスを崩くずしかねない存在なんだから、なんとしても先に私達が見つける必要があるの」


　やれやれとリサラが首を左右に振った。そして気を取り直したように、再度全員を見渡す。


「《雷神の雹テイールハガル》の幹部ライファン・ピグノートの屋や敷しきから見つかった資料によれば、《イレギュラー》は、桃園学園、それも八奇衆の中にいる。あのガルダーブロウグはそう予測している、そこまでは分かっているわね？」


「ねえ、リサラ。ガルダーブロウグの予測は、そこまで信じていいの？　天気予報みたいに間違えることもあるんじゃ」


　海から帰ってきて、めっきり押しが強くなった美菜がリサラに問い掛かけた。その疑問にリサラがきっぱりと言う。


「ええ。バストサイズに偏へん見けんを持ってる変態だけど、第六十九スタンザの名は伊だ達てじゃないわ」


「強力な死神に贈おくられる称しよう号ごうだったよね」


「ええ。しかも死後も名を刻む制度で、もうほとんど空きのない称号よ。今生きている死神で、スタンザを持っているなんて数えるほどもいないわ。その中でもガルダーブロウグは、かつてレストール家に所属して、その研究と戦せん闘とう力で名を馳はせた死神だもの。アイツがそう予測しているのなら、ほぼ確実だと考えるべきね」


　リサラの言葉と、なによりその真しん剣けんな表情に美菜はゴクリと息を呑のんだ。


「ちょっと待て。八奇衆の中から今回、誰だれを調べるんだよ。俺か？」


　自分もまた学園随ずい一いちのスケベ《エロ介》として、学園が誇ほこる八人の奇人《八奇衆》に名を連ねている良介は、自分の胸を親指で突ついた。そんな良介に、キュールが苦笑する。


「残念ながらそれはありませんわ。だって、ガルダーブロウグが良介さんの魂たましいの中に直じかに手を突っ込んで調べたわけですし。それにレストール家の詳しよう細さいな調査でも、ほぼ可能性なしって出てますもの」


「お、おおう……」


「ま、《イレギュラー》候補として一応リストアップされてはいるけどね。この私と一いつ緒しよに活動出来るように」


　リサラが、なんでか『私と』を強調して言ってくる。


「へいへい。でも、それなら誰から調べるんだよ」


「良介、キュールが分からないのは仕方ないとして……さては貴方、始業式の後のホームルーム、全然耳に入ってないでしょ」


　やれやれと言うリサラに、良介は素す直なおに頷うなずいた。


「まったく。貴方は文化祭実行委員会のメンバーになったのよ？」


「は？」


「元々学級委員なんだし、適任じゃない」


「いやいやいや、俺は立候補した覚えないぞ？」


「でしょうね。誰かさんは、ホームルーム中ずっと居い眠ねむりしていたもの」


「だって宿題で疲れて……」


「分かってるわよ、貴方が頑がん張ばったのわね。だから起こさないであげたんじゃない」


「…………悪い」


　思わぬ優やさしさに、地獄だなんだのと不平だらけだったことが、少し後ろめたく思える良介だ。


「いいわよ。それに、代わりと言っては何だけど、委員会には私が良介を推すい薦せんしたんだしね」


「なっ。どうしてまた、そういう面めん倒どうなことを引き受けるんだよ。それこそ《イレギュラー》捜さがしの時間が──」


「あのね、良介くん」


　戸と惑まどう良介に、美菜が助け船を出す。


「文化祭実行委員会の委員長って、五十嵐いがらし先せん輩ぱいなの」


「……五十嵐先輩って、八奇衆の《清せい楚そなる野や獣じゆう》こと茶さ道どう部部長の五十嵐先輩？」


「うん」


　美菜がやや苦笑しながら頷いた。その返答で、良介の背中にゾワゾワっと寒気が走る。


「あ、あの人を調べろって言うのかよ、こ、この男の俺が」


「あら、野獣なんて呼ばれてるけど、五十嵐先輩って清楚そうな美人じゃない」


　意外そうにリサラが良介の顔を見つめる。そんなリサラに良介は、怯おびえた顔で答える。


「確かにあの先輩は美人だよ。艶つややかな長い黒くろ髪かみに、清楚で凜り々りしい顔立ち、宝たから塚づかの男役なんてうってつけな超ちよう美人だ」


　良介の言葉に、何な故ぜかリサラもキュールも美菜もムッとするが、本人はさっぱり気が付かない。


「そうとも。俺は、この学園の、いやこの町の、いやっ、世界中の女の子が大好きだっ。女の子は全員宝物だっ。大事だ、大切にしたいっ。で、でもな……」


　急にトーンダウンだ。


「大好きで大事で宝物でも、こ、怖こわい相手はいるんだよ……。その最たる相手が、五十嵐先輩だ」


「良介くん、五十嵐先輩に睨まれて逃にげ出したことあるもんね」


　美菜がクスクスと笑う。


「わ、笑いごとじゃないぞ。ほとんどの男子は色目を使っただけで、殺意の視線で気絶しそうになるんだからな。そんな中、是ぜ非ひともお近づきになりたいって思って、茶道室で一対一で五分間も耐たえたこの俺の実績は、全校男子から今も賞賛されているわけだ」


「五分間一緒にいた程度で？」


　リサラの疑問を良介は鼻で笑い飛ばした。


「分かってないな、リサラ」


「何がよ」


「五分間あれば、致いたせるかもしれない」


「は？」


　キョトンとしたリサラと違い、美菜の顔は赤くなり、キュールはコホンと咳せき払ばらいだ。


「致せる？」


「おう。恋こいは一いつ瞬しゆんだ。五十嵐先輩が俺に一ひと目め惚ぼれしたとして、その時間はカウントしない」


「は、はぁ」


「互たがいに服を脱ぬぐのに、本当は脱がしてあげたいが、ここは時間短縮で一分」


「……え？」


「四分あればなんとかフィニッシュまでエッチ──ごばっ!?」


　良介の視界がいきなり、リサラの鞄かばんでいっぱいになる。というか、顔面に鞄を押し付けられた。


「なっ、なっ、なっ、何をバカなこと言ってるのよ!!!」


　視界は鞄だけなので見えないが、上うわ擦ずった声からリサラの顔が真っ赤なことだけは分かった良介だ。


「リサラ、だからここは図書館だって」


　取りなす美菜の声と、


「申し訳ありません。お姉様が落ち着きなくて……ええ、ちゃんと言い聞かせておきますわ」


　キュールの、図書委員か何かに言い訳している声が聞こえた。


「[image: ]っ、うう……まるで私が悪いみたいじゃないの」


　渋しぶ々しぶとリサラが鞄を下ろし、思いっきり乗り出した自分の体も引っ込める。


「あのな、早とちりするなよ。俺がそう言ったんじゃなくて、そういう評価だってってことだぞ」


「……一目惚れ云うん々ぬんの件くだりは、どう考えても良介の考えだと思うんだけど」


「ふっ、夢を見るのが十代の仕事さ」


　髪を搔かき上げて良介はポーズを決めつつ笑った。が、全く決まらなかったようだ。リサラに、ハッと笑われてしまった。


「分かったわ。とにかく、良介は五十嵐先輩が苦手なのね」


「おう。そもそも五十嵐先輩は男おとこ嫌ぎらいで通ってるからな。男相手に笑った姿を、校内で誰も見たことがないって噂うわさもあるんだぞ。しかも合あい気き道どうの名手で、ナンパされて困ってた後輩の女の子を助けるためにチンピラを数人、病院送りにしたくらいの人だぜ。この夏も何か武勇伝作ったらしいし、俺はきっと近づくことも出来ないぞ」


「なるほどね。でも平気よ。私も美菜も一緒に文化祭実行委員だもの」


「一緒って、一クラスに三人も委員がいるってちょっと多くないか？」


　良介がそう聞くと、リサラが苦く笑しようし、美菜がちょっと困った顔を浮うかべた。


「なんだよ、美菜」


　美菜がおずおずと、申し訳なさそうに口を開く。


「あ、あのね、私とリサラも立候補したら乱らん橋ばし先生が、人数多いけど……良介くんは役に立たなさそうだし、私達が居た方がいいかって、その、認めちゃって」


「あ、あの適当教師っ。なんだっていつも、ああも適当なんだよ！」


　思わず良介は右手で左手の平を打った。


　乱橋──小学生にしか見えない良介達のクラス二年Ｂ組の担任だ。


「あら、事実じゃない。私が転入する前は学級委員の集会でも、女子の部活動をじーっと窓から眺ながめてて全然仕事しなかったって、乱橋ちゃん言ってたわよ」


「ぐっ……」


　リサラの指し摘てきが事実過ぎて、良介はぐぅの音ねも出ない。


「キュール、貴女あなたのクラスはどうなってるの？」


「まだ決まってませんけど、そもそも中等部と高等部は委員会が違ちがいますし、一緒ってわけにはいきませんわね」


　キュールがリサラに肩かたをすくめた。


「そっか、それもそうよね。分かったわ。なら、私達で五十嵐先輩の魂が本当に望んでいることを見つけて、それを叶かなえてみせるわ」


《イレギュラー》か否いなかを見み極きわめる方法は、それは魂の解放だ。魂は、奥底にある生きる力が真に望んでいる願いを叶えた時に初めて、解放される。


　その解放時に、魂が秘ひめている本当の霊れい力りよくが計測出来るのだ。


「それなんだけど、五十嵐先輩の望みって、私に少し心当たりがあるの」


　美菜が言う。


「あのね。夏休み前の期末試験休みに、ガルダーブロウグに襲おそわれた時があったでしょ。あの時、五十嵐先輩も一緒に襲われたじゃない」


「ああ、あのおっぱいの先っちょから霊力を噴ふん出しゆつさせるっていう、中々ステキなガルダーブロウグの実験か」


　良介が、その時のことを思い出して頷く。


　美菜の九十センチオーバーの胸から、霊力が吹ふき出る光景は、幼おさな馴な染じみ故ゆえに性的興奮はなかったものの、中々に見事なものだった。


「……良介くん、もう少し、その言い方を」


「ん、ああ、悪い悪い」


「あの、ええと、とにかく、あれも自分の本心を暴ばく露ろしちゃうってものだったでしょ。そのせいで生きる力が無防備になって霊力が吹き出ちゃうっていう」


　リサラとキュールが頷く。


「あの時に五十嵐先輩が言っていたことを私、聞いたの。王子様とペアルックって言ってた」


　美菜の言葉に、全員がキョトンとする。


「他ほかにも色々と、乙女おとめな願望を言ってたみたいだけど……あれ、みんなどうしたの？」


　美菜が一同を見回す。


「ど、どうって、でも男嫌いで通っているんでしょう？　その五十嵐先輩の願望が、そんな乙女なものなのかしら」


　リサラが疑問を口にすると、キュールも、うんうんと同調した。その様子を見て、美菜もまた言葉を濁にごす。


「そう言われると、私もちょっと不安なんだけど……」


「まぁでも、無む駄だにするには惜おしい情報だろ」


　良介は美菜を見て頷うなずく。


「まずは、美菜のいう乙女な方向で五十嵐先輩の願望を調べてみようぜ」


「それもそうね。明日、さっそく文化祭実行委員会の初会合があるわけだしね」


　リサラも同調してくれて、方向は決まった。


「もっとも、もし王子様願望で正解だったら、良介じゃ、ちょっと荷が重いかしらね」


　帰るために席を立ちながらリサラが、良介に苦笑を向ける。


「自覚してますよ」


　良介にだって、その程度のことはよく分かっている。残念ながらイケメンでも、学業優ゆう秀しゆうでもなんでもないのだ。


「ま、こればっかりは仕方ないよなぁ」


　やれやれと頭を振ふった時だった。


「良介くんは、もう少し自信を持っていいと思うな」


　美菜が小さく小さく囁ささやいた。


「え？」


　振り返るとニコリと美菜が笑っている。


「ねっ」


「あ……ああ」


　コクンと頷くことしか出来ない良介だった……。





　　　　※　　　※　　　※





「うーん、今日は何が安いのかしら。百グラム百円とかありえないわよね」


　スーパーの棚たなを見ながら、リサラがおよそ名門のご令れい嬢じようとは思えない言葉を吐はいた。彼女の目の前にあるのは豚ぶたバラ肉だ。間違っても隣となりの百グラム二百円とか行きそうな高い豚しゃぶ向けお肉には目も向けない。


　もちろん、さらに遠くにある牛肉コーナーなんて存在すらしないかのようだ。


　学校の帰り道、美菜と別れた後に良介達は、いつもとは違うスーパーにお邪じや魔ましていた。ずばり、創業祭で安売り中のスーパーにわざわざ足を延ばしたのだ。


　と、最近すっかり庶しよ民みんじみて来たキュールが、豚の肩ロースを見ながら不用意な一言を発した。


「ねぇ、お姉様。折角安売りなんですもの、たまには贅ぜい沢たくして豚の冷しゃぶとかがいいと思いますわ」


　豚の冷しゃぶが贅沢かどうかは別として、リサラの眉まゆがぴくんと上がった。


「キュール。何を馬ば鹿かなことを言ってるのよ」


　その声は、なんだか冷たい。


「え、ええと、え？」


「貴女の言う通り、今日は安売りよ。創業祭で特価よ」


「ですわよ、ね……だったら、そのたまには美お味いしいものをキュール食べたいなぁって、その……」


「バカ言わないでよっ。特価だからこそ、普ふ段だんより節約するチャンスじゃないのっ。いい、創業祭なんて年に一回しかないのよっ。このチャンスにお醬しよう油ゆもお米もカエサルのドッグフードも買い置きするのっ。いい、今月は買い溜だめ出費のせいで、食材費は切り詰つめなきゃいけないのっ、分かるわね！」


　肩を怒いからせたリサラに、キュールが思いっきり後ずさった。そんなキュールに追い打ちをかけるように、ドンッとリサラが一歩踏ふみ出して近寄る。


「分かるっ。家計簿ぼをつけるこの私の苦しみが！」


　その容姿以外は、どう見てもおばちゃんなリサラだ……。


「リサラ、キュールが怯おびえてるからその程度にしておけって」


　逃にげ込んできたキュールを背中で庇かばいつつ、良介は苦笑した。


「何よ、良介。貴方まで贅沢したいなんて言うわけ？」


「おいおい、俺をそんな安い男だと思うなよ。豚肉はどこまで行っても所しよ詮せんは豚肉だ。贅沢っていうのは牛肉のことなんだぜ？」


　良介の発言にリサラの目がスゥッと据すわる。


「そうとも、贅沢っていうのは吉野屋の牛ぎゆう丼どん特盛りに生卵を付けることであって、豚しゃぶじゃない！」


　ちなみにどっちも千円未満。生卵は夏季には付けられません。


「…………はぁ。そういや、初めて会った時も牛丼ぶら下げてたものね」


「おうとも。まぁ、最大の贅沢は牛焼き肉弁当なんだけどな。カルビ焼き肉弁当は、味が贅沢過ぎて俺にはよく分からない」


「まったく、外食はお金が掛かかるだけじゃなくて、栄養が偏かたよるのよ。切り詰めながら、それでも三食バランス考えて野菜もちゃんと取れるように作ってる私の苦労を分かって欲しいもんだわ」


　やれやれとリサラが頭を振る。


「分かってるって。最近はちゃんと野菜も食えてるしな」


「ええ、そうよ。今日だって、この大特価豚バラ肉でニンジンといんげんを巻くつもりなんだからね」


「巻く？」


　ピンと来ないで聞いた良介だが、既すでにリサラは献こん立だてモードだ。


「うーん、大葉が安かったから、間に入れてもいいわね。後は賞味期限が近いベーコンとほうれん草でサラダを作れば……」


　顎あごに小指を当てて、ここまで見てきたスーパーの棚を思い返している。


　キュールといえば、もう怯えから解放されたのか、すぐ近くのティーバッグコーナーを覗のぞき込んでいる。


　そんな様子を見つつ、学校帰りに制服姿の女子とスーパーで買い物って、もしかしてもの凄すごいリア充じゆうなのではなかろうか、良介はふとそう思った。


（もっとも、ホントにリア充なら……相手は彼女だよなぁ。あー、イチャイチャしながら買い物して同どう棲せいとかしてみたい）


　買い物籠かごを持ちつつ、思わずうなだれる良介だ。


「ねぇ、良介」


　いきなりリサラが覗き込んでくる。


「な、なんだよ」


「重いなら片方、私が持ってもいいわよ？」


　どうやら良介がうなだれたのが、荷物が重いせいだと思ったらしい。


　カートが全部使われていたせいで、良介が二つの籠を持っている。中には醬油だお米だとなんだかんだ入っているので、確かに重いは重い。でも──。


「いや、さすがにこの程度は平気だって。俺だって海から帰ってきて、毎日ジョギングに腕うで立たてと腹筋してるんだぜ？　少しは筋肉ついてきてる」


　死神界で自分の力のなさを痛感し、海でライファン・ピグノートに基き礎そ体力の重要性を指摘された良介は、意外にも地道に筋トレを続けているのだ。そこにやっぱり引き締しまった肉体の方が、モテそうだという海岸でのウォッチの成果もあるのだが……。


「もちろん知ってるわよ。三みつ日か坊ぼう主ずになるかと思ったら、ちゃんと続いてて感心してるんだからね」


「ま、まぁな」


　素す直なおに褒ほめられて、良介はなんだか恥はずかしくなってしまった。


「でもね、今日はお醬油もお米も買ったし……やっぱり重いでしょ」


　もう一度、リサラが荷物を分け合うことを提案してくる。そんなリサラに良介は、荷物を軽く持ち上げて平気だとアピールをした。


「な？　それにさ、均等に入れてるから平気だって」


　その姿を見たリサラが、申し訳なさそうに引き下がる。


「ホントは最後に買いたかったんだけど、特価品がもう残り少なくて……ごめんね、良介」


「だ、だから平気だって」


　優やさしくされるたびにどんどん気恥ずかしくなってしまう。


「それにほら、女の子に重い荷物を持たせるなんて、俺のポリシーに反する。ここは意地でも俺が持つ」


「女の子は宝物だから大事にするって、アレ？」


「おうとも」


「ふうん、相手がリサラ・レストールだからじゃないんだ」


　リサラが、両手を背中に回して更さらに近づき斜ななめ下から、少し挑ちよう発はつ的に見てきた。その視線に、何な故ぜか思わず心臓が跳はね上がる。


「い、いやその、リサラには感謝、その、してるぞ。ああ、ホントに感謝してる」


「ふふ、良介……」


　リサラがニヤニヤと笑う。


「な、なんだよ」


「今の、会話になってないんだけど」


「え……」


　言われてみれば確かに「相手がリサラだから荷物を持っている」への返答が「感謝してます」では、会話になってない。


「あ、いやでも」


　良介が返答に窮きゆうした途と端たん、リサラはピョンッと一歩後ろに飛んだ。


　そして、おかしそうに笑う。


「あはははは、返事は急がないでいいわよ。それに、こんな所で返事を貰もらったら、美菜に怒おこられちゃうものね」


「え、ええと、え？」


　良介にはさっぱり意味が分からない。


「お姉様、出来ればそこにキュールの名前も入れて欲しいんですけれど」


　いつの間にか、キュールがまた良介の背中側に居る。


「あら、キュールはいいのよ」


「な、なんでですのっ」


「一度、私はキュールに騙だまされて酷ひどい目にあってるもの。そのペナルティよ」


　ニヤリとリサラが笑う。


「あ、あれは、その……でもっ、そのおかげで良介さんに──」


　キュールが喋しやべっている最中に、リサラがそっと右人差し指を自分の赤い唇くちびるに置いた。それを見たキュールが言葉を途と中ちゆうで飲み込む。


「うん。今はそこまでよ、キュール」


　ちょっとお姉さんっぽく笑うリサラに、キュールが素直に頷うなずいた。


（なんだろう……、なんか最近のリサラは吹ふっ切れてるっていうか、余よ裕ゆうあるな）


　最近少しリサラが変わったように思える良介だ。


（いやでも、美菜も最近は……ううん、なんかあったのか……）


　自分の周りが少しずつ変わっているような、そんな気がしないでもない。もっとも、良介自身もらしくなく体を鍛きたえ始めるなどしているのだから、変わっていくのはお互たがい様かも知れない。


　そんなことを思っていた時だ。良介の目に、ターゲットにして恐きよう怖ふの対象が映うつった。


「五十嵐先せん輩ぱい……」


　桃園学園八奇衆のひとりで《清せい楚そなる野や獣じゆう》の異名を取り、良介をして五分で逃とう亡ぼうさせた殺意の視線の持ち主──なにより《イレギュラー》候補だ。


「ふうん。ナイスタイミングといえば、ナイスタイミングですね」


　キュールが、ひょいと顔を出して言う。続いてリサラもやってきて、頷いた。


「なるほど」


「ナイスタイミングとかなるほどとか、どうする気だよお前ら」


　良介の問いに、リサラとキュールが似たような顔でキランと目を光らせる。


「良介、こんな機会を逃のがす手はないでしょ。ここで仲良くなれれば、学校のことだけじゃなくて、私生活についても色々と聞くことが出来るのよ？」


　リサラが言うと、キュールが我が意を得たりと引き継つぐ。


「その通りですわ。人間の内面を暴あばくには、やっぱりオフィシャルよりもプライベートに食い込むことですわ。私生活を握にぎってこそ、相手の秘密を握ることができますもの」


　悪い。もの凄く悪い笑え顔がおだ。その笑顔と言葉に、リサラが幾いく分ぶん腰こしを引きながら聞き返した。


「キュール、秘密を握るって、ちょっと趣しゆ旨しが違ちがうっていうか、その何も秘密とかそこまで立ち入らないでも」


「だ、だよな。それにあまり女の子の深いところにまで土足で踏ふみいるってのは、そのどうも、俺には……」


　リサラと同じく些いささか気き後おくれした良介に、キュールが非難がましい視線を向ける。


「だって五十嵐先輩の生きる力が本当に望んでいることって、王子様とペアルックなわけでしょう？」


「まだ確定じゃないけど……」


　リサラがおずおずと指し摘てきするが、


「だとしたら、要するに好きな人──つまり恋こい心ごころがそこにあるってことですわ」


　キュールが断定してしまう。


「そして、女の子にとって恋心は何い時つだってトップシークレットですわ。そうそう人には伝えられない秘ひめ事だって、お姉様にはよく分かってますでしょ？」


　キュールがリサラに微笑ほほえみかけ、視線をすっと外してニヤリと笑う。


「えっ、それはその……」


　リサラは驚おどろきの声を上げると、言葉に詰つまってしまった。


「ふふ、ま、いいですわ。それよりも、早く声を掛けないと五十嵐先輩がどっかに行ってしまいますわ」


「え、あ、そ、そうよね」


　そう言って、五十嵐に慌あわてて駆かけ寄ろうとするリサラの右手首を、良介は摑つかんだ。


「どうしたのよ、良介」


「おかしい」


「え？」


「五十嵐先輩の様子が、いつもとちょっと違う」


　良介は五十嵐をじっと見た。


　彼女が今いるのは人気のお総菜コーナーだ。そこで彼女は、時折餃子ぎようざを取っては、悩なやむようにして戻もどし、また取ったりしている。


「確かに良介さんの言う通り、何か不思議な行動をしてますわね」


　キュールが同調するが、


「餃子の大きさを吟ぎん味みしてるんじゃないの？」


　リサラは主婦的というか、脳天気に答える。


「あのなリサラ。五十嵐先輩の家って、そこそこお金はあるはずだぞ。十円、いや五円で悩む我が家とは違うんだ」


　言ってて悲しくなる良介だ。


「でも、だったらなんで餃子を吟味なんてしてるのかしら」


「リサラ、吟味から離はなれようぜ」


「え？」


「そうですわよ。せめて餃子を買おうかどうか悩んでいるとか、そっちに頭が行きませんの？」


　キュールの指摘で、リサラがようやく納なつ得とくして手を拍うった。


「あ、ああ、なるほど」


「しかし、女の子が餃子を買うかどうかで悩むっていうと、一つしか俺は思い付かないぞ」


「そうですわね」


「え？」


　良介とキュールの会話に、再びリサラが取り残される。


「お姉様、自分で料理出来るのに気が付きませんの？」


「そう言われても……」


「材料を思い浮うかべて下さい」


「材料って……あ、ニンニクにニラ」


「ですわ。口こう臭しゆうの大敵ですわよ」


　キュールが言う通りだ。女の子が餃子を嫌いやがる理由は、ニンニクとニラのせいで翌日の口臭がきつくなる以外に思い付かない。


「もしかして、現在進行形で彼氏がいる……と、とか？」


　リサラが自分のことでもないのに照れる。


「彼氏とは限りませんわ。片思いの可能性だってありますもの」


　キュールは、至って冷静に言う。


「いやでも、あの男おとこ嫌ぎらいで通った先輩だぜ？　そもそも俺と五分間、茶室に居ても何もアクシデントが起きなかった人が……」


「まぁ、ここで悩んでても仕方ないわね」


「そうですわね。まずはお近づきにならないと」


　良介の意見を無視して、リサラとキュールが歩き出す。


「ちくしょう……」


　涙なみだを拭ぬぐおうにも、両手で買い物籠かごを持っているので何も出来ず、良介はトボトボと二人の後に従った。


「五十嵐先輩、ですよね」


　リサラの呼びかけに、五十嵐は何も反応しない。ただ餃子を見ているだけだ。


「あの、五十嵐先輩？」


「…………っ」


　小さく、本当に小さく驚いて、ようやく五十嵐が振ふり返る。


　長く艶つややかな黒くろ髪かみがサラサラと流れる。


　リサラと同じ細い顔立ちに、細身の体付きの和風の女性だ。ただリサラと決定的に違うのは、五十嵐には躍やく動どう感がなかった。全体的に、物静かで、やや冷たい感じがする美少女だった。


「ええと、確か二年生のリサラさんよね」


　あまり抑よく揚ようなく、淡たん々たんと五十嵐が言う。


「はい。二年Ｂ組の加か賀がリサラです」


　学校では良介の親しん戚せきとして通っているリサラだ。


「それとこっちが、中等部に通っている私の従い姉と妹こで加賀キュールです」


　リサラの紹しよう介かいに、キュールが丁てい寧ねいに可愛かわいらしく頭を下げる。こういう演技は、本当に巧うまいキュールだ。


「キュールさん……ああ、期末試験休みの時の肝きも試だめしで一度会ったわね」


「うわ、覚えてて下さったんですね。嬉うれしいですわ、先輩」


　両手を胸の前で合わせて、キュールが花のように微笑む。


「最後に後ろにいるのが──」


　リサラが良介を紹介しようとして、ビクリと体を震ふるわせた。鋭するどい。五十嵐の良介を見る目が、殺意と呼べるほどに鋭い。


「あの、ええと、紹介の必要はないみたいですね」


　リサラが「あははは」と笑って、良介の存在を会話から消し去る。


（誰だれがどう見ても、五十嵐先輩は男嫌いだよなぁ……）


　すごすごと一歩下がりながら、良介は思った。生きる力の真に望んでいることが、王子様とペアルックとかそういった乙女おとめチックなものとは、到とう底てい思えない。


（まぁ、王子様じゃなくてお姉様とペアルックっていうならまだ……いや、どっちかって言うと、五十嵐先輩がお姉様だしなぁ）


　そう頭をひねっていると良介の前で、リサラと五十嵐の会話は思いの外ほか盛り上がり出していた。


「ならリサラさんが文化祭実行委員会に入ってくれるのね」


「ええ、キュールはどうなるか分かりませんけど」


　リサラがちらっとキュールを見る。


「あら、キュールさんは高等部の文化祭実行委員に興味あるの？」


「……はい。もちろん中等部の文化祭を作ることも大切ですけれど、先輩達がどうしているのかが分かれば、中等部にも反映出来ることがあると思うんです」


　一いつ瞬しゆん頭を巡めぐらせて、キュールがすぐにその場で考えついたであろうことをスラスラと言い出す。


「もっとも、キュールのクラスではまだ委員が誰になるかが決まってませんので、関かかわれるかどうかすらも分かりませんけれど」


「ふふ、リサラさん。貴女あなたの従姉妹は随ずい分ぶんとしっかりしているのね」


　感心したように五十嵐が微笑んだ。


「ま、まぁ、悪わる賢がしこいというか……」


　微び妙みような笑顔を浮かべるリサラだ。


「でもいいわ。私から中等部の実行委員長に言っておくわね。加賀キュールさんを委員にして、高等部に派は遣けんするように」


「えっ、いいんですか？」


「ええ。もともと高等部と中等部の連れん絡らくを、もっと密にしようとは思っていたのよ。こちらとしても好都合よ」


　非の打ち所のない、可愛い後こう輩はいへの微笑みを五十嵐がキュールに向ける。そしてキュールも、同じく非の打ち所のない敬愛する先輩への微笑みを五十嵐に向けた。


　きっと前者は素す直なおに、後者は演技で。


「そういえば先輩。ここで聞いていいか分かりませんけど、委員会の活動ってどうなっているんですか？」


　リサラの問いに、五十嵐が「せっかちな後輩」への苦く笑しようを浮かべた。


「催もよおし物の要望等はこれからで、今はまず調整や全体スケジュールの立案ね。そういったことを決めて週二回、火曜と木曜に担当の先生に報告するの。今年は体育の板いた倉くら先生が担当のはずよ」


「あ、あの」


　キュールが声を上げる。


「何かしら？」


「あの、ええと、先輩のことを伺うかがってもよろしいですか？」


　おずおずと、如い何かにも勇気を出して憧あこがれの先輩に質問する演技をキュールがする。そんな演技を疑いもせずに、五十嵐がキュールに優やさしい顔で振り向く。


「なにかしら」


「先輩って、ええと……お付き合いしている人って、いらっしゃるんですの？」


　いきなりの直球だ。


　思わず良介は息を呑のみ、リサラが硬こう直ちよくする。


「…………」


　さすがの五十嵐も目をパチクリとさせるが、沈ちん黙もくは一瞬だった。


「ふふふ、中学生なら一番気になる年とし頃ごろかも知れないわね」


　苦笑しながら、ワンクッションを置く。


「でも残念ながら、お付き合いしてくれる男性は……見つかってないのよ」


　そう言うと五十嵐は「そろそろ」と言って、結局餃子は置いたまま他のコーナーへと移動を始めてしまう。


「せ、先輩」


　隣となりを通る五十嵐、良介は必死に食らいついた。


「……」


　視線が突つき刺ささってくる。


「あ、あの、ええと、好きな男のタイプは！」


「………………」


　数秒良介を睨にらんだ後、五十嵐は結局そのまま通り過ぎていった。


「こ、こえぇぇぇ……」


「キュール、貴女があんな直接的に聞くから行っちゃったじゃないの」


　リサラがキュールを呆あきれかえって見やる。


　が、当のキュールはどこ吹ふく風だ。


「どうせこんな所じゃ、大した情報を引き出すことは出来ませんわ。今は、さっきの返答で充じゆう分ぶんだと思いません？」


「まぁ確かに、こんなスーパーでベラベラと喋しやべる人間はいないか」


　良介が総菜の──特にメンチカツの良い匂においに鼻をひくひくとさせた。そんな良介を見ながらリサラは、むすっと頰ほおを膨ふくらませる。


「それはそうだけど、でも結局なんの情報も得られなかったじゃない」


「あらお姉様、それは違ちがいますわ」


　チッチッチとキュールが、顔の前で人差し指を揺ゆらす。


「五十嵐先輩は『付き合ってくれる男性』と言いましたわ」


「それがどうかしたの？」


「少なくとも、男性が恋れん愛あい対象外ってことはないってことですわ。本当に男嫌いなら、男性がいないなんて言いませんもの」


　キュールの指し摘てきに、思わず良介もリサラも「なるほど」と頷うなずいてしまう。


「ただ……」


　キュールが、少し難しい顔をして目を閉じた。


「どうしたんだよ」


「深読みし過ぎかも知れませんけど、『くれる』って自分を受け身側にして言いましたわ」


「それがどうかしたの？」


　リサラが聞く。


「本当に深読みし過ぎかも知れませんけど、五十嵐先輩、もしかして好きな相手がいるのかもしれませんわ。自分の告白を受け入れてくれる、自分の想おもいを受け入れてくれる相手が」


「キュール、それはいくら何でも深読みし過ぎよ」


「でもお姉様。もしそうだとしたら、五十嵐先輩が餃子ぎようざに悩なやんでたことも納なつ得とくいきますわ。結局、買ってないのですし」


「それは、そうだけど……ちょっと」


「まぁ、キュールも考えすぎかなぁと思ってますわ。だから深読みし過ぎって言いましたもの」


　プウッとキュールが頰を膨らませてしまう。


「とにかくだ。キュールのおかげで男おとこ嫌ぎらいじゃないってことが分かっただけでも、かなりの収しゆう穫かくだろ」


　良介がとりなすような言葉を口にすると、キュールはあっさりと満面の笑えみを浮うかべた。しかも、しゃべりながらいつの間にか横に来て腕うでを絡からませてくる。


「さすが良介さんですわ。キュールのことを評価してくれるんですのね」


「お、おい、何するんだよ」


「分かりません？」


「あ、ああ……」


「素晴らしい仕事をしたキュールへのご褒ほう美びを、ふふ、ねだっているんですわ」


　ゴロゴロとまるで猫ねこのように、絡みついた腕に頰をすり寄せてくる。


「──っ！」


　良介は感じた、前にいるリサラの殺気を。


　振ふり返らない。


　こっちに顔を見せない。


　特に体が震えているわけでもない。


　それでも、その背中からはっきりと、くっきりと、まざまざと、怒いかりのオーラを感じてしまう。


「え、ちょ、俺は特に悪いことは……」


　考える。考えろ。また生きる力を抜ぬき取られる前に、気が付け良介。


「あ、こんな公衆の面前ではしたないってことかな？」


　その答えにリサラは何も反応しない。怒りのオーラを放ったままだ。その代わり、キュールが「もうっ」と苦笑しながら良介から離はなれた。


　すると、リサラから怒りのオーラが消えたのだった。


「あーあ、ですわ」


　キュールがゆっくりとリサラに近づき、良介には聞こえない声で囁ささやいた。


「結局、素直に怒おこることも出来ないんですのね。やっぱりキュールのライバルは、美菜さんだけですわね」


「──！」


　一瞬、リサラの肩かたがぴくんと跳はねた。


　ただ、それだけだ。良介には、リサラが特に何かキュールに言ったようには見えなかった。


　ただ、レジに行くまでリサラはなぜか、いつも良介の隣を歩いたのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





「混こんでるわね」


　リサラがやれやれと呟つぶやきながら良介に振り返った。レジがどこもかしこも行列なのだ。


「仕方ないだろ。五十嵐先輩と話したりしているうちに、コアタイムに近づいたんだよ」


　良介は買い物籠かごを両手に持ちながら、スーパーの壁かべ掛かけ時計に目をやった。もう四時近い。創業祭の特価売りをしているスーパーなら、夕飯の買い物客で賑にぎわってて当然の時間だ。


　故ゆえにレジ待ちの行列は長く長く続いていて、リサラと良介はもう延々と並んでいた。キュールは、必要ないのに並んでいると邪じや魔まということで、本人は駄だ々だをこねたが、袋ふくろ詰づめコーナー付近で待機している。


「良介の言う通りだけれど、別に私に不平不満があるわけじゃないのよ？」


「ならなんだよ？」


「あのね。良介自身のことを心配しているの。だって貴方あなた、ずっと荷物を持ちっぱなしじゃない」


「ああ、そのことか。なら平気だってば」


「……少し腕、震えてない？」


「き、気のせいだろ」


　と言いながら実はそろそろ腕が、特に左腕がプルプル来ていたりする。


「あと二人くらいでレジにたどり着くから、私が片方持つわよ」


「だから平気だって。それにほら、これもまた鍛たん錬れんになるし」


「……良介って、意外に強ごう情じようよね」


「どういたしまして」


「なら、こういうのはどう？」


　リサラが良介の肩越ごしに何かを見て、ニヤリと笑う。


「なんだよ」


「五十嵐先輩が、何かトラブルみたいよ」


「え？」


　後方に振り返ると、確かに五十嵐が居た。それもカートを押したり引いたりしつつ、何やら困っているのだ。


「カートが動かないみたいね」


　リサラの言う通り、押しても引いても五十嵐のカートはズルズルと鈍のろくしか動かない。


「みたいだな……。というか、スーパーとか慣れてないんだな、あの先せん輩ぱい」


「そうみたいね。そして、これはチャンスだと思わない？」


「え？」


「慣れてない環かん境きようで心細く困っている女の子を救う、かっこいい……かどうかは置いておいて、優しい男性。素す敵てきでしょ？」


「なるほどね。あんまり下心というか、目的を持って女の子を手助けするのは、主義に反するんだけどな」


「助ける事実は変わらないわよ。というわけで、はい頂ちよう戴だい」


　リサラが手を出した。


「え？」


「籠よ、買い物籠。私はこのままレジに行く。良介は五十嵐先輩を助ける。となれば、当然荷物は私が持つべきでしょう？」


「いやでも」


「それとも、良介は私の《イレギュラー》捜さがしに協力してくれないわけ？」


「あ、それずるいぞ」


「あら、女の子はずるいものよ」


　と言うと、リサラが籠の取っ手を摑つかんでしまう。


「じゃ、五十嵐先輩によろしくね」


　有う無むを言わせぬ口調で言うリサラだ。


「分かったよ」


　最後はリサラに尻しりを叩たたかれるようにして、良介はその場を離れた。


　頭を下げつつ行列の中を進み外に出ると、行列最さい後こう尾び付近で未いまだに五十嵐が難なん渋じゆうしている。相変わらずカートが、スムーズに動いてくれないようだ。


　もっとも、良介にはその理由は簡単に分かっていた。単にカートの車輪のストッパーが掛かってしまっているだけだ。


　下りているストッパーを上げてやるだけで、簡単に動き出す。


（でも、わざわざ声を掛けて恩を売るってのは、なんだか見返りを期待しているみたいで格好悪いよなぁ）


　いかに格好良く五十嵐を助けてあげられるかを考えてみる。


（よし。さりげなく隣となりを歩いて、足先でそっとストッパーを上げれば……）


　それはとても格好いい行こう為いに思える。さりげない、そこが重要だ。


　というわけで、良介は早さつ速そく行動に移した。


　努つとめて素知らぬ顔で五十嵐に近づく。


「……」


　ジロリと射い貫ぬくような視線が来るが、必死に我が慢まんする。


　そして、ストッパーの下りた右後ろの車輪の側を通り、足先ではね上げる。


　予定だった。


　ゴンッ。


「──っ！」


　思いっきりつま先がカートにぶつかって、悶もん絶ぜつする良介。


　どこを取っても格好良くはない……。


　さすがの五十嵐も理解不能で、呆ぼう然ぜんと良介を見ている。


「[image: ]、[image: ][image: ]……痛い」


「何をしたいわけ？」


「すんません」


　良介は惨みじめな気持ちで頭を下げると、その場にしゃがみ込んだ。


「ちょ、ちょっと？」


「あのカートを動かさないで下さい」


　それだけ言うと、車輪横のストッパーを素直に手で上げる。


「あっ」


　五十嵐が小さな驚おどろきの声を上げた。自分のカートが思い通りに動かなかった理由に、合が点てんがいったようだ。


「さりげなく足先で上げようとした俺がバカだった……」


　良介はうなだれながら立ち上がると、リサラの所に帰るべく振り返る。


　と、その背中に声が掛けられた。


「加賀良介くん」


　驚くべきことに五十嵐が、良介の名を呼んだのだ。


「私に礼も言わせずに立ち去るつもりなの？」


「いやその、お礼とかが目的じゃ──」


　慌あわててまた振り返り、良介は固まった。だって、男に笑え顔がおを見せたことがないとまで言われる五十嵐が、苦く笑しようしているのだ。


「女の子に色々とちょっかいを掛けるのは、ただ大切にしたいからって噂うわさは、満まん更ざら噓うそでもないのね」


「あ、いや、その、そりゃモテればなおいいけど……モテなくても、まぁ仕方ないっていうか」


　何な故ぜか慌てて言い訳してしまう良介だ。


「一年生の時に茶さ道どう部に体験入学してきたわけは？」


　それは、茶室で睨にらまれ続けて良介が五分で逃にげ出した、あの事件のことだ。


「凄すごい美人がいるって聞いたら、見に行きたいじゃないですかっ。しかも個室で同じ空気吸えるって思ったら、男の子として体験するのが正義です！」


　思いっきり素直に、きっぱりと良介は言い放っていた。


「あ、ああぁっ、つい本音がっ」


「……クスッ、クスクスクス」


　頭を抱かかえた良介の前で、五十嵐が口に手をあてて笑い声を押し殺す。


「え、あれ？」


　てっきりまた視線で殺される、下手をしたら合あい気き道どうの技わざで投げ飛ばされると思った良介としては、拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。


「ふふ……視線はスケベだし、変態だけど、危害を加えることはないっていう噂も本当のようね」


「さ、三年生にまでそんな噂が……」


「当然よ。《エロ介》の名前は有名なのよ？」


「嬉うれしくありません……」


「私としては、あの玉たま野の光ひかるの同類だと思ったから、すぐに茶室から叩き出したのだけど、ちょっと悪いことをしたわね」


　玉野光。大金持ちの御おん曹ぞう司しにしてボクシング部部長、しかもイケメンなのだが、霊れい力りよくは良介と似たようなものという残念な男だ。


「もっとも、玉野光も最近は少し変わってきたとは聞くけれど……。ま、いいわ」


　五十嵐が良介を見る。その視線は、もう射貫くようなものではなかった。


「まずはお礼よね。助けてくれてありがとう。あまりスーパーとかは来ないから、よく分からなくて本当に困っていたのよ」


　五十嵐が頭を下げる。


「いや、そんな……ほんとたいしたことしたわけじゃないので」


「ふふ、助けてくれたお礼に教えてあげるわ。変に期待を持たれても困るから」


「はぁ？」


「私の好みの男性は、強い男よ」


　その言葉で良介の脳のう裏りに、一いつ瞬しゆん玉野の顔が浮うかぶ。五十嵐はそれを察知したらしい。慌てて言葉を付け足す。


「少し女の子っぽいところもある人ね」


「……え？」


「あっ……なんでもないわ。そういうことだから、カートを直してくれてありがとう」


　一瞬、口を押さえた後、五十嵐はそそくさとレジ待ち行列の最後尾に向かって行ってしまった。


　残された良介は、ただ首を傾かしげた。


「強いオカマが趣しゆ味みってことなのか？　それって変則的な百ゆ合りになる……のかなぁ」


　ちなみにリサラにもキュールにも、この問いの答えは出せなかった。





　　　　※　　　※　　　※





　アルカレア・レイギルが、体育倉庫の扉とびらを荒あら々あらしく開け放った。


　百八十センチを超こえる体たい軀くをジャージに包んだ女死しに神がみだ。ジャージの上からでも、その下の発達した筋肉がありありと分かる。


　短くザンバラに切った白い髪かみをワシワシと搔かいて、アルカレアが中を見み渡わたす。


「こっちは職員会議とやらで苛いらついているんだ。さっさと出てきて欲しいね！」


　するとガルダーブロウグの声が、倉庫の奥から響ひびく。


「たまには会議というのも、お前には悪くない経験だと思うがな」


「余計なお世話だよっ。なんでアタイが人間界の学校の、体育教師なんてやらなきゃならないんだよ！」


「学生として潜せん入にゆうはどう考えても無理だろう。それに頭を使う教科が務まるとは思えないが？」


「ぐっ……そもそも、なんでアンタがいるんだい。傷はまだ癒いえてないって聞いてたんだけどね」


「ああ、まだ完治はしていないな」


　淡たん々たんとガルダーブロウグが、声だけで答える。


「なら、わざわざのお出ましはどういうわけだい」


「なに、あの棺かん桶おけの中で治ち癒ゆするほどの状態ではなくなったのでな。現場でお前達の活動を見守ろうと思っただけだ」


「趣味悪い野や郎ろうだねっ。このアタイを、《雷神の雹テイールハガル》でも最強の力を持つ《四し雷らい斧ふ》が第三格アルカレア様を、こんな学校の教員にしたあげくに、行動を監かん視ししようっていうのかい！」


　アルカレアの叩き付けるような声に苦笑が響いた。


「怒おこる前に冷静になれ。お前も監視しなければいけない同志がいることくらい、よく分かっているだろう」


「……ライファンかい」


「その通りだ。アレは些いささか危あやうい状態だ。だがあの力は惜おしい」


「あんな男おとこ女おんなのどこが惜しいのかね」


　大男と見まがうアルカレアの言葉に、姿を見せないガルダーブロウグが思わず失笑する。


「なんだい、文句あるってのかい？」


「いや、悪いな。だがアレは、正しき死神と人間の関係、つまり我ら死神が人間を管理する姿に戻もどすという理想の下もとに集つどいし《雷神の雹テイールハガル》の中でも、由ゆい緒しよある家の当主だ。そうないがしろには出来んのでな」


「ならどうするんだい」


「私が、しばらく監視する。そのためにも、お前にこの学園での私の姿を見せていないのだ。何しろお前はすぐに顔に出るからな」


「……そんくらい、アタイだって分かってるよ」


　忌いま々いましげにアルカレアが床ゆかを蹴けった。


「でもね、そんなことは、第一格のアンタじゃなくて第二格のアイツにやらせればいいじゃないか」


「その辺りは、私の判断だ」


　有う無むを言わせぬ響きでガルダーブロウグが告げる。


「へいへい、そうですか。じゃ、これで用事は終わったね」


「バカをいえ。ここからが本題だ」


「あん？」


「《イレギュラー》調査のための術式を掛かけた指輪を持ってきた。使用方法は着ければ分かる」


　青白い炎ほのおがボウッとアルカレアの前に現れたかと思うと、それはすぐに指輪の形を取り、床に落ちた。


「アンタも色々と作り出すね」


　そう言いながら、アルカレアが指輪を取るためにしゃがんだ。


「私が研究者でもあることを忘れてもらっては、困るな」


「それも、レストール家お抱かかえのね」


「かつての話だ。それも知識を得るために潜入したに過ぎない」


「どうだかね。他ほかにも理由があったって聞いたことがあるよ」


「……戯ざれ言ごとだ」


　束つかの間の沈ちん黙もくの後に、ガルダーブロウグは吐はき捨てた。


「ま、いいさ。で、誰だれから調べるんだい？」


「一人、急いだ方がいい対象がいる。その名は──」














　二章　さらば、大平のパンツ










「[image: ][image: ]、良りよう介すけの変な調査のせいで、結局五十嵐いがらしさんがまともかどうか分からなくなっちゃたわ……」


　通学路を歩くリサラが、ブツブツ呟つぶやきながら恨うらみがましい視線を良介に向けた。


「仕方ないだろっ。女みたいな強い男が好きだって、五十嵐先せん輩ぱいが言ったんだから」


「良介、それ本当なのね？」


「え……あ、まぁ、一字一句合ってるかどうかは、もう忘れちゃったけどさ」


　良介が答えると、リサラががっくりとうなだれる。


「なんか、絶対に違ちがうニュアンスだった気がするわ」


「まぁまぁリサラお姉様。たとえ、相手が女装してようが、ニューハーフだろうが、男は男ですもの。王子様には違いないのだし、見つけ出して五十嵐先輩とくっつければいいだけですわ」


　キュールの言葉に、今度は美み菜なががっくりとうなだれた。


「女装した王子様って、それはもう王子様と呼べない気が、その、私はするなぁ」


「そこは難しい問題だぞ、美菜」


　歩きながら、真しん剣けんな顔で良介は腕うでを組んだ。


「良介くん？」


「俺は美菜と違って、女装してても王子様は王子様派だ」


「……良介くんの口から王子様って聞くと、なんだか変な気分かも」


「いや、俺は王子様に興味なんてないぞっ。だからこそ、女装してても王子は王子なんだ」


「え、ええと」


　美菜がキョトンとしてしまう。いや、リサラもキュールもそうだ。


「言い方を変えた方がよさそうだな。いいか、俺は女装してても男の子は、男の子派なんだ」


「それは、そうだと思うけど」


「違うぞ、美菜。世の中には違う一派も確かに、いや最近は勢力を増しているんだ」


「そうなの？」


「そうだとも。たとえば大おお平ひらなんかがそうだ。あいつらは、女装した男の子が可愛かわいければ、男の娘ことか呼んで愛しちゃう一派だ」


「おとこのこはおとこのこじゃないの？」


　思いっきり顔に、クエスチョンマークを浮かべて美菜が聞いてくる。


「漢字が違う。男の、子供の子と、男の、娘むすめの娘こだ」


「……男で娘？」


　リサラも顔にクエスチョンマークだ。


「ああ、聞いたことがありますわ。可愛ければ、なんでもいいって人達ですわね」


　納なつ得とくしたキュールに、良介は首を縦に振ふった。


「そんなところだ。あいつらは、付いてる付いてないを気にしないんだ」


「つ、付いてるって……良介、朝から公道でそんなこと言わないでよね」


　うんざりとリサラが、こめかみを押さえる。


「とにかく、良介のせいで話がまた横道に逸それたけど、五十嵐先輩の恋れん愛あい対象が男性だってことは間違いないってことね」


「ですわね、お姉様」


　キュールが答える。


「なら、美菜の聞いた通り、王子様……まぁ好きな人のことなんでしょうけど、その人とペアルックとか乙女おとめちっくな願望が、五十嵐先輩の魂たましいが本当に望んでいることって方向で、動きましょう。となると、問題はそのお相手ね……」


　リサラが顎あごに手を当てて考え込む。そんなリサラに、良介は我が慢まん出来ずに声を掛けた。


「なぁリサラ」


「何よ、人が考えているのに」


「乙女ちっくってのは、幾いくらなんでも恥はずかしくないか？　およそキャラじゃないっていうかさ」


「──っ！」


　カァァァァァァとリサラの顔が赤くなり、そして、肩かたが震ふるえ出す。


　良介には分かる。


　たぶん前半は照れたせい。後半は怒ったせいだ。


「あ、いやその、ファンシーでリサラには似合ってたと思うぞ、うん」


「今いま更さら遅おそいわよ!!」


　良介の言い訳は、火に油を注いだだけだった。





　　　　※　　　※　　　※





「……はぁはぁはぁ」


　机に突つっ伏ぷしたまま、良介は肩で息をし続けている。そんな良介を、後ろの席に座っている福ふく宗むねイリアが、気持ち悪そうな目で見つつリサラに声をかけた。


「良介くんってば、どうかしたのぉ？」


「さぁ。私にはさっぱり分からないんだけど、全速力で走って教室まで来たみたいよ」


　リサラが、さっぱり分からないとおどけてみせる。


「あ、あのな……お、お前が追いかけてくるから、だろ」


　息も絶え絶えに抗こう議ぎした良介に、リサラは意地悪く笑う。


「あら、私は途と中ちゆうまで追いかけただけなんですけど。その後も走り続けたのは、自分の責任でしょ」


「いや、なんか途中からランナーズハイというか……」


「まぁ、日々のジョギングの成果が出てなによりだけど。ちょっと感心はしたわよ」


「え、なに。良介くんってば、ジョギングなんて始めたのぉ？」


　イリアがわざとらしく口に手をあてて驚おどろく。


「おう。腕立て腹筋も始めたぞ」


「へぇ、僕の助言を聞いてくれたんだね。嬉うれしいよ」


　いきなり、ライファン・ピグノートが口を挟はさんできた。ちょっと中性的な容よう貌ぼうを持ったイケメンで、夏休みの登校日に転入するという変則的な行動だったにも拘かかわらず、既すでに学内の女子には有名になりつつある。


「ライファン!?」


「海水浴以来だね。僕としてはとても寂さびしかったよ」


「二学期も通う気なの？」


　リサラが警けい戒かい感も露あらわにライファンを睨にらんだ。


「当然だろ。僕は玉たま野の家の子供なんだからね」


　そう言いながらライファンが、人を食った笑えみを浮うかべた。


　表向きライファンは、玉野光ひかるの父親の隠かくし子で、その弟ということになっている。


　だが実際は、リサラと同等の、いや戦せん闘とう力を見れば遥はるかに上回る死神で、《雷神の雹テイールハガル》の幹部《四し雷らい斧ふ》の第四格だ。つまり敵対側の死神なのだが、良介にはどうも敵っていう感じがしない。


　それは、良介と契けい約やくを結びたいと迫せまってきたことがあるからかも知れないし、ライファンが本当は九十センチのバストを持っている女の子だからかも知れない。


　というか、女の子だからってのが濃のう厚こうだと、自分でも思う良介ではあった。


「海から帰ってきてからトレーニングを始めて感心していたんだけど、ライファンの助言を聞いたからってわけ？」


　リサラの表情がなぜか不ふ機き嫌げんに変わっていく。


「目的はなんなのよ」


「目的って、必要だと思ったんだって。ほら、アルカレアに吹き飛ばされたり色々しただろ。だからせめてもう少し体を鍛きたえておかないと、どうしようもないって自分でも納得したんだよ」


「……ええ、それはその通りなんだけど。敵に塩を送ったつもり？」


　ムスっとした顔で、リサラがライファンを見つめた。


「ま、そんなところかな。でも、キミにしたって良介が体を鍛えることには賛成なんだろう？」


「それはそうなんだけど……」


「イリアは信じられないなぁ。ホントに良介くん？　偽にせ者ものなんじゃない？」


　イリアが失礼なことを言い出す。


「正真正しよう銘めい俺だぞ、俺」


「なら病気？」


「お前な……」


「それとも洗脳されてるとかぁ……」


　とことん信じられない様子のイリアだ。


「やれやれ、良介はホントに信用がないんだね。でも、僕は信じているよ？」


　ライファンが良介の机に手を突ついて、身を乗り出す。男の格好をしているくせに、なんだか艶なまめかしく笑いつつ顔を近づけてくるのだ。


　そのライファンの攻こう勢せいに、良介が思わずドキドキしかけた時だ。


「あ、分かったぁ」


　場違いにイリアが呑のん気きな声で手を叩たたいた。


「さては、トレーニングするとリサラちゃんのエッチなご褒ほう美びがあるとか！」


「えっ！」


「本当なの!?」


　ライファンと前の席の美菜が、一いつ斉せいにリサラに振り返る。


「そ、そんなわけないでしょっ！」


　当然リサラは否定するが、イリアがにやにやと笑いながら追い打ちをかける。


「優やさしくマッサージで、良介くんの足をもみもみして、あ・げ・る[image: ]とかしてるんじゃないのぉ？」


「あのね──」


　リサラの言葉が終わる前に、良介はドンッと机を叩いて立ち上がった。


「な、なに……？」


　イリアがびっくり顔で見上げてくる。


「手で揉もまれるより、足で踏ふまれる方がご褒美です。出来れば黒ストッキングでお願いします」


　宣言を終えると、良介は静かに席に座る。


「はぁぁぁぁぁぁ」


　リサラが大きなため息を吐つきながら、机に突っ伏した。


「まともに否定するのが、バカらしいわよ……もう」


「ええっ、俺としてはかなり本気の提案だったんだけど」


「はいはい。色々と無事に全てが終わったら。Ｙシャツに黒ストッキングで踏んであげるわよ」


　リサラが初めて会った頃ころの約束を思い出しながら微笑した。


「待て、あれはただのＹシャツじゃなくてはだ──い、いいえなんでもありません」


　微び笑しようが即座に睨み顔に変わって、良介は口を閉じた。


「し、刺激的な約束をしてるんだね」


　ライファンがそう言った時だ。授業開始のベルが鳴り出し──鳴り終わる事に、ギリギリ乱らん橋ばしが入って来た。


「はぁぁぁ、なんとか間に合ったぁ。ええと、二学期最初の授業を開始しますね～」


　良介は火曜日と書いてある黒板を見ながら、ふと気が付いた。


　慌あわてて宿題を書き写さないでいい二学期の初日は、小学校以来初めてだった。





　　　　※　　　※　　　※





「では、文化祭実行委員会二学期初会合を始めますね」


　放課後、視し聴ちよう覚かく室に五十嵐の声が響ひびく。


「私達、実行委員会の文化系部活連のコアメンバーは一学期、夏休みと作業を続けてきましたけれど、二学期からは本格的に動かなければなりませんので、各クラスから選ばれた皆みなさんにも協力してもらいます。では、右みぎ端はしの方から自己紹しよう介かいを」


　そうやって各クラスから選ばれた、もしくは押し付けられた生徒達が声を上げていく。


　もちろん良介も、そのお守もりとしてのリサラと美菜。さらには中等部からの連れん絡らく要員としてキュールも、しっかり可愛かわいい子のフリして頭を下げた。


　一部ロリコンからは大喝かつ采さいだ。


「というか、こういうのに必ず顔を突っ込んでくる玉野先せん輩ぱい、いないのな」


　リサラと美菜に良介は小声で訊たずねた。


　基本、お祭り好きで派手なことが大好きなあの先輩は、プール開き実行委員長だの、期末試験休きゆう暇か祭実行委員長だの、よく分からないお祭りを企き画かくしては委員長の席に就ついている。その彼が、文化祭に絡からんでこないとは思えないのだが……。


「五十嵐先輩に叩き出されたみたい」


　美菜が苦く笑しようしながら答えてくれる。


「なんか変な提案しかしなかったみたいで……」


　続いたその答えに、良介もリサラもキュールも、大いに納得してしまった。


「では、今年の文化祭の顧こ問もんの先生を紹介します」


　全員の自己紹介が終わって、五十嵐が立ち上がって入り口に向かった。どうやら外でわざわざ出番を待っていたらしい。最初から視聴覚室に待機してても良さそうなものだが、五十嵐なのか体育教師なのか分からないが、芝しば居いがかったことが好きなようだ。


　ほとんど音も無く、五十嵐が静かに扉とびらを開けると、その静けさとは正反対に荒あら々あらしい足音と共に教師が入って来た。


「──！」


　良介はその姿を見て、思わず中ちゆう腰ごしになってしまった。リサラは完全に立ち上がっている。


　美菜は、卒そつ倒とうしそうだ。


　入って来た体育教師はどう見ても《雷神の雹テイールハガル》の死しに神がみアルカレアだった。


　変装らしい変装は欠片かけらもしていない。


　百八十センチを超こえる女性はそう多くはないし、ジャージの上からでも分かる隆りゆう々りゆうとした筋肉だ。出会ったのが海辺の暗い夜だったとしても、見み間ま違ちがえるわけがない。


　あげくに、


「産休の板いた倉くら先生に代わって、二学期から体育教師として赴ふ任にんしたアルカレア・レイギルだ。よろしくな」


　堂々と本名を名乗りやがった。どこも隠す気がないとしか思えない。


「あ、あの、板倉先生は男の人──」


　勇気ある声を上げた生徒を、アルカレアがジロリと睨んだ。それだけで生徒の顔に思いっきり怯おびえが浮うかぶ。


「男が産休取って悪いのかい？」


　面おも白しろくもなさそうに、むしろ不機嫌な顔でアルカレアが答えた。その様子を五十嵐は、もう諦あきらめているのか、平然と見ている。


「あ、いえ、その……お子さん、生まれたって聞いたことがない気が」


「知らないね。自分が妊にん娠しんしたんじゃないかい」


　そんな馬ば鹿かな。それが視聴覚室の全員が思ったことだが、もう誰だれも怖こわくて聞けなかった。


　もっとも良介達は、一度戦っているだけに怯えとは無関係でいられた。どちらかというと、呆あきれかえっていた。


「また随ずい分ぶんと強ごう引いんに潜せん入にゆうしてきましたわね」


　キュールの言葉にリサラが苦笑する。


「潜入っていえるの、あれ？」


「でも、あの人が体育教師なのは分かるけど……どうして文化祭の顧問に？」


　美菜が疑問を口にする。


「間違いなくガルダーブロウグが何かをしたんでしょうね。書類を弄いじったのか、校長先生の心を操あやつったのかは知りませんけれど」


　キュールがうんざりとした顔を浮かべる。


「ま、結論は一つよね」


　リサラが言うと、美菜とキュールが頷うなずく。


「……え？」


　良介はポカーンだ。その様子にリサラが苦笑する。


「あのね、文化祭実行委員長は誰？」


「そりゃ五十嵐先輩だ」


「なら、その五十嵐先輩は何者？」


「何者って茶さ道どう部部長で、八はつ奇き衆しゆうの……あ、そうか。アルカレアのヤツ、五十嵐先輩を《イレギュラー》候補として調べに来たのか」


「随分と時間が掛かかったけど、ご名答よ」


　リサラが言い、すぐに顔を引き締しめた。


「図はからずも、私達とアルカレアのターゲットが同じになったってことね」


「でもお姉様。ライファンは、文化祭実行委員会のメンバーに立候補しなかったんですわよね？」


　キュールが、ウェーブが掛かった栗くり色いろの髪かみの毛を一本、指先で弄いじる。


「言われてみれば、そうよね……ライファンはライファンで別行動してるのかしら」


「もしくは、ガルダーブロウグから警けい戒かいされているか、ですわ」


　キュールの言葉に、リサラがキョトンとした。


「まったく、このお姉様はホントに鈍にぶいんですのね」


「何が？」


「全すべてが、ですわ」


　キュールは「はぁ」と呆れたため息を一度吐つく。


「キュールの考えですけれど、ライファンはあまり気にする必要ないと思いますわ」


「なんで？」


　今度は良介が聞くと、美菜が少し真しん剣けんな顔をした。


「良介くんがいる、からかな」


「……ああ、そういやあいつ、俺と正式な死神契けい約やくを結びたがってたもんな」


　良介が答えると、美菜とキュールが顔を見合わせて……仲良く苦笑した。


「報むくわれませんわね」


「でも、ちょっと助かるかな」


　二人の会話が良介には、どうやら隣となりのリサラにも全く理解出来なかった。そうこうするうちに会合初日は、元々顔合わせの予定だってだけらしく、早々に終わってしまった。


「あと、文化祭における生徒の自主性尊重の観点から、今後はアルカレア先生はこの会合には出席しません。委員長である私が火曜日と木曜日に職員室へ決定事じ項こうを報告するだけです」


　五十嵐の発言で、視聴覚室にあからさまにホッとした空気が流れる。誰もが、見るからに文化祭とは相あい容いれなさそうな体育教師の存在を疎うとましく、そして恐おそろしく思っていた。


「なんというか、ここまで初対面で嫌きらわれるってのも、ちょっと可哀かわい想そうではあるな」


　思わず良介が呟つぶやくと、リサラが興味深そうな顔で覗のぞき込んできた。


「良介ってば、年上で、しかもあんな筋肉女も守備範はん囲いなの？」


「守備範囲もなにも、アルカレアだって女の子……子はないけど、女性には違ちがいないだろ。確かに、まぁ好みとはいえないけどさ」


「底そこ抜ぬけの女好きね」


　そう毒づくが、リサラの顔は非難の表情ではなくて、どちらかと言えば笑え顔がおに近い。


「なんだよ」


「別に。ま、それが良介かなって思うだけよ」


　クスリと笑い、リサラが人差し指の先で良介の頰ほおを突つついた。


「やんなっちゃうわよねぇ。これでライファンも勘かん違ちがいしたのかしら」


　よく分からないことを言いながら、何度も突く。


「だから、なんだよ？」


「さあ、なんでしょうね」


　と言ったのはリサラではなく、美菜だ。美菜まで人差し指で良介の頰を突く。


　左右の頰を突かれて、良介はまともに喋しやべることが出来ない。


「ふが、もが、らからっ！」


「当事者が言うのも、どうかと思いますけれどね」


　いつの間にか、良介達の席の後ろに立っていたキュールが、その顎あごと両手を良介の頭に乗っけた。


「もがっ」


　良介からはキュールの顔は見えないが、呆れた口調なので顔も似たようなものだろう。


「キュールがそれを言う？」


「うん、そう思うかな」


　リサラと美菜が、人差し指で良介の頰を突き続けながら非難の視線を向けた。


「あら、キュールのは勘違いじゃありませんもの」


　キュールの発言と同時に、ズブリと二人の人差し指が更さらに良介の頰にめり込む。
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「ひ、ひたいんれふけど」


　だが、そんな良介の「痛いんですけど」って訴うつたえは届かない。


「言うようになったじゃない、キュール」


「キュールちゃん、今のは聞き捨てならないかな」


　リサラと美菜が、両サイドでおっかない顔を浮かべている。そして良介の頭上でも、キュールが「うふふふふ」となんだか怖い笑い声だ。しかも、アルカレアと五十嵐が教室から出て行くのもお構いなし、互たがいに牽けん制せいしあっている。あと、痛い。


「だぁぁぁっ、いい加減にしろ！」


　ブルブルと頭を動かして、良介は三人を振ふり払はらった。


「行っちゃったじゃないか、五十嵐先せん輩ぱい！」


「あ、ホントだ」


　リサラが呑のん気きな声を上げる。


「あのな、いいのかそれで。《イレギュラー》捜そう索さくは重要なんじゃないのかよ！」


「平気よ、平気。あのアルカレアが、五十嵐先輩から恋れん愛あい関係の話を聞き出せると思うの？」


「……ま、まぁそれは」


　確かにアルカレアの筋肉と適当に切った短い髪からは、浮いた話とかからはほど遠いイメージはある。


「むしろ良介くんが聞いたって言う、女の子っぽい強い男子を捜さがす方がいいものね」


　美菜が視し聴ちよう覚かく室を見回した。


「もしかしてメンバーにいるのかなと思ったんだけど、ここには居なかったね」


　良介と違って、ちゃんと目的意識を持って参加していたらしい。


「とりあえず、図書館で今後の捜し方を検討いたしません？」


　キュールの提案に、リサラと美菜が「そうね」と賛同した。


「……なんかずるいぞ、お前ら」


　歩き出す三人の背中を、なんだか凄すごく誤ご魔ま化かされた気がする良介は、恨うらみがましい目で見つめたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　図書館は昨日と比べれば人が多いが、それでもまだあまり利用者はいないようだ。おかげで悠ゆう々ゆうと机を占せん領りようすることが出来た。


「さてと。女の子っぽい男子をどう捜すかだけど、美菜には心当たりある？」


　良介の隣に座ったリサラが、良介の前に座った美菜に話しかけた。


「う～ん。朝に言われてから、友達に聞いたりもしたんだけど残念ながらなくて……」


　申し訳なさそうに美菜が頭を下げる。


「キュール、中等部は？」


　リサラに、キュールが肩かたをすくめた。


「私も、それらしい噂うわさは聞きませんでしたわ」


「そう。私も心当たりなかったし、八方ふさがりね」


　リサラが腕うでを組んで目を閉じる。


「ちょっと待て、リサラ。俺の存在を忘れてるだろ」


「だって女子の情報ならいざ知らず、良介が男子のことを知ってるとは思えないんだけど。違うの？」


「いや、その通りだ」


　良介はきっぱりと言い切った。そんな良介に、リサラが目を開けてジロリと視線を送る。


「会話に入れないからって、変に口を挟はさまないでよね」


「あのな。俺に意見があるんだってば」


「意見？」


　ちょっと意外そうな顔をするリサラだ。


「ああ。そもそも、五十嵐先輩に特定の誰だれかがいるかもってのは、キュールの深読みかも知れないんだろ」


「それはそうね」


　リサラが素す直なおに頷うなずく。


「単に好きな男のタイプが女装男子かも知れないじゃないか。そしたら、そもそもこの学校に相手はいないかも知れないだろ？　つまり、捜し出してくっつけるって方針からして変わるわけだ」


「相手が女の子っぽいなら分かるけど、最初からそういう好みってあり得うるのかしら？」


「まぁ、人の好みは千差万ばん別べつとはいいますけれど……。でも、だとしたら厄やつ介かいですわね」


　キュールが難しい顔をした。


「キュールちゃん、何が？」


「だって、こちらで五十嵐先輩好みの男性を用意する必要がありますわ。そして、女の子っぽいけど強い男性なんて、そうそういるわけありませんもの」


「あ、そっか……」


　美菜がコクンと頷いた。その前で、良介はニヤリと笑った。


「いや、キュール。俺はそこまでちゃんと考えてるぞ」


「どういうことですの？」


「いなければ、作ればいいんだよ」


「は？」


　良介の答えに、キュールと美菜がポカーンとしてしまう。そんな二人に一度ニヤリと笑いかけてから、良介は隣のリサラに視線を、主に胸の辺りに送った。つられて、キュールと美菜もリサラを見る。


「あっ……ああ、なるほどですわ」


　キュールがポカーンとしたままの美菜を置き去りにして、うんうんと首を縦に振った。


「さすがはキュール。察しがいいな」


「いえいえ、良介さんの悪わる知ぢ恵えには敵かないませんわ」


「悪知恵？　バカ言うなよ。適材適所ってヤツさ」


「ふふふ、それもそうですわね」


　ニヤニヤしながら、良介とキュールが頷き合う。ここまで来て、ようやくリサラが腕を解いて、良介とキュールを見た。


「私にはさっぱりなんだけど、どういうことなのよ」


「なに簡単な話さ、リサラ」


「だから何よ」


　不ふ吉きつなものを感じたらしく、リサラが眉まゆをひそめる。


「ですから五十嵐先輩の好みの男性の話ですわ」


　ニコリと、これ以上ないくらい可愛かわいらしくキュールが笑った。その笑み、なおさらリサラの顔が険しくなってくる。


「……あ、そういうことなんだ。でも、リサラが納なつ得とくするとは思えないかも……」


　美菜もようやく合が点てんがいったらしい。


　そして一人取り残されたリサラが、険しい顔のままで良介を睨にらんだ。


「良介、焦じらさないではっきり言いなさいよね」


「簡単な話さ、リサラ。お前が五十嵐先輩の好みになればいいんだ」


「……は？」


「だからさ。女の子みたいな強い男性が好みってのが、本当かどうかは分かるだろ。もし、本当にリサラに興味を示したら……まぁ、そこで大人しく食われろとは言わないさ。その線で、なんとか捜すって方向で」


　リサラと五十嵐の絡からみ。それは想像するだけで、かなり来るものがある。でも、それを見ているだけはいやだ。是ぜ非ひともそこに乱入したいと思う良介だ。


「ええと、いや、だから、どうして私なのよ」


　まだ把は握あく出来ていないリサラが三人を見み渡わたす。


「ですから、リサラお姉様が男装すればいいんですわ」


「何、バカなこと言ってるのよ」


　キュールの説明に、リサラが思いっきり大きな声を上げた。


「馬ば鹿かなことじゃありませんわ。リサラお姉様は強いでしょう？」


「まぁ、そこらの人間には負けない自信はあるけど」


「ほら」


「何がほら、なのよ！」


「いいかリサラ」


　良介が淡たん々たんと名前を呼ぶ。


「これはキュールには出来ないことなんだ。もちろん美菜はおっぱい──コホン、体格的にも腕っぷし的にも無理だ」


　ちゃんと聞いてた美菜が、顔を赤くしてる。


「………………良介」


　ニコリと、リサラが笑う。でも声が、やけに低い。


「なんだリサラ」


「それってもしかして、私が男だか女だか分からないほどに胸がないから、男装出来るって言っているわけ？」


「あ、いや……なぁ、キュール」


　そっとキュールを向くと、既すでに机の下に潜もぐり込んでやがった。


「あ、それ汚きたないだろ！」


　良介も慌あわてて机の下に潜り込む。


　案の定、目の前にはしゃがんでいるキュールがいた。


「お前な、一人だけ逃にげるのはずるくないか？」


「あら、発案は良介さんですもの。キュールは全然、どこもかしこも、これっぽちも悪くありませんわ」


　良介の詰きつ問もんを、キュールがツンッと顎あごを上げて全否定してくる。


「お前だってノリノリだったじゃねぇかよ！」


「当然ですわ。だって責任は良介さんにあると思ったんですもの[image: ]」


　顔を僅わずかに傾かたむけ両りよう拳こぶしを顎の前で合わせて、キャルンとキュールがわざとらしく、でも可愛らしく微笑ほほえむ。挙げ句の果てに、まぶたを何度もシパシパと瞬まばたきしやがる。


「あのなキュール、今さら俺がお前のそんな演技に騙だまされると思うのか？」


「……ちっ」


　打って変わって軽く舌打ち。


「でもでもキュールは信じていますの」


「何をだよ」


「良介さんが、いざとなったらキュールを守って下さるって、うふ[image: ]」


「………………ふっ」


　キュールに、良介がニヒルに笑う。


「相手がガルダーブロウグだのアルカレアだのだったら守ってやるさ。でもな、リサラは別だ」


「どうしてですのっ」


「簡単さ」


「簡単？」


「ああ。だって俺は、あいつらよりも、いいや、一番だ。一番リサラが怖こわい！」


　拳を握にぎりしめ、堂々と、きっぱりと良介は主張した。


　次の瞬しゆん間かん、ストンと何か音がした。


「あ、上うわ履ばき脱ぬい──」


　キュールの言葉が（おそらくは「脱いだ」と言いたかったのだろう）終わる前に、ゴスンと良介の後頭部が踏ふまれた。


「あうっ!?」


「さっきから聞いてれば、好き放題言ってくれるわね、良介」


　机の上からリサラの声が響ひびく。


　そして後頭部からリサラの足の裏の体温が染しみ入る。


「リサラ……」


　静かに、そうとても落ち着いた心境で良介は、リサラと口にした。その響きに気け圧おされたのか、リサラが少し上うわ擦ずった声を出す。


「な、なによ」


「ようやくだ。ようやくお前も分かってきてくれたんだな」


「分かるって何を？」


「ベターで生なま足あし。ベストで靴くつ下した」


「は？」


「生の肌はだ触ざわりはいい。だが、踏む時は靴下がいい。あえて一枚の布を挟むこの侘わび寂さびこそが、日本の美意識──」


　スパーン──思いっきり後頭部を、手の平で叩たたかれた良介だった。


「うう、せっかくのご褒ほう美びが刑けい罰ばつに変わったぞ」


　後頭部をさすりながら机から這はい出ると、リサラが丁度上履きを履き直している。


「良介がバカなことを言うからでしょ」


「…………」


　思わず見てしまう。


「何よ？」


「…………」


　椅い子すに座ったまま片足を上げて、靴を履く女の子。


　ステキだ。


　特に制服のスカートからチラリとのぞく──、


「リサラの黒ストッキングに包まれたスラリとした脚あし、そしてパンツとの間に僅かにある絶対領域の白い太ふと股もも。あとストッキングに包まれた膝ひざの裏。いい、素す晴ばらしい芸術だ」











[image: ]








「──っ！」


　リサラが慌てて脚を下ろしてしまう。


「ああっ」


「ああっじゃないでしょうっ。早く普ふ通つうに座りなさいよね！」


「ケチ……」


　渋しぶ々しぶ、良介は椅子に座った。


「とにかく、良介、キュール。私は男装なんてしないわよ」


　リサラが言い切る。


「なんでだよー。これも《イレギュラー》捜そう索さくのためだろ」


「そうですわ、お姉様。本来ならばキュールが男装したいところですけれど、残念ながらお姉様と違ちがって、ちゃんと胸があって出来ませんの。ああ、本当に残念ですけれど、お姉様より胸が大きいもので」


　キュールがわざわざ自分の胸を両手でかき抱いだき、チラチラとわざとらしくリサラの胸を見ながら慨がい嘆たんする。


「キュール」


「なんですの、お姉様……ヒッ」


　キュールの目の前で、リサラが握っていたシャーペンがボキッと折れた。


「これ以上、おかしなことを言ったら……分かるわよね。なんなら、一級死神である私が、模も擬ぎ戦として見習い死神のキュールの相手をしてあげましょうか。ええ、もちろん模擬戦よ。練習だから命に別状はないわ。安心して。でも、三日は起き上がれなくなるかも知れないわね」


「良介さん！」


　いきなりキュールが、良介を向く。


「な、なんだよ」


「花も恥はじらう乙女おとめのリサラお姉様に、男装させようなんて、キュール信じられませんわっ。良介さん、酷ひどいですわ。それはあんまりと言うものですわよ！」


　綺き麗れいさっぱり今までの言説を翻ひるがえして、切々と訴うつたえてくる。そして良介のせいにするキュールだった。その姿に、良介は思わず苦く笑しようしてしまう。


「ったく、分かったよ。リサラの男装は無しな」


「ええ、分かればいいのよ」


　満足そうにリサラが頷うなずく。


「でもよ、それならどうするんだよ」


「……そ、そうね」


　リサラが言い淀よどむ。特に代案は持ってなかったらしい。


「あっ」


　美菜が声を上げ良介を見て、すぐに視線を逸そらした。


「なんだよ、美菜。何か思い付いたのか？」


「あ、うん……そうなんだけど」


　良介の問いに、なぜか言いにくそうに視線を泳がせる。


「どうしたの？」


　リサラに聞かれて、ようやく美菜が口を開いた。


「良介くんが女装すればいいかなぁって。ほら、最近鍛きたえてるし……」


「…………」


「…………」


　リサラとキュールが顔を見合わせる。


　そして、


「あははははははは」


「ひ、ひどいっ、ひどい姿が出来そうですわっ」


　二人そろって馬ば鹿か笑わらいを始めて──その結果、当然ながら図書委員に仲良く怒おこられた。


「さすがに美菜の意見はなしってことで、話を進めるわよ」


　リサラがそう言った瞬間だ。


　慌てた様子で男子生徒が数人入って来て、図書館の奥へと早歩きで去っていく。


　良介は思わず立ち上がった。男子生徒達全員を知っている。そして彼らの顔に浮うかんでいる表情が、尋じん常じようでなかったのだ。


「良介、どうかしたの？」


　リサラが見上げてくる。


「全員、ＭＱＰの構成員達だ」


　ＭＱＰ。正式名めい称しよう、校内フェティシズム愛好家秘密結社『マンコカパックパーティー』。


　桃もも園ぞの学園に集つどう女の子大好きな安全な変態達が密ひそかに作り上げた秘密結社だ。初代会長は玉野光。現在の会長は、良介の親友でクラスメイトの大平実みのるが就任している。


　良介は、この結社の名めい誉よ顧こ問もん的な立場にある。


「しかも、集会所に向かってたな」


「集会所って、ここ図書館ですわよ？」


　キュールが至し極ごくまっとうな疑問を口にした。


「あの奥にインカ帝てい国こくの歴史を扱あつかったコーナーがあるんだ。そう『マンコカパックパーティー』の名は、偉い大だいなるインカ帝国皇帝の名を戴いただいているってわけだ。玉野先せん輩ぱいが名前を付ける時に、エロマンガ島にするか、オマーン国際空港にするか悩なやんだらしいけど」


　良介の説明の途と中ちゆうから、リサラもキュールも美菜も、全員が少し顔を赤らめてそっぽを向いていた……。


「なんだよ、人が丁てい寧ねいに説明してやってるのに」


「丁寧な説明なんて聞きたくなかったわよっ」


　何な故ぜかリサラに怒られてしまった。


「とにかくだ。あの顔は、何か事件があったに違いない」


　気を取り直して良介が言うと、背後からいきなり声が落ちてくる。


「その通りだ、良介くん」


「玉野先輩!?」


　振ふり返ると、シャツの胸を半ば開けて、引き締しまった胸むな板いたをわざとらしく見せつけている男──玉野光が立っていた。しかも、この男らしくもなく真しん剣けんな顔をしてだ！


「とんでもない事件が起きたんだよ。それも、ほぼ間違いなく桃園学園の歴史に残るような大事件がね」


　重々しく、事の重大性を分からせるように伝えてくる。


　その真剣さに、良介達は思わず顔を見合わせた。思うところは同じだ。


　ガルダーブロウグ、アルカレア、《雷神の雹テイールハガル》の死しに神がみ達が、人間界にも拘かかわらず行動を起こしたのではなかろうか。


《イレギュラー》候補の魂たましいの本当に望んでいることを調べるなんて、まだるっこしいことはせずに、何か乱暴な手に打って出たのではないか。


（たとえば、八奇衆の人間を誘ゆう拐かいするとか……。いや、あのアルカレアならば、手当たり次し第だい、適当に生徒を攫さらったって不思議じゃない）


　良介は緊きん張ちようからか、自分の膝を強く握にぎりしめていた。


「まさか犠ぎ牲せい者しやが出るまで、この学園に魔ま物ものが潜せん入にゆうしていることに気が付かないとは、生徒会も、そしてこの真の学園の支配者玉野光も、不覚を取ってしまったよ」


　沈ちん鬱うつそうに玉野が顔を横に振る。


「犠牲者って……」


　リサラが見つめると、玉野はそっと目を伏ふせる。その仕草がまた、ことの重大性を伝えてくる。いったい、その犠牲者はどんな目に遭あわされたんだろうか……。


　すると図書館の扉とびらが開いて、三人の男子生徒が入って来た。


　シクシクと泣く眼鏡男子を、両側から抱かかえて、引きずるように図書館の奥へと歩いて行く。


「って……今のは、大平？」


　ＭＱＰ現会長の大平に間違いない。


「ええと、もしかしてアイツが犠牲者なんで？」


　良介が訊たずねると、玉野は深々と頷く。


「そうとも。彼こそが、学園に潜ひそみし魔物の第一の犠牲者さ。彼は、彼はその心に深い傷を負ってしまったんだよ……。くっ、この僕の可愛かわいい後輩になんて真ま似ねを」


　ギュッと玉野が拳こぶしを握りしめる。


「心に傷って……良介、もしかして」


　リサラの言葉に、良介は目で分かっていると答えた。


　忘れもしない、死神界で良介がガルダーブロウグにされた行こう為いだ。


　良介の魂の奥に封ふう印いんされていた《ファヴニール》を取り出すために、事もあろうかガルダーブロウグは直じかに魂の中へ手を突つっ込こんだのだ。


　おかげで良介は、魂に深い傷を受けてしまった。


《グラム》の助けか、それとも何かしらの奇き跡せきか、良介はその場で再び立ち上がり、ガルダーブロウグに打ち勝つことが出来た。


　だが、しばらくの期間、レストール家のベッドに寝ねる羽目になったのも事実だ。


　今、もしガルダーブロウグが桃園学園で暴れ出したとしたら、魂に直接手を出すことは充じゆう分ぶんに考えられるのだ。


　そしてその最初の犠牲者が、良介の親友でもある大平だとしたら……。


「くそっ、許せねぇっ」


　良介は呻うめいた。それを聞いた玉野が、そっと良介の肩かたに手を置く。


「キミの悔くやしさは分かる。痛いほどに、この僕にも伝わる。全くもって忌いま々いましい。なんでこの僕を狙ねらわないんだ！」


「玉野先輩……」


　正直言って、自己中が歩いているような玉野が、そこまで後輩思いだったとは知らず、良介は思わず尊敬の目を向けていた、そうこの瞬しゆん間かんだけ。


「あの痴ち女じよめ！」


「……は？」


　一言とはいえ聞き返しただけでも良介は偉えらかったかもしれない。


　リサラもキュールも美菜も、思考がショートしたのか固まっている。


「痴女も知らないのかい？　これは意外だ。いいか、痴女というのは、人目もはばからずふしだらな行為を男性にする女性のことだよ」


「いや知ってるから」


　つい、タメ語で突っ込んでしまう良介だ。


「ふむ。なら、何が疑問なのかな」


「全部ですよっ、全部！　なんで心に傷を負っただの、重大事件だの、学園に潜む魔物だのが、痴女に繫つながるんですか！」


「いやだって、大平くんが痴女に襲おそわれたんだよ。しかも、パンツを脱ぬがそうとする、かなりレベルの高い痴女にね」


「……………………マジですか？」


「ああ、マジですとも。くそっ、襲うならこの僕にして欲しかった！」


　玉野が天てん井じようを見上げて涙なみだぐむ。


「いや、待て。それはおかしい……」


　良介が呟つぶやくと、ようやく金かな縛しばりが解けたリサラがホッとした顔を向けてくる。


「そうよね。いきなりこんな変態な話、信じろってほうが無理よ」


「違ちがうぞ、リサラ」


「え？」


「あの大平が、パンツを脱がされたくらいで傷を負うわけがないんだ」


「はい？」


「大平は俺も一目置く変態だぞ。俺と玉野先輩に並び立つ女好きだ。しかもアイツのマゾ方向への変態度合いは、正直言って俺も敵かなうとは思えない。それほどの変態なんだ、大平は」


　握りしめた両拳を机に置いて良介は熱く熱く語る。その背後では、玉野が未いまだに「どうして僕を……」と涙ぐんでいる。


　そんな二人の男から、そそくさとリサラ達は一歩二歩と離はなれていく。


　その様子に全く気が付かないまま、良介は謎なぞと事件と痴女に立ち向かう決意と共に立ち上がった。


「よしっ。これは本人に直接聞いた方がいいな。何か、そう、何か深い事件のにおいがする。リサラ、行くぞ」


　そんな良介にリサラは送った。右手でヒラヒラと一人で行ってよというシグナルを……。





　　　　※　　　※　　　※





「はぁ、我ながらホントに付き合いがいいと思うわ」


　ブツブツと言いながらリサラがついてくる。


「あら、でしたらあのまま椅い子すに座ってれば良かったんですわ」


　キュールがそう茶化すと、慌あわててリサラが反論した。


「仕方ないじゃない、あんな子犬が捨てられたみたいにシュンッて顔をされたら、まるで私が悪いことしたみたいなんだもの」


「ま、そういうことにしておきますけれど。ね、美菜さん」


「あ、あははは」


　困こん惑わくした笑い声を美菜が上げる。


　その背後の雑談を聞きながら、良介は親友の白い、生気のない顔を見つめた。


「大平、お前がこんな……こんな目に遭うなんて、くそっ」


　良介が言葉を吐はき捨てると、大平が弱々しく、ゆっくりと口を開く。


「俺が……俺が悪い……んだ。油断、いや……覚かく悟ごが、俺にはなかったんだ……よ」


　途と切ぎれ途切れに大平が言う。


「何をされたんだ、大平」


「いきなり……だったさ」


　思い返すように大平が目を瞑つぶった。


「そうだ。この学校の制服だった気がする。でも顔を見る間もなく、気が付いた時、俺はもう廊ろう下かに突っ伏ぷしていたんだ……。しかも首を押さえられていたせいで、振り返ること……振り返ることすら出来なかった」


「それで？」


「ズボンを脱がされたんだ……」


　大平が震ふるえる。


「馬ば鹿かな。ベルトがあるじゃないか」


「分からない……いや、きっと投げられると同時に、外されたんだと思う」


「なっ……そんな早はや業わざがあり得うるのか」


「でもな、俺は……俺はその時まで、戦う自信があったんだ」


　ギリッと大平が歯ぎしりをする。


「現に俺は、組み伏せられて首を押さえられ……その状じよう況きようで、しっかりと臨戦態勢だった」


「だろうな。俺が知る大平はそういう男だ。だからこそ、俺には信じられないんだ。お前が泣きながら、しかもこんな生気のない顔で運び込まれるなんて」


「言われたんだ……」


「言われた？」


　絞しぼり出すように、大平が口を開いた。


「ああ一言……『なんだブリーフか』って」


「──っ！」


「その時、俺の臨戦態勢は……もう縮こまったさ。戦う男じゃない。ただの負け犬、ふっ、なれてせいぜいバター犬な男に成り下がっていたのさ……ショックだった。意味がないってパンツを八つ当たりみたいに引きちぎられたことなんて、どうでもいいんだ。あれだけのことをされて、あれだけの罵ば声せいを浴びて、縮こまった……縮こまった俺の、俺の魂たましいが許せないんだっ」


　大平が泣いた。マゾとしての誇ほこりを打ち砕くだかれた大平が、友の前でむせび泣いた。


「大平……。でも、俺は聞いているぞ」


「え？」


「お前、お尻しり丸出しで廊下に放置されてる時……ちゃんと反応してたって」


「あ……」


「諦あきらめるな。お前は、お前はまだマゾとして終わっちゃいないよ」


「良介……」


「お前の仇かたき、俺が必ず取ってやる。俺が痴女に、男を見せてやる」


「出来る、のか？」


「任せろ。なぜなら俺は、トランクス派だ」


　一度微笑ほほえんで、良介は大平に背を向けた。


「リサラ──あれ？」


　いるはずのリサラ達がそこにはいない。


「……リサラさん達なら、ブリーフの辺りで帰っちゃったぞ」


　大平の言葉が、虚むなしく良介の背中に響ひびいたのだった……。


　だが事件はそれでは終わらなかった。大平を端たん緒しよとして、火曜日の放課後だけで実に五人もの男子生徒のズボンが脱がされたのだった。


　もちろんその中に良介の名も、玉野の名もない。














　三章　れんぞくパンツ事件










　五十嵐いがらし関連も痴女騒そう動どうも進展はなく、あっという間に木曜日だ。


「火曜日にたまたま痴女が校内に侵しん入にゆうしたってことなのかなぁ」


　学校に向かって歩いている最中、良りよう介すけがそう呟くと、リサラがジロリと睨にらんできた。


「あのね、良介。いい加減その変態のことは忘れて、《イレギュラー》の方に集中してよ」


「そりゃそうだけどさ。でも、五十嵐先せん輩ぱいの方だって何も進んでないんだぜ？」


「そ、それは……」


　リサラが答えに窮きゆうする。


「やっぱりリサラが男装するしかないんじゃないか？」


「それは遠えん慮りよするわ」


　胸が小さいから男装出来るって論法だったせいで、思いっきり拗すねちゃったリサラだった。


「……ん？」


　ふと良介は気が付いた。目の前を美み菜なと話しながら歩いているキュールの背中がおかしいのだ。


「ええと……」


　ごしごしと目を擦こする。


「どうしたのよ？」


　隣となりを歩くリサラが覗のぞき込んでくるが、今は無視だ。良介はじっとキュールの背中を見つめた。


　やっぱりおかしい。


　見えるべきものが見えない。


　いや、見えるものはある。


　だが、それは本来そこにはないはずだ。


「良介、おーい」


　リサラの手が、良介の視界を上下した。その手を良介は取り、邪じや魔まだとリサラの方を向いて、また気が付いた。


　リサラもおかしい。


「ホントどうしたのよ？」


　リサラの戸と惑まどいに気が付いたキュールと美菜も、歩みを止めて振ふり返った。


　三人の視線を浴びながら、良介はただ呆ぼう然ぜんと……三人の制服を見つめた。


　やっぱりだ。


　と、その時。


「はは～ん」


　キュールがニヤリと笑う。


「良介さん、ちょっとこっちに来て下さる？」


　キュールが電柱の陰かげに向かう。その後を、良介は素す直なおに従った。


「ふふ、良介さんが気になったのは……コレ、でしょう？」


　そっと……そっとキュールがスカートの裾すそをめくり出す。


「キュ、キュールっ、もしかして貴女あなたが痴ち女じよだったの!?」


「失礼ですわねっ、お姉様！」


　リサラをキッと睨むが、キュールのスカートをめくる手は止まらない。


　美菜はその様子を見ながら、真っ赤っかだ。


　白い太ふと股ももが眩まぶしい。


　すべすべで最高だ。


　だがその先……脚あしの付け根が問題なのだ。


　良介は固かた唾ずを呑のんで見守って──いきなりキュールがガバッと開け放った。


「えいっ[image: ]」


　そこにはパンツはなかった。


　そう、そこにあるのは……スクール水着だ。


「ふふふ、一時間目がプールですから、着てきちゃったんですの」


「くっ……くぉぉっ」


　ヨロリと良介がよろめく。もちろん、視線はスク水からは外さずにだ。意地でも外してなるものか。


　だってそれは男の夢の一つ。


「ま、まさか、本当に『制服の下にスク水ファッション』にお目にかかれるとはな」


　震えながら良介は、夏の陽ひ射ざしの中、スカートをたくし上げて、しかもその中はスクール水着でしたというシチュエーションを目に焼き付けていた。


　このシチュエーションに、キュールの小こ悪あく魔ま的な笑みがよく似合う。


　今なら、誘ゆう惑わくされたらすぐに落ちてしまいそう。


　それだけの魅み力りよくが、コレには確かにあった。


「くっ、くぅぅぅぅ、俺は果報者だ」


「ふふ、でしたら……水泳の授業の後に、濡ぬれた水着の上に制服を着てあげますわよ[image: ]」


　キュールが艶えん然ぜんと微笑む。


「マジっ！」


「ええ、良介さんがお望みとあら──」


　ポカンッ。


「いった───いっ、何をするんですのお姉様！」


　リサラのゲンコツがキュールの頭に落ちていた。もちろん、同時にスカートも下りてしまう……。


「キュール、ふざけ過ぎよ。良介が本気になったらどうするつもりよ」


「あら、キュールとしてはむしろ本気──」


　キュールが何か言い終わる前に、リサラが良介の耳をつねった。


「良介も、こんな白昼堂々と変態なことしないっ。そのうち捕つかまるわよ？」


「いてててっ」


　確かに、電柱の陰とはいえ、道路の上で中学生のスカートの中をノゾく男……捕まっても文句は言えなかった。
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「不覚……」


「ったく。ほら、さっさと学校に行くわよ」


　リサラが苦く笑しようしながら歩き出す。慌あわててその隣に並びながら、良介は聞いた。


「俺達も一時間目体育だよな」


「ええ、そうよ」


「やっぱりか」


「…………」


　リサラは何も答えなかった。ただ顔を赤くして、少し胸を隠かくすようになっただけだ。


　やっぱり、リサラも美菜も制服の下は、スクール水着なようだ。


「良介」


「え？」


「顔、にやけてるわよ」


　ぐぅの音ねもでない良介だった……。





　　　　※　　　※　　　※





「大きな問題が起きています」


　放課後の文化祭実行委員会の会合の終わりに、五十嵐が全員を見み渡わたしながら声を上げた。今日は木曜日で、顧こ問もんのアルカレアへの報告日ということもあって、やや早めに終わる。誰だれもがそう思った時だった。


「皆みなさんも既すでに耳にしていると思いますが、火曜日、校内に変態が現れました」


　それは間ま違ちがいなく、大おお平ひら達を襲おそった痴女のことだ。


　当然、既に校内では有名な話題になっていて、会合が開かれている視し聴ちよう覚かく室が一気にざわつき始める。


「被ひ害がい者しやの多くが、犯人はこの学園の制服を着ていたと発言しています。そうである以上、この桃もも園ぞの学園の生徒である可能性が強いと言わざるを得ません」


　五十嵐がため息を一度吐つく。


「もしそんな変態が生徒にいるとなれば、一いつ般ぱん開放する文化祭で何が起きるか分かりません。このままでは、外部からの男性をシャットアウトする必要も出てくるでしょう」


　その発言に、女子達が一いつ斉せいに騒さわぎ出した。


　曰いわく、どこかの高校のイケメンが来られなくなる。とか、曰く、他の男子校の生徒にナンパされたい、だのだの。


　共学で、余っている男子が大量にいるのに嘆なげかわしい発言がちらほらと。


「モテない男子が多い学校なのね、ここ」


　そう皮肉るリサラに良介は苦笑した。


「何い時つだって、人は失ってから気付くのさ。そうとも、女子だって文化祭には来るんだからなっ。俺達男子が外部にモテて、連中が悲ひ嘆たんに暮れる様が目に浮うかぶぜ」


「自信のほどは？」


「どうせ俺は、大平達と他校女子のチェックをするだけさ……」


　素直に肩かたを落とした良介に、リサラが困ったような笑えみを浮かべて、子供をあやすように頭を撫なでた。


「よしよし」


「うるせぇ……」


　そんなことをしている間に、五十嵐の話は進んでいた。


「……というわけで、この問題は私達文化祭実行委員会がまず対応します。それが、いつも通り、何も変わらない文化祭を執とり行うための最善策でしょう」


　そこで一度言葉を切って、五十嵐が良介達を見る。


「？」


　わけが分からず良介は目をパチクリと瞬しばたたかせた時だ。


「加か賀が良介くん」


　いきなり名前を呼ばれて、良介は慌てて立ち上がる。


「別に立つ必要はないのよ？」


　苦笑いながらたしなめる五十嵐の声と共に、視聴覚室中に失笑が広がった。その様相に、さすがの良介も恥はずかしく、少し顔が赤くなってしまう。


　もっとも大平辺りと違って、コレで興奮することはないが。


「ま、いいわ。私は思うの」


　一ひと睨にらみで男を殺す──性的な意味ではなく、恐きよう怖ふで殺すと言われる五十嵐らしくなく、その顔に少し悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんでいた。


　美女が浮かべるその笑顔に、男子共がゴクリと喉のどを鳴らす。


「蛇じやの道は蛇へびっていう言葉を知ってるかしら」


「ええ、まぁ一応」


「なら、あまり細かく説明する必要はないわね」


「へ？」


「今回の変態への対処、具体的には変態の割り出しと証しよう拠こ──現行犯でもいいわ。それを加賀良介くん、貴方に一任します。文化祭実行委員会の名で信用できる生徒を選んで、噂うわさが外に流れる前に解決するように」


「………………俺が？」


「ええ。桃園学園一の変態と言われる、加賀良介くんこそが適任でしょう？」


　クスクスと五十嵐は、思いっきり意地悪く笑ったのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「蛇の道は蛇とはよく言ったものね」


　学校の廊ろう下かを歩きながら、リサラが苦笑する。そんなリサラに、良介は憮ぶ然ぜんとした顔で答えた。


「俺が変態だから、変態のことはよく分かるだろうって言うのかよ」


「少なくとも五十嵐先せん輩ぱいはそう考えたみたいね」


　人ごとみたいにリサラが言う。


「誤解だ。それは大いなる誤解だぞ」


「どこがよ」


「確かに俺は変態だ。でもな、あの痴女みたいに強ごう引いんにとか、無理矢理とか、そういった非道な行いはしないぞ。俺は、あくまでも安全な変態だ。紳しん士しだ！」


「でも、海でノゾきはしましたわよね」


　キュールが、ボソリと呟つぶやいた。隣となりを歩いていた美菜が、ノゾかれたことを思い出したのか、顔を赤らめる。


「あ、いや……」


「ほら、似たようなものじゃない」


　言葉に詰つまった良介に、リサラが冷たい視線を投げかけた。


「違う、そのええと、ちょっと違うんだよっ」


「どこが？」


「……大体さ」


「何よ」


「女の子と一いつ緒しよに旅行に行って、お風ふ呂ろとかノゾかないって……むしろ失礼じゃないか！」


　立ち止まり、強く言い切った良介の視界には、彼の主張を無視して歩いて行っちゃうリサラ達の背中が映っていた……。


「お前らっ、少しは人の話を聞けよな！」


「今の主張に耳を傾かたむける必要性を感じないんだけど」


「キュールも、幾いくら良介さんの主張でも、今のはさすがに同意出来ませんわ」


「昔から良介くんがそうだって知ってるし、諦あきらめてるけど……」


　リサラにキュールに美菜が、振ふり返らずに酷ひどいことを言う。


「くそ、そもそも勝手について来たくせに！」


　そうなのだ。頼たのみもしないのにリサラ達は、痴ち女じよ対策に任命された良介を半ば引きずるようにして一緒に視聴覚室を出たのだ。


　要するに、良介が選出したわけでもないのに、彼女達が共に活動することになっていた。


「あら、私達じゃ不満なの？」


　リサラが振り返り、ちょんっと良介の胸を指先で突つつく。


「あ、いや、そういうわけでは」


「ですわよね。リサラお姉様はいざ知らず、キュールは外せませんわよね」


「うーん、知り合いが一番多いのは、この三人だったら私だし」


　リサラの後ろで、キュールと美菜が勝手なことを言っている。


「ったく、分かったよ。俺としては、ＭＱＰに声を掛かけようと思ってたんだけど……確かに蛇の道は蛇だもんな」


　良介は観念しつつ頭を搔かいて、歩き出す。その後を、トトッと早足で追いかけながらリサラが聞いてくる。


「……なんで私達が、蛇の道は蛇になるわけ？」


「痴女もお前達も、似たように押しが強い女の子ってことだよ」


「…………私達みたいに控ひかえ目な女の子に失礼なこと言うものね」


「ホントですわ」


　リサラとキュールが頷うなずき合い、美菜が一人苦笑する。


「ま、まぁ、あまり否定は出来ないかなぁ」


「というか美菜」


「なに？」


「最近のお前、随ずい分ぶんと押しが強くなったよなぁ」


　どちらかと言うとオドオドしている時が多かった気がするが、最近の美菜はホントに積極的だ。


「そう？」


　ニコリと笑う。


「ああ」


「ふふ、海で言ったでしょ」


「……」


「追い付くって」


「追い付く？」


「うんっ。素す直なおで格好いい──」


　美菜がそこまで言いかけた時──、


「キャァァァァァァァ！」


　階段の踊おどり場から女生徒の悲鳴が飛んで来た。


「もしかして、今度は女子が犠ぎ牲せいに!?」


　リサラが叫さけんだ時には、もう良介は走り出していた。それはもう本能のようなもので、いざ向かった先に怖こわい人がいれば怯おびえるし尻しり込ごみするが、とりあえず女の子が困ってそうなことには体が動いてしまうのだ。


「あいつは、もうっ！」


　舌打ちしながらリサラも走り出す。その後をキュールと美菜もまた追う。


　そして──あっという間にリサラに並ばれてしまう良介だったりする。


「鍛きたえてるっても、まだまだね」


「う、うるさいっ……はぁっはぁ……こっちは、付け焼き刃ばなんだよ！」


　なんとか階段を上り踊り場に行くと──男子生徒がパンツ丸出しで床ゆかに倒たおれ、女子生徒が顔を手で覆おおっていた。


「なるほどな。女子が襲おそわれたんじゃなくて、パンツ見て悲鳴を上げたって落ちか」


　良介がうんうんと頷くと、一年生らしい女子を庇かばいながらリサラは良介を睨んだ。


「あのね、年とし頃ごろの女の子にとっては男子のパンツってだけで、充じゆう分ぶん大おお事ごとなのよ」


「いやまぁ、それは分かってるけどさ」


「でも待ってくださる？」


　たどり着いたキュールが、背後に肩で息をしている美菜を従えながら首を傾かしげる。


「この人、やけに嬉うれしそうじゃありません？」


「え？」


　言われて良介は男子生徒の顔を覗のぞき込んだ。


「あ……お前っ！」


　床に突つっ伏ぷしていたのは、ＭＱＰのメンバーの一人だ。しかも「はぁはぁ、刺し激げき的体験だぜ……」とか、もの凄すごく満ち足りた顔をしている。


「ズボンを脱ぬがされたのに、どうして嬉しそうなんですの、この人……」


　キュールが理解不能だと呟く。


「そうか、お前達も動いているのか……」


　良介は背筋を伸のばしてから、男子生徒を見下ろした。


「どういうことよ」


　リサラの疑問に良介は答えない。その代わりキュールに答える。


「キュンキュンしているからだ」


「……はい？」


　呆ぼう然ぜんとキュールが良介を見上げた。


「こいつらは、こいつらなりに大平の仇かたきを取っているんだ」


「ええと、大平って……あの変な会の会長でしたわよね」


「変な会じゃない。ＭＱＰ、マンコカパックパーティーだ。さんはい」


「マン……言うわけありませんでしょ！」


　途と中ちゆうまで言いかけたキュールが、肩かたを怒いからせた。


「ちっ」


「ちって、良介さん！」


「あーコホン、とにかくその大平だ。コイツは、その大平が会長を務めるＭＱＰのメンバーってわけだ。そしてコイツらは、大平に代わって自分達が痴女に……」


　良介が、キュール、美菜、そしてリサラを見み渡わたす。


「マゾっぷりを見せつけようとしているんだ」


　良介をのぞく全員が凍こおり付く。


「そうとも。痴女られても、パンツをバカにされても、男らしく、しっかりと雄お々おしくエレクトする様を見せつける。それこそが、ＭＱＰが失った変態としての誇ほこりを取り返す方法だ。コイツらは、コイツらは……そのために、我が身を顧かえりみず痴女に襲われようとしているんだ！」


　感かん涙るいむせび泣きながら、良介は訴うつたえた。


　だが、その熱い訴えは三人には欠片かけらも届かない。虚むなしく、階段の踊り場に良介の言葉が響ひびき、その後はただ暑い大気が澱よどむだけだ。


　そして手を挙げる。


「ところで……そろそろズボン穿はいていい？」


　いい加減に恥はずかしくなってきた犠ぎ牲せい者しやの、それは切なる訴えだった。





　　　　※　　　※　　　※





「ふわぁぁぁぁぁ」


　ギシギシと椅い子すが悲鳴を上げていた。


「まったく退たい屈くつだね」


　一度、軽く伸び上がったアルカレアが、今までと同じように職員室のあてがわれた机に突っ伏し、資料を指先で挟はさみ持ち上げる。


「そんなこと言っていられるのも、今のうちですよぉ」


　隣机の乱らん橋ばしがニコニコとアルカレアを見た。


　百八十を超こえる大女と小学生にしか見えない乱橋が、教師として並んで座っている図はちょっと現実感がない。


「そんなもんかい？」


「そうですよぉ。授業の準備だってあるし、生徒の相談だって受けるんですから」


「相談ねぇ」


　乱橋の姿を見つつ、アルカレアは頭を搔いた。


　どう見ても彼女が受け持っている高校二年生の方が、年上に見える。そんな生徒達に、大人としてのアドバイスを乱橋がするという図が、ちょっと想像出来ないのだ。


「そうそう気を抜ぬいてると痛い目を見るわけ」


　職員室の端はしに臨時の席を持つ、死しに神がみ契けい約やく説明の臨時講師パオイ・マルベックが、帰宅準備を終えて近寄ってくる。


　いかにもお姉様といったふうの大きな胸に大きな尻しりを持つ、色っぽい女性だ。しかも、その服装もボンデージ系で露ろ出しゆつ過多で、過か剰じようにお色気を振りまいている。職員室の中でも若い男性教師が、仕事に集中するフリをしてマルベックをチラ見している。


　アルカレアは、そんなお色気女を警けい戒かい感をもって見つめた。


　なにしろ彼女は、ガルダーブロウグの資料によると死神界の弱小組織メルロー人生保障の四級死神のはずなのだ。


　もちろん、昼ひる寝ねをしながらでも四級如ごときに後おくれを取る気はしないが、マルベックの上司であるイリアは一級死神であり、リサラ・レストールの友人との報告だった。


「……ちっ」


　海岸で、イリアと仮契約を結んでいる良介に後れを取ったことを思い出して、アルカレアは舌を鳴らした。


「ちょっと、臨時講師とはいえ、一学期からここにいる先せん輩ぱいの助言に舌打ちするって、どういうわけ！」


　考え事をしている間も、色々と喋しやべっていたらしいマルベックが突つっかかってきた。一いつ瞬しゆん、殴なぐり倒そうかと思い、アルカレアは深呼吸をした。


　もめ事は起こすな、忌いま々いましくもガルダーブロウグにそう指示されているのだ。


「すまないね。アンタのスタイルに見とれてたのさ」


「え、やっだも～、お世辞が巧うまいんだから」


　あっさりとマルベックが引っかかる。もっともアルカレアとしては、そのスタイルが素晴らしいとは思えず、単にたるんでいるとしか思えないのだが……。


「でもね、さっき言ったのは本当なわけ。担任じゃなくても、ちゃんと生徒の名前は覚えないとダメよ。うん。生徒に舐なめられたらお終しまいなわけ」


「……ああ」


「まー、ちょっと大変な作業だとは思うんだけど。ね、乱さん」


「んー生徒の名前……。座席表を教科書の中に貼はっておくと、覚えないでもいいですよねぇ」


　それは、乱橋が生徒の名前なんて覚えていないと自白したも同然だった。


「乱さん……」


「あーでもでも、さっき来た生徒の名前くらいは、先生も覚えてますよぉ」


「さっき？」


　マルベックが小首を傾げた。


「うん。だって桃園学園でもトップクラスの有名な生徒ですからぁ。文化祭関係なんでしょうけど、アルカレア先生と密着してじっくり話してましたよねぇ」


「ああ、色々知りたいことがあるんでね」


　アルカレアは、五十嵐の静かな顔を思い出しながら、おかしそうな笑みを浮うかべたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「クソっ。これでＭＱＰだけで三人目か……」


　パンツ丸出しで、幸せそうな顔を浮かべている男子生徒を、良介はチラリと見やった。


「悉ことごとく、先回りされていますわね」


　キュールがイライラと言う。それは、痴ち女じよのことではないと良介にも分かる。


「三人とも変態会のメンバーなんでしょ。良介、この連中に協力するように言えないの？」


　リサラの言葉に、良介は力なく首を横に振ふった。


「俺は正式メンバーってわけじゃないしな。玉たま野の先輩の口くち添ぞえでもあれば別なんだが……どうもにおうんだよな」


「あ、玉野先輩」


　美菜が間の抜けた声を上げて、指差した。


「ふっ、僕はレディにさされるよりは、さす方が好きなんだけどね」


　意味もなく胸むな元もとを開け、ワックスでしっかりとセットした髪かみを弄いじりながら、玉野がモデルのようにしなしなと歩いてくる。


　これで貧弱な坊ぼうやなら、ただ笑い転げるだけだが、悔くやしいかな実力でボクシング部部長にまでなった玉野の肉体は、贅ぜい肉にく一つなく鍛え上げられているし、その顔も黙だまっていれば充分にイケメンなのだ。


「フフ、五十嵐くんに聞いているよ、良介くん。キミが今回の連続パンモロ事件の担当者になったそうじゃないか」


「……パンモロ事件って、まぁ間ま違ちがっちゃいないけど」


　そのネーミングセンスはどうなんだろうと思ってしまう良介だ。


「だが、事の詳しよう細さいを握にぎっていないキミ達に、このパンモロ事件を解決出来るかな？」


「それだ。大平のヤツも何も俺に情報を漏もらさない。玉野先輩、箝かん口こう令れいでも敷しいているのか？」


「ほう。キミにしては察しが良いね」


　両手の平を見せ、玉野が演劇ぶって感心してみせる。


「わけは？」


「簡単な話だ。まずは大平くんと我らマンコカパックパーティーの、失われた誇りを取り戻もどすためだ。その前に解決されては困るからね」


　そう言って、玉野がリサラ、キュール、美菜の顔を順々に見ながら歩き、床ゆかにパンモロで転がっている男子生徒の側そばにしゃがんだ。


「どうだった？」


「最高です」


　きっぱりと男子が答える。


「男は立ったかい？」


「ふっ、今もってなお」


「それでこそ、だ」


　背中を軽く叩たたき、玉野は立ち上がり振り向く。


「確かに我々は不意を突かれ、会長である大平は罵ば声せいを浴びて、縮こまった。だが、三人だ。三人の勇者によって、我々が男の、女の子に色々されて嬉うれしくなる男の組織だと、痴女にも、校内にも、堂々と証明出来た。違うか？」


　両手を左右に高く掲かかげ、玉野が良く通る声で宣言する。それは、何事だ？と集まってきていた生徒達、全員の耳じ朶だを間違いなく打った。


「……ダメ人間というか、変態の集まりですって宣言して何が嬉しいのかしら」


　ボソリと呟つぶやいたリサラに、キュールも美菜もうんうんと何度も頷うなずいているが……良介は、それとは違う点で大いに異論があった。


「玉野先輩。今のＭＱＰは間違ってる」


　一歩、前に踏ふみ出す。


「変態っていうのはね、誰だれにも邪じや魔まされず、自由で、なんというか救われてなきゃあダメなんだ。独りで静かで豊かで……。少なくとも。そんな大勢で、周りを巻き込んで騒さわぐような行こう為いは、変態でも、フェティシズムでもない！」


「言ってくれるね」


「ああ。俺達は確かに変態さ。そう高らかに宣言する。でも、変態的な楽しみを堂々と、おおっぴらにやるのは間違ってる。もっと隅すみっこで、ひっそりと、静かに楽しむからこそ、刺し激げき的なんじゃないか」


「なるほど。それも一つの意見かも知れないな」


　玉野が、ゆっくりと言う。


「なら、連続パンモロ事件解決のために俺達に協力を」


「残念ながら、それは出来ない」


　玉野が差し出された手を、叩く。


「先輩っ！」


「これは復ふく讐しゆうでもあるんだよ」


「復讐だって？」


「そうとも。既すでに我々は失われた誇ほこりを取り戻した。で、ある以上……ふふ、ふふふふ」


　好色そうに玉野が笑う。


「痴女にもまた屈くつ辱じよくを味わって貰もらわねばならない。違うかい？」


「何をする気なの？」


　リサラが、玉野を睨にらんだ。


「安心していいよ、リサラくん。僕達は紳しん士しの集団だ、女性を傷つけるような真ま似ねは決してしない。ただね」


「ただ？」


「僕達のパンツは見られたんだ。彼女のパンツを見なければ、不公平というものじゃないかい？」


「よくもまぁ、どこの誰とも分からない相手のパンツなんて見たがるものね」


　リサラがうんざりとした視線を玉野に投げかける。


「もちろん、名前も知らない。顔だって知らない。でもね、大平くんが言うのさ。美女の気配がしたってね」


「呆あきれた。見たわけでもなんでもないのに、気配で動くわけ？」


「いや、リサラ。大平がそう言うなら、間違いない。アイツの嗅きゆう覚かくは、俺も玉野先輩も一目置いているんだ」


「良介くんの言う通りだ。服の上からでも見ただけでスリーサイズを言い当てる。眼鏡を着けるべきか、外すべきかの判断も的確だ。大平という男は、見る、見られるプロフェッショナルなのさ。故ゆえに、僕達はキミらには協力出来ない。もっとも、パンツをのぞいた後ならいいけどね」


　高らかに言うと、玉野は高笑いと共に歩き去っていく。その背中に良介は宣戦布告を叩き付けた。


「くそっ、負けられるか。偶ぐう然ぜんじゃないパンチラなんて、俺は認めないからな！」


「ええと……結局、どうなるの？」


　美菜が呆ぼう然ぜんと呟くと、キュールが肩かたをすくめる。


「何にせよ、五十嵐先せん輩ぱいの調査は遠のきそうですわね」


「……そうよ、ねぇ」


　がっくりと肩を落とすリサラだ。


「何やってる、行くぞ。まだ見ぬパンチラを守るために！」


　意気軒けん昂こうに言う良介を見て、リサラは頭を抱かかえた。


　おかしい。


　五十嵐の魂たましいを調べるはずだったのが、痴女を捕つかまえることに変わり、気が付けば痴女のパンツを守ることになっている。


　百歩譲ゆずって、五十嵐から依い頼らいされた痴女捕ほ縛ばくはいい。でもそれは、男子生徒のズボンを引きずり下ろしてパンツをもろ出しにすることを止めるためだ。


　つまり、男子生徒のパンツを守るためだ。


　それがなんで、痴女のパンツを守ることになっているんだろう。


　比ひ喩ゆ表現ではなく、リサラはこの場にうずくまって頭を本当に抱えてみた。


　効果的な結論は何一つ出なくて、仕方なくリサラは立ち上がり良介の隣となりへ足早に進んだ。


「リサラ」


「何よ、良介」


　むくれつつリサラは答える。


「俺としては、守るべきが男のパンツから女の子のパンツになって、嬉しい限りだぞ」


　脳天気に言う良介の隣でリサラは、拳こぶしをワナワナと握りしめ──そして脱だつ力りよくして、ため息を吐ついた。


　それは、諦あきらめという言葉で説明出来る行動だった。


「ところで良介さんにリサラお姉様」


　キュールだ。


「キュールは思いますの。そんな風に歩いていたら、絶対に痴女とは遭そう遇ぐう出来ませんわ」


「どうしてだ？」


　立ち止まり、良介とリサラが仲良く振り返る。その二人の姿を見て、キュールが大げさにため息を吐いた。


「ほんっとに気が付いてないんですわね」


「何を？」


「何をよ？」


　これまた仲良く聞き返す。


「独りじゃないと痴ち女じよさんは出てきてくれないって、キュールちゃんは言いたいんじゃないかな」


　美菜の回答に、ようやく二人の行動が分かれる。


　良介はまだ顔にクエスチョンマークを貼はり付けたままで、リサラはポンッと手を拍うったのだ。


「私としたことが、不覚過ぎたわね……」


「ホントですわよ、お姉様」


　やれやれとキュールがリサラに苦笑する。


「え、ええと、え？」


　一人取り残された良介に、美菜が苦笑するわけでもなくニコニコしながら説明を始めた。


「ええとね、痴女さんをまだ誰も見ていないでしょ」


「ああ」


「ってことは、襲おそわれた被ひ害がい者しやは全員一人の時だったってことにならない？」


「……あ、そっか」


「そう。つまり、痴女さんに襲われたいなら一人じゃないとダメってことだよね」


　ほとんど先生ができの悪い生徒を教えるような、そんな光景だった。
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　ライファン・ピグノートは、最近悩なやんでいる。


　ピグノート家はレストール家の数多あまたある傘さん下かの一家に過ぎない。だが、同時に人間を死神の管理下におく理想の下もとに集つどった《雷神の雹テイールハガル》の名門でもあった。


　そんな生まれのせいで、ライファンは生まれた時からついていないのに男として育てられた。そのバストが平均を大おお幅はばに超こえてからもなお、男装で過ごした。おかげで、真っ平らに見える術式をかけたブラジャーを常時着用しているくらいだ。


　そんな生おい立ちのせいか、今まで彼女が欲ほつした相手は、全すべてが同性──つまり女性だった。しかも自分が隠かくさねばならない巨きよ乳にゆうを持った女性が好みだった。


　にも拘かかわらず、


「加賀良介か……」


　女性でも、まして死神でもない、良介がどうにも気になるのだ。


　最初は、戦せん闘とうに負けたからだと思った。ライファンは死神界でも上位に入る実力を持っている。その自分が負けたのだ。気になっても仕方ない。だが、模も擬ぎ戦闘ではガルダーブロウグに何度も負けているのに、あの男には何も感じない。


　アルカレアが体育教師として潜せん入にゆうした今、前よりまして《イレギュラー》の調査をしなければいけないはずだが、どうにもライファンは集中出来ないのだ。


　油断すると、


「海で見た時より、確かに筋肉がついていたな」


　今朝の水泳の授業を思い出してしまう。


　ライファンは、肌はだが弱いと偽いつわって水泳は見学することになっている。そんな彼女の前で、水着姿の良介がはしゃいでいた。目で追う気はないのに、追っていた。


　その肉体は、つい一ヶ月ほど前に海で見たものより、確かに鍛きたえられていた。


「ふふ……僕が鍛えるように勧すすめたんだよな」


　なんだか、それがとても誇らしく嬉しい。


「なら、まだ僕と専属契けい約やくを結ぶ可能性はあるってことだよな」


　どこをどう考えたらそうなるか分からないが、ライファンはそう信じようとした。


　……それはまさしく油断だった。


　強力な死神であるライファンは、本来人間に後おくれを取ることなど考えられない。


　だがこの時、ライファンの頭には緊きん張ちよう感など欠片かけらもなく、ただ良介のことだけを考えていた。


「ふっふっふ、あんな貧ひん乳にゆう女に何が出来るっていうのさ。もう一人は胸はまぁまぁあるけど、底意地の悪いマセガキ死神だし。まぁ、美菜は確かにふくよかで柔やわらかい、とても素す敵てきな──」


　視界が、いきなり回転した。


「おっぱ────────────────────い！」


　ドスン！


　ライファンは思いっきり顔面から床ゆかに落ちた。


　その衝しよう撃げきで意識が途と切ぎれていく。


「ようやく当たりだと思ったのに……」


　微かすかに、ライファンはその声を聞いていた……。





　　　　※　　　※　　　※





　甲かん高だかい悲鳴を聞いて良介達が駆かけつけた時、そこに居たのはライファンただ一人だった。


　残念ながら。犯人はもういない。


　幸運にも、他には誰だれも、もちろんＭＱＰも駆けつけていない。


　そう、そこにいるのはライファンただ一人。


　お尻しりを高く上げて、両りよう腕うでを万ばん歳ざいした形で頭から床に突つっ込こんで気絶していた。とても戦闘訓練を受けている死神とは思えないポーズだ。


「くっ、なんてことだ！」


　良介が真しん剣けんな顔でリサラに振ふり返る。


「まさかライファンがっ！」


「ええ。まさかライファンが、こんないとも簡単にやられるなんて。痴女の実力を甘く見ていたわ」


「ボクサーパンツを穿はいていたなんて！」


「え？」


　パチクリとリサラが良介を見て、そしてライファンのお尻を見た。


　確かに、そこにあるのは女向けのパンツではない。男向けの、トランクスよりはキュッと締しまるボクサーパンツだ。


「え、ええと、私は男の人のパンツの種類ってよく分からないけど、そうなの？」


「そうとも。しかも、ライファンには本来必要がない前から出す穴が付いているタイプだ！」


　ビシリと良介は、ライファンの股こ間かんを指差した。


　確かにパンツの布と布が重なりあっている部分がある。そこが左右に開かれて、中身のものが取り出される構造なのだろう。


　と納なつ得とくして、リサラは肩を怒いからせた。


「そ、そんなのどうでもいいでしょうが！」


「ふっ、美少女が男向けのパンツを穿いている。このシチュエーションが分からないとはな」


　良介は夏服のＹシャツを脱ぬぎながら、鼻で笑う。


「……いやその、どうして脱いでるんですの？」


　美菜と共に少し遅おくれて到とう着ちやくしたキュールが鼻白んだ。


「このままにしておくわけに、いかないだろ？」


　ライファンのお尻にシャツを掛かけて良介が振り返ると、キュールがきまり悪そうにそっぽを向く。


「[image: ]、[image: ][image: ]、不覚を取ったよ……」


　ヨロヨロとライファンが体を起こし、自分の下半身に気が付いた。


「いてて……っ!?」


　ライファンが慌あわてて良介のシャツで下半身を隠す。


「これは……もしかして僕は、件くだんの痴女にやられたのか？」


「そうなるな」


　上半身裸はだかのまま良介は頷うなずいた。


「あ……これは、良介のシャツかい？」


「他ほかにないだろ。まさかリサラに脱がせるわけにもいかないし」


「……ありがとう」


　ライファンが俯うつむき、小さな声を出す。


「コホン。それより、早くズボンを穿いた方がいいですわよ。そろそろ野や次じ馬うまが来るでしょうし」


　咳せき払ばらい一つして、キュールが良介とライファンの間に入って来て、せかした。確かにキュールの言う通りで、ドタドタとした足音が聞こえてきている。


「ん、それはそうだな。急いだ方がよさそうだぞ」


「……ああ、そうだね」


　少し唇くちびるを尖とがらせながらライファンは、シャツで隠しつつズボンを穿き直した。


「それでライファンさん。犯人の顔は見ました？」


　美菜の問いに、ライファンは力なく首を左右にした。


「本当に不覚だよ。考え事をしていて、気が付いたら、あの有様さ」


「考え事？」


「ああ、良介とおっぱい……あ、コホン」


　言葉を飲み込み、ライファンが顔を天井へと向けてしまう。


「俺とおっぱいって……なんだよ、それ」


「いや、その言葉の綾あやだよ、綾」


「そう言われてもなぁ……」


「とにかくだ、良介」


「なんだよ」


「折角の機会だ。この僕も良介の手伝いをしよう」


　ガシッとライファンが良介の両りよう肩かたを握にぎる。それを見ていたリサラとキュールが、顔を見合わせた。


「折角の？」


「機会？」


「うーん、なんか日本語が変な気が」


　人差し指を顎あごに当てて、首を傾かしげる美菜だった。
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「で、なんでライファンが一いつ緒しよに座ってるのよ！」


　もう何度目になるか分からない疑問を、リサラが上げた。


「いい加減に諦あきらめようよ、リサラ……」


　野菜を切っていた美菜が包丁を止めて苦く笑しようする。


「そうだよ、リサラ。死神も人間も諦めが肝かん心じんだと、僕は思うよ」


「ええ、ええ、諦めが悪くて悪うございました！」


　リサラがよそったご飯を、少し乱暴にライファンの前に置いた。


「それくらいにしておけよ、リサラ」


　手て揉もみしながら夕飯が始まるのを待っている良介を、リサラが睨にらんだ。


「良介、どうして貴方あなたはそう脳天気でいられるわけ。ねぇ、ライファンは、この女は《雷神の雹テイールハガル》の死神なのよ？　死神界じゃ戦った相手よ。つまり敵なのよっ」


　どんっと良介の前にご飯を置く。


「リサラ、お前は間ま違ちがってるぞ」


「何がよ」


「たとえ相手が誰であろうとも、食事の時だけは敵も味方もないだろ。俺は、優やさしい心を忘れたくないんだ」


「……良介」


「ん？」


「お肉に買収されたくせに」


　斜ななめ上から、リサラの視線が良介に突き刺ささる。


「…………ふっ」


　小さく一度、良介は笑った。


「だって仕方ないじゃないかっ。我が家に牛肉が並んだのって何週間ぶりだよっ。まして、まして、カルビだぞ！　なぁっ、カルビ様をライファンは買ってくれたんだぞ！」


　良介の叫さけびを聞きながらライファンが、本当は大きいのに平たくしている胸を張る。


「カルビに買収されて敵と一緒にご飯食べてるなんて、とてもレストール家には報告出来ないわ……」


　そう肩を落としたリサラに、キュールが笑う。


「それは別ですわよ、お姉様」


　キュールが、カシャリと死神界から持ってきたスマートフォン的な道具のシャッターを押した。


「何を写したの？」


「ライファンさんと良介さんのツーショットですわ」


「なんでそんなもの写すのよ」


　いぶかしげにリサラが訊たずねると、キュールがニタリと笑った。


「何かあった時、アルカレアとかガルダーブロウグに見せるためにですわ」


「──っ！」


　ガタッとライファンが立ち上がった。


「これで裏切り者扱あつかいされるのは良介さんか、はたまたライファンさんか、見物だと思いません？」


「こ、このマセガキ……」


「ふっふっふ」


　二人の視線が、カルビの上でバチバチとぶつかり合う。


「はいはい、食事中に喧けん嘩かなんてしちゃだめだよ。そんな人には、お肉をあげません」


　美菜が野菜ボウルを置き、ひょいとカルビを取り去った。


「ああぁっ、それは僕が買ったお肉だぞ！」


「誰が買ってこようが、食事の時に支配するのは台所に立っている人間ですよ。だから、喧嘩したらお肉をあげません」


　完全に上から目線、食しよく卓たくの支配者として美菜が言う。


「良介くんも、リサラも、キュールちゃんも、そしてライファンさんも、もう喧嘩しませんね、仲良く食べられますね？」


　美菜の命令に、全員が頭こうべを垂れたのだった。


　そして始まる、焼き肉の宴うたげ。


　久々に味わうカルビの味は、敵てき愾がい心しんを脂あぶらと共に美お味いしく飲み込ませていく……。


「皆みなさん、落ち着きました？」


　麦茶を飲み干したキュールが、食卓を見回した。


　既すでにホットプレートも食器も片付けられて、机の上にはパックから作った麦茶の容器が置いてあるだけだ。


「元々ライファンさんは、お肉の差し入れではなくて、あの痴ち女じよを捕つかまえることに協力するってことで、キュール達と一緒に帰ったんですわよね」


　念を押すようにキュールが言うと、ライファンが頷いた。


「そうとも、あんな屈くつ辱じよくはないからね。でもキミ達が認めてくれないから、お肉で買収したってわけさ」


「分かりましたわ。それでしたら協力してもらいましょう」


「異議あり」


　リサラが手を挙げる。


「却きやつ下かしますわ」


「なんでよ！」


「だってライファンさんは、術式が使えるじゃないですか。それにキュール達と一緒に行動しててくれれば、その間にライファンさんが《イレギュラー》捜そう索さくに動くことも出来ませんし」


「あっ」


　それはリサラでもなんでもなく、ライファンだ。


「もしかしてライファン。忘れてたのか？」


「あ、あはははは、ついさ」


「……ま、まぁ、この後にガルダーブロウグから指令が来ても、側そばにいてくれれば監かん視し出来るってことで」


　キュールが、幾いく分ぶん顔を引きつらせながら言う。


「はぁ、分かったわ。ライファンのことは納なつ得とくするわよ……」


　結局、リサラが折れた。かなり渋しぶ々しぶなのは見るからに明らかではあるが。


「じゃ、明日あしたからよろしくね、ライファン」


「ん？」


　ライファンが、わざとらしくキョトンとしてみせる。


「何よ、その顔」


「いや、僕は今夜ここに泊とまる気満々なんだけどさ」


「は？」


　今度はリサラが、正真正しよう銘めいキョトンとした。


「何を言ったの、今？」


「ここに、ああ、もっと分かりやすく言うね。良介の家に僕が泊まるって言ったのさ」


「…………良介」


　ギギッと錆さび付いた歯車の様に鈍にぶく、リサラが良介を向く。


「なんだよ？」


　麦茶をコップに注ぐ手を止めて、良介は顔を上げた。途と中ちゆうから話なんて聞かずに、カルビとご飯で満たされた胃い袋ぶくろを、麦茶で癒いやしていたのだ。


「い・つ・の・間・に、ライファンと約束したのかしら？」


「…………」


　リサラが言っていることがよく分からず、良介は腕うでを組んで右斜め四十五度に傾かたむけた。


「少なくとも、この家の中ではブラジャー外して九十センチのバストを揺ゆらしてくれるとか、そんな約束なら歓かん迎げいなんだけど──」


　した記き憶おくはないしなぁと言う、大事な結論はリサラの耳に届かなかった。


　何な故ぜって、


「良介ぇぇぇぇぇぇ！」


　リサラの怒ど鳴なり声でかき消されてしまったから。


「ちっ、違うっ、誤解だっ。俺はまだ、そんな約束してないぞ！」


「なら、これからするつもりなのね！」


　慌あわてて首を振ふる良介と、身を乗り出すリサラの脇わきで、ライファンがそっとシャツのボタンを外して胸むな元もとを出し始める。


「ほらっ、行動に移ってるじゃないの！」


「おう、大歓迎だ……ああぁっ、つい本音が！」


「ふふ、白いシャツだから先せん端たんが見えてしまうかも知れないけど……いいよね[image: ]」


　ライファンの笑えみに良介が思わず頷うなずき、リサラが怒おこる。それを一人勝手に紅茶を淹いれたキュールが我関せずと眺ながめ、美菜は苦く笑しようしている。


　そんな延々と続きそうな騒そう動どうスパイラルを断ち切ったのは、


「オンッ（発情期の猫ねこじゃないんだぞ！）」


　カエサルだった。


「は、発情期って……私が？」


　リサラが言葉を失い、


「言い得て妙みようではあるけれどね」


　ライファンがやや照れながら身だしなみを直した。


「バウッ」


　とりあえず落ち着いた様子に満足したのか、カエサルは一鳴きして再び網あみ戸どの側に戻もどっていった。そこで夜風を受けながら、外の様子に耳を傾けるのが、最近の彼のフェイバリットらしい。


「……で、約束って何のことなんだよ」


　良介が問い掛かけると、リサラがチラリとライファンに視線を投げる。


「ライファンがどうしたんだ？」


「なに、僕がこの家に泊まるって話さ」


「いや待てって。俺はそんな約束をした覚えはないぞ」


「だろうね」


　首をすくめながらライファンが笑う。


「え、ええと、え？」


　そう戸と惑まどうリサラに、キュールが顔を見ることもなく呆あきれた様子で言う。


「ライファンさんが勝手に決めてるだけですわよ。そんなことも分かりませんでしたの？」


　音もなくティーカップを置いて、キュールがようやくリサラを見上げた。


「ヒステリーもほどほどにして欲しいものですわ」


　キュールの隣となりで美菜が、笑っていいような笑っては悪いような、そんな困った顔をしている。


「[image: ]……いやだって」


　抗こう弁べんしかけたリサラを、キュールはもう相手にしない。ライファンに顔を向け淡たん々たんと告げる。


「いくら何でも泊まるっていうのは、一足飛び過ぎますわよ、ライファンさん」


「そうかな」


「ええ、そうですとも」


　ニコリと笑う。その笑顔は相手を和なごませるたぐいのものではなく、完全に完かん璧ぺきに、相手を拒きよ絶ぜつする種類のものだ。


「やれやれ。ガルダーブロウグに手て強ごわいのは、キミの方だって伝えた方がよさそうだね」


　ライファンが頭を小さく振り、お手上げだと苦笑する。


「あら、今いま頃ごろ気が付いたなんて《雷神の雹テイールハガル》の調査力も存外低いんですわね」


　もうライファンを見ようともせずに、キュールが澄すました顔でティーカップを手に取る。


「ま、仕方ないね。それじゃ僕はそろそろ帰るとするよ」


　ライファンが立ち上がり、ちらりと良介を見た。


「今日は楽しかったよ。また明日かな」


「う～ん」


　返事を返さずに良介は唸うなる。その姿をライファンは不思議そうに見つめた。良介は見つめられているなんて気が付きもせずに、自分もまた立ち上がる。


「うん、死神でもなんでも女の子は女の子だしな」


「どういうことかな」


「どうせ、そんなに遠くじゃないんだろ？」


「……え？」


「いやだから、家」


「あ、ああ。桃園学園の近くだけど」


「なら、送っていくよ。夜道に女の子を一人で放ほうり出すわけにもいかないだろ」


　良介がそう言った瞬しゆん間かん、即そく座ざに反応が返ってきた。


　ライファンではなく美菜の反応が、だ。


「ダメっ、絶対にダメ！」


　ドンッと机を叩たたき、美菜が立ち上がる。


「…………美菜も、そういう反応するんだね」


　ライファンが目を瞬しばたたかせながら呟つぶやくと、美菜は顔を真っ赤にしたまま少し押し黙だまり、すぐに部屋から飛び出てしまった。


　みんなが呆ぼう然ぜんとその背中を見る中、良介は慌あわてて立ち上がり、


「悪わりいっ」


　そう軽く謝ると、急いで美菜の後を追った。


　さして広くない家の中だ。美菜の姿はすぐに見つかる。


「脱だつ衣い場で何してるんだよ」


　良介がそう問いかけると、美菜は俯うつむいたまま返してきた。


「ごめんね。急に、大きな声を出しちゃって……」


「そんなに気にすることか？　まぁ確かに、美菜らしくはなかったけどさ。どうしたんだよ」


　良介が訊たずねると、美菜が少し震ふるえた声を出す。


「だって……ライファンさん、洞どう窟くつで……良介くんのこと、すごく誘ゆう惑わくしていたから。二人っきりにしたら、きっとまた……って、思っちゃって」


「洞窟で誘惑って……」


　それは夏休みも半ば過ぎ、玉野に連れて行ってもらった泊まりがけの海水浴での出来事だった。


　肝きも試だめしの夜に、良介とライファンは洞窟で二人きりになった。その折にライファンが、実は大きな胸も露あらわにして良介に死神契けい約やくを結んで欲しいと迫せまったのだ。


「ああ、死神契約の誘さそいのことか」


　思い出しながら良介が答えると、美菜が小さく首を横に振った。


「良介くん……それは違うよ」


「え？　じゃぁ何い時つのことだよ」


「ううん、そうじゃないの。あの洞窟でいいの。でもね、ライファンさんが伝えたかったことが、違うと……私は思うの」


「あいつが伝えたかったことが違う？」


「……うん」


　蚊かの鳴くような声だ。ただ良介には、美菜が言いたいことがさっぱり分からず、ポリポリと頭を搔かいた。


　すると美菜がようやく顔を上げて、良介をじっと見つめてくる。


「きっとね」


　そこで言葉を区切り、美菜が一歩、二歩、三歩と良介に近づいてきた。


「み、美菜？」


　思わず後あと退じさると、美菜がその分だけ近寄ってくる。


　ドンッと、脱衣場と風ふ呂ろ場を区切るガラス戸に良介の背中がぶつかった。


「ちょ、ちょっと待てって」


　良介が制しても美菜は止まらず、体温が伝わるほどの至近距きよ離りになってしまう。幼なじみで、妹のような異性感情を普ふ段だんは特に抱いだかない美菜に、良介ははっきりと女の子を感じてしまう。


　ドキドキと心臓が脈打つのだ。


　そんな緊きん張ちようのただ中に落とされた良介の気持ちを知ってか知らずか、美菜がじっと顔を見つめたままで口を開く。


「きっとね……」


　間近過ぎて、赤い唇くちびるの間に濡ぬれた舌が見えて──良介はゴクリと息をのんだ。


「きっと、ライファンさんも私と同じ気持ちだから、よく分かるの」


　はっきりとした口調で美菜が伝えてくる。


「私が、良介くんのことを格好いいって思ってるのはもう伝えたよね？」


　言葉の返事が出ず、良介はただコクコクと頷うなずいた。


「ちゃんとね、私は私で考えたの。昔のことを思い出したり、今の自分の気持ちをちゃんと見つめてみたり。そうしたらね、やっぱりって私は思ったんだ」


「や、やっぱり？」


「うん。やっぱり私は良介くんのことが──」


　美菜が急に押し黙った。そして目を閉じて、一歩後ろに下がる。


「ダメダメ。抜ぬけ駆がけはダメだよね」


　俯いて頭を小さく左右に振りながらつぶやき、美菜が顔を上げてニコリと笑った。良介には何がダメなのかさっぱりだ。


　そんな呆然とした顔に美菜が気が付き、微笑ほほえんだ。


「良介くんも、リサラもキュールちゃんも、私はみんな好きってことかな」


　ただ「あ、ああ」と間抜けな返答しか、良介には出来なかった……。





　　　　※　　　※　　　※





　時計の針が、夜の零れい時じを指した。


　この時間を真夜中と形容する高校生は、あまりいないかも知れない。そもそも真ま面じ目めに高校生をしている良介の友人達はみんな、まだまだ起きている時間だ。


　青春の一時間は貴重なのだ。


　ラジオを聞く人間、テレビを見る人間、深夜アニメのために待機する人間、ネットゲームに興じる人間、ごくまれにちゃんと勉強している人間。


　そんな中にあって良介は布ふ団とんの中にいた。


　久々にカルビを食べて、胃い袋ぶくろが幸せの眠ねむりに誘いざなったのもある。


　ただそれ以上に脱衣場での出来事のせいで、どうにも普段通りに美菜に接することが出来ないで、そそくさと逃にげ出したのだ。


「なんで美菜まで一いつ緒しよに泊とまってるんだ？」


　あまりに自然に、特に主張することもせずに美菜も泊まってた。


「まぁ、昔はよく泊まってたしなぁ。帰るタイミングを失ったんだろうな」


　半ば無理矢理、良介はそう結論づけた。ちなみにライファンも、ちゃっかり一緒に泊まっていたりする。


「ふわぁぁぁぁぁぁぁぁ」


　良介は、そんな自分を誤ご魔ま化かすように些いささか大げさに大欠伸あくびをした。


　眠いのだが、暑さのせいでなかなか寝ね付つくことが出来ないのだ。生活費を切り詰つめているこの家では、夜のクーラーは厳禁だったりする。


「リサラ達の部屋の方が、風が入って寝やすいんだよなぁ……」


　良介は一階のリサラ達が使っている部屋に思いを馳はせた。


　今頃、あの部屋ではリサラとキュール以外にも、結局泊まることになったライファンと美菜が寝ているはずだ。


「くそ、なんてパラダイスだ……。想像するだけでいい匂においがしてきそうだぜ」


　美菜のことでもやもやしていた頭の中が、瞬またたく間に妄もう想そうに切り替わっていく。


　女の子が四人揃そろって寝ているのだ。


　空気からしてきっとこの部屋とは違ちがうはずだ。


　寝息の四重奏、夏の夜の汗あせのフレグランス、想像するだけで魂たましいの奥底がむずむずしてしまう。


「くそっ、手の届くところにパラダイスがあるのに、アンタッチャブルか……」


　そう呟いてから一度ため息を吐つくと、良介は暑くて夏がけを剝はいだ。


　一方、その頃ころ。


　夜風すら通らない廊下では、さらに暑苦しい事態が起きていた。


「一つ、聞いてもいいかな」


　ライファンが囁ささやく。リサラから借りたパジャマは、バストが今にもはち切れそうだ。


「どうしてキミ達が、ここにいるのかな」


　良介の部屋の扉とびら前に、ライファンが視線を投げる。


「あら、それはこっちの台詞せりふですわ。ライファンさんこそ、なんでこんな所に来ているんですの？」


　扉前で美菜と向き合っていたキュールが、振り返ることなく言う。


「それにたまたま泊めてもらった家を歩き回るなんて、よくないかなって思います」


　美菜がキュールの肩かた越ごしに、チラリとライファンを見る。そして気が付く。


「しかもノーブラ……」


「悪いかい？」


　ライファンが胸を持ち上げるようにして腕うでを組む。


「誘ゆう惑わくするにはセックスアピールが重要だと、僕は思うわけさ」


「セ、セックス、あ、あぴーる」


　美菜の言葉が、途と中ちゆうからボソボソとしたものに変わってしまう。ライファンにも引けを取らないおっぱいを持つ美菜だが、それを自分の武器とするような発想は残念ながら持っていなかったし、持つにはやや純情すぎるのだ。


　一方キュールは、少なくともセックスアピールという言葉で怯ひるむほど純情ではない。ようやくライファンに振り返ると、その大きなおっぱいを見て鼻で笑った。


「ふん。大きすぎる胸は、垂れるだけですわよ」


「言ってくれるね」


「ええ。確かにキュールは年を取っても、そこまでバストは大きくなりそうにありませんわ。でもね、適度が一番ですわよ。それに」


　ニヤリと笑う。


「なんだい」


「良介さんだって、若い方がいいに決まってますわ……ふふ、おばさん」


　死神なので人間とは経へてきた年ねん齢れいは違う。それでも女子高校生に言うような言葉では、本来ない。ないが、キュールの言葉は二人にダメージを的確に与あたえた。


「な、なんだってっ」


「キュールちゃん……」


「しまった、美菜さんもでしたわ」


　まさしく後の祭り、口は災わざわいの元だ。


「ふっ……もうよさないか？」


　ライファンが、キュールと美菜の間に立つ。


「そうですわね。言葉で争ったって意味ありませんわね」


「そうとも、全すべては結果だよ」


「え、え、ええと、本気なの？」


　ライファンとキュールの言葉に、美菜が一人オロオロとしてしまう。


「じゃ、文句なしでいこうか」


「ええ、良介さんを欲情させた人の勝利ですわ」


　ライファンとキュールが立ち上がり、ドアノブに手を伸のばす。


「こ、心の準備が……」


　とか言いながら、美菜もしっかりと立ち上がる。


　そして──ドアノブはびくともしない。


　押しても引いても、回しても、ノブも扉も全く動かない。


『ふっふっふっ』


　笑い声が木こ霊だまする。


　それも部屋の中からだ。


『ライファンの行動パターンなんて、お見通しなのよっ。この結界は、明日あしたの朝七時まで、この私にだって解けない時限式なんだから諦あきらめることね！』


　リサラの得意満面な声が響ひびいた。


　そして一呼吸遅おくれてから、


『ところでなんでお前は、俺のベッドの下に居たんだ？　そもそもお前はどうやって出るつもりなんだ？』


　釈しやく然ぜんとしない良介の声が聞こえ『あっ』という、抜ぬけたリサラの声が響いたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　呆ぼう然ぜんとするライファン、キュール、美菜を廊下に置いたまま、ここは良介の部屋の中。


　良介は、ベッドにあぐらをかいて座り、ベッドの下から這はい出てきたリサラを見下ろしていた。彼女は申し訳なさそうに正座して、肩かたを落としている。


「整理するとだ。朝七時になるまで、俺もお前もこの部屋から出られないってことだよな」


「うん」


　小さくリサラが頷うなずく。


「なんだってこんなことしたんだよ」


「いやだって、絶対にライファンが何かしてくると思ったから、その、ええと……良介を守ろうと思って」


「何かって、なんだよ」


「え……そ、それは私の口から何ともかんとも」


　ゴニョゴニョとリサラが言い淀よどむ。


「まあいいけどさ。それより、お前は気が付いてるのか？」


「何を？」


「あのな。朝まで俺とお前、二人っきりなんだぞ」


「──っ！」


　ガバッとリサラが顔を上げた。


　そしてガバッと俯うつむいた。


　カチコチと時計の針の音だけが響く。


　外の三人の声は聞こえない。もう諦めたのか、寝てしまったのか、扉を叩たたく音すらもう聞こえない。


「あっ、そ、そうだ窓から」


　リサラが慌あわてて窓を見る。閉まってた。


「悪いな。あんまり暑いんで、さっき三十分だけのつもりでクーラーつけたんだ」


「あ、暑いのくらい我が慢まんしなさいよね」


　ボソボソとリサラが文句を口にした。もっとも、自分でも八つ当たりと分かっているらしく、ひどく弱々しげだ。


「ま、こうなったら仕方ないな」


「し、仕方ないって何よっ!?」


「いや、ベッドに来いよ」


　良介のその一言に、リサラがズササササササッと後あと退じさる。


「ばっ、ばかっ、そういう意味じゃないって！」


「ならどういう意味よ……」


　探さぐるようなリサラの視線だ。


「女の子を床ゆかで寝かせて、俺だけベッドで寝るわけにいかないだろうが」


「だ、だからって一緒に寝るのはまだ早いわよ！」


「誰だれも一緒になんて言ってねぇだろ！」


「え？」


「だから俺は床で寝るから……ん？」


　ふと良介の記き憶おくに引っかかるものがある。


「どうしたの？」


「まだって何がだ？」


「…………………………聞き間ま違ちがいじゃないかしら」


　五秒ほどたっぷりと黙だまってから、リサラが白々しく答える。だが、その誤魔化しはあっさりと良介に受け入れられた。


「そっかな」


　良介は頭を搔かくと、ベッドから床に降りた。


「──っ！」


　リサラが顔を手で覆おおう。


「？」


「はてな、じゃないわよっ。少しは隠かくしなさいよね！」


「え……あ、ああ」


　Ｔシャツの下はパンツ一丁な良介だった。


「いやぁ夏は暑いからさ」


　そう言いながら、ベッドの上に脱ぬぎ散らかしたズボンを取り、穿はき直した。ようやくリサラが、顔から手をどけて良介を正視しながら立ち上がる。


「まぁ、その……筋トレの効果が結構出てるみたいね」


「だろだろ。少しずつ筋肉がついてくるのが分かってさ。ちょっと楽しいんだよな」


「そうね。胸もお腹なかもそこそこ硬かたそうだったし、感心したわ」


「まぁな、結構ハードにやって……って、お前、意外にちゃんと見たのな」


「えっ、いやだってほら、あんまりじっと見る機会ってない……コホン……たまたまよ」


「ま、いいけどさ」


　そう苦く笑しようした良介の隣となり、ベッドの縁へりにリサラが座った。


「で、私に良介のベッドを使えって言うわけ？」


「おう」


「私がドジったのに？」


「いや、そう言われてもさ」


「でも、この部屋には座ざ布ぶ団とんも何もないわよ？」


「まぁ、下には服でも置くよ」


「フローリングの床は硬いと思うけど？」


「我慢する」


　答えた良介に、リサラが「はぁ～」とため息を吐ついた。


「いいわ。私が奥で寝ねるから、良介は手前で寝なさいよ」


「……は？」


　訳が分からず聞き返した良介には何も言わず、パジャマ姿のリサラが夏がけを手にし、そのままくるまるようにベッドに横たわった。奥を向き、背中を良介に見せながらだ。


「………………え？」


　思わず良介は固まってしまった。


　だってこれって、添そい寝ってやつだ。男の子の夢の中の一つだ。


　女の子と一いつ緒しよに、同じベッドで寝る。


　それって、もし気分が盛り上がっちゃったりしたら……そのままエッチとなっても不思議ではない、とてもとてもステキなシチュエーションなはずだ。


　そう、Ｈが出来る──かも知れない。


　バクンバクンと今にも心臓が破は裂れつしそうな中で、恐おそる恐おそる良介は訊たずねた。


「いや、ええと、い、いいのか？」


　と、リサラがボスンッと手前のベッドを殴なぐるように叩く。


「いいから早く寝なさいよ！」


　なんでか知らないが怒おこったような声だ。でも言葉の内容は間違いないＯＫで、良介はおっかなびっくりベッドに乗った。そして、少し熟考してしまう。


　どちらを向くべきなのか？


　リサラは良介に背中を見せている。となれば、良介も背中をリサラに向けるべきなのだろうか。だがしかし、せっかくの添い寝なのだ。リサラを見ながら、リサラの寝る姿を見ながら、寝たい。それが良介の素す直なおな感情だ。


　でも──。


（それはやり過ぎっていうか……リサラの気持ちに配はい慮りよすべきだよな。添い寝ＯＫってだけで、今は満足すべきだし）


　そう思い直し、良介は背中をリサラに向けて寝転んだ。


「………………」


　リサラは何も言わない。ただ、吐と息いきだけが聞こえてくる。それだけでもう、良介の目は爛らん々らんと覚めてしまう。


　もし雷かみなりでもなってリサラが良介に抱だき付いてきたら、果たして理性は保もつだろうか。


　絶対に保たない自信がある。


（って、ああぁぁぁ。でも《グレイプニル》のせいで、立たないのかっ！）


　頭を抱かかえたくなる良介だった。


（いやでも、もしかしたらリサラから封ふう印いんを解いて……え、え、エッチなんてことも）


　悶もん々もんと妄もう想そうが良介の頭の中を駆かけ巡めぐる。


（も、もしそうなったら、ええと……まず俺が服を脱ぐべきなのか？　いやでも、別に上着は着てたって色々出来るよな、うん。そもそも、俺にブラジャーを外すことが出来るのか？　普ふ段だんのエアートレーニングは欠かしてないが、それでもいざ実じつ践せんの場で……思い出せ、ブラジャーの構造をっ。ええと、ホックが前にあるのがフロントホックで……）


　とかシミュレーションをしていると、いきなり名前が呼ばれる。


「良介」


「ひゃいっ！」


　思わず裏返ってしまう。


「何かしたら、容よう赦しやなく吸い取るわよ」


　遠えん慮りよ会え釈しやくもない、生きる力を吸い取る宣言だ。


「いや、そもそも《グレイプニル》のせいで無理なはずだろ」


「残念ながら、もう《グレイプニル》には霊れい力りよくが溜たまっているはずよ。だから、これ以上吸われることはないわね」


　それはつまり、致いたせるということだ。


「いい。私としても、残ってる《ファヴニール》の霊力を無む駄だにはしたくないの。だからくれぐれも馬ば鹿かな真ま似ねはしないようにね」


「…………あのさ」


「何よ」


「俺、やっぱり床で寝るよ。正直、この状態じゃ」


「なら私も床で寝る」


　リサラが即そく座ざに返してくる。


「あのなぁ」


「いやよ。元々、私のせいで迷めい惑わく掛かけているんだし……私は一方的に良介だけを苦労させるのは、いや」


　それは、この部屋に朝まで閉じ込められてしまったことを言っているのか、それとももっと大きなことを言っているのか……。


　と、リサラが良介にこれ以上考えさせないかのようなタイミングで、いきなりゴロンと振ふり返ってきた。そしてツンツンと良介の後頭部をつつく。


「良介、添い寝は初めて？」


　いきなりリサラが聞いてきた。


「当たり前だろ。そういうお前はどうなんだよ」


「初めてに決まってるじゃないの」


　少し怒ったような口調で返事が返ってきた。


「なに怒ってるんだよ」


「だって良介ってば、この私がそんなにはしたない女だと思ってるわけ？」


「いや思ってないけどさ」


　不思議と、その言葉は即座に出た。


「良介だから、添い寝してるのよ」


「……え？」


　不思議と、今度は言葉なんて全然出てこない。


「あのね。なんで、そんな間ま抜ぬけな反応なのよ」


　呆あきれたとリサラが言う。


「そう言われたって、添い寝童どう貞ていだった俺には、何が何だかさっぱりなんだよ！」
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「私だって添い寝初体験よ……このくらいのことは気付きなさいよ」


「だから何をだよ」


　返事を聞いたリサラは、溜ため息いきと共に良介の背中を軽く叩たたいた。


「あの雨の日……初めて会った時、ただのお人好よしだって思ったわ」


「悪かったな」


「でもね、最近はちょっと違ちがうのよ。ううん、評価が変わったってことかしらね」


「わかんねぇ」


「まったくもうっ。いい、私が良介を人間としても、それに男としても信用してるってことよ」


「………………」


「だ、黙だまらないでよねっ。恥はずかしいじゃないの。だからぁ！　怖がってても逃げないし、それにほら、いざって時はいつも助けてくれたり……ああもうっ、とにかくそういうことよ！」


「いやその、ええと……ありがとう」


　心の底からの「ありがとう」だった。きっと良介の人生の中でもナンバーワンな「ありがとう」だ。


「どう、その、どういたしまして」


　少し照れたような口調で、リサラが言う。そしてすぐに、何かを誤ご魔ま化かすように続けた。


「えっと、その……もう遅おそいし寝ましょうよ、うん」


「ああ、そうだな」


「うん。それじゃ、おやすみなさい……良介」


　また少し照れたような口調でリサラは告げると、再び奥を向いた。


「おやすみなさい」


　良介は意外に落ち着いて返事を返すことが出来た。


　とは言っても、やっぱり寝られるわけがない。目を閉じるだけで、あれやこれや、色々と大人な妄想が脳内に、イメージを伴ともなって渦うず巻まいてしまう。


　しかもそれは全すべて、当然の如ごとくリサラなのだ。


　しかもしかも、照れた顔をしながらリサラは嬉うれしそうな顔を決まってしている。


（い、いかん、いかんぞ。信用してるってまで言われたんだ。耐たえろ、俺。こんな妄想しちゃうこと自体、なんか、その、裏切り行こう為いな気がする！）


　必死になって妄想を打ち払はらおうと良介は努つとめた。そんな良介の耳に、すーすーと気持ちよさそうなリサラの寝息が聞こえてくる。


　この状態で、リサラはもう寝ている！


（[image: ]、[image: ][image: ]、女って分からない）


　良介は寝返りを打つこともなく、朝まで固まったように、ただ息を殺し続けることしか出来なかった。


　もちろん、一いつ睡すいもすることなく……。





　　　　※　　　※　　　※





「うう……太陽が黄色い」


　朝の通学路、良介はぼやいた。眠ねむい。とにかく眠い。隣となりで、リサラもまた大きな欠伸あくびをした。


「…………ふわぁぁぁぁ」


「なんだよ、眠いのか？」


「…………」


　反応はない。ただまた欠伸をする。


「ん？」


　心なしかリサラの目が赤い気がする。


「リサラ、もしかしてお前も寝不足なのか？」


「え……や、やぁね、私はぐっすり寝たわよ……ふわぁぁぁ……」


　説得力の欠片かけらもない欠伸だ。


「もしかして寝たふりしてたな」


「………………」


　そっぽを向きやがった。間違いなく、スヤスヤと寝たふりしていただけで、良介と同じく朝まで一睡も出来なかったらしい。


「べ、別に意識したとか、そーいうんじゃないわよ。ただほら、枕まくらが変わると寝られないたちなのよ」


　ぶつぶつと言い訳をしてくる。そんな様子に、キュールがやれやれと頭を振った。


「何をしているんだか、まったく」


「よく言うよ。お前の目だって赤いじゃないか」


「[image: ]……し、仕方ありませんわ。あの結界を解除するために夜通し調べていたんですから」


「まったく、ライファンと仲良く術式を調べるなんてどうかしてるわ」


　リサラが呆れたとライファンをチラリと見る。そんなリサラに、ライファンが言い返す。


「一いつ緒しよになって部屋に閉じ込められた人に言われたくないね。いや、もしかして最初から計画していたのかな」


「ばっ、馬鹿なこと言わないでよね！」


「さあ、どうだかね」


　ライファンがおどけてみせる。


　そんな様子を見ながら、美菜が欠伸を嚙かみしめ嚙みしめ、断定した。


「何にせよ、睡すい眠みん時間のためにも、ああいったお泊とまり会は当面禁止しましょうね……あふぅ……勉強も、痴ち女じよさん捜そう索さくも、これじゃ出来ませんから」


　その言葉に、全員が一いつ斉せいに頷うなずいたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　金曜日、土曜日、月曜日と、痴女が再び現れることはなく、平へい穏おんな日常が戻もどるかに思われた……そんな火曜日の放課後だ。


「やられた……」


　良介達は静かに見下ろしていた。


「ちょっと油断したのは確かね。不覚だわ」


　リサラが顔を背そむける。


「まあ、この僕が手も足も出なかったんだ。彼にはどうしようもなかったのさ」


　ライファンもまた顔を背けて頷いた。


「これ、ビキニパンツって言うのかな……」


　美菜が顔を手で覆おおいながら、指の間からチラリと見る。


「ま、いい気味といえばいい気味ですけど」


　キュールはそう言うと、何やら考え込んだのだった。


　ぴっちりとお尻しりを包んだパンツを丸出しにして、伸のびている玉野には目もくれずに。














　四章　たててみせる










　なんだろう、この魂たましいの奥底から湧わき上がる衝しよう動どうは。


　切ない？


　違ちがう。


　渇かつ望ぼうだ。


　求めて止やまない、狂くるおしいまでの、欲求、望み。


　自分には現れないと思っていた、夢物語だと思っていた、理想の存在。


　秘ひめておく？


　それが普ふ段だんの自分かも知れない。


　でも、不思議。


　今は、全ての枷かせが外れた、ひどく自由な気分。


　そうとも、望みのまま、求めるまま、魂のままに。


　捜さがせばいい。





　　　　※　　　※　　　※





「皆みなさん、よろしいですか？」


　昼休み。二年Ｂ組に乗り込んできたキュールが、良りよう介すけ達を見み渡わたした。


「痴女事件が起きた曜日を整理してみましたわ。最初に大おお平ひらさんが襲おそわれたのが、先々週の火曜日。次は木曜日。玉たま野の先せん輩ぱいが火曜日、そして先週の木曜日にも犠ぎ牲せい者しやが出ていますわね」


　リストアップした紙をキュールが置く。


「つまり、火曜日と木曜日以外に痴女は現れていませんわ」


「そうね……でも、火曜と木曜ってだけじゃ、つかみ所がないわよ？」


　リサラの疑問に、キュールは首を横に振った。


「そうでもありませんわ。だってキュール達は、火曜日と木曜日だけにある出来事を一つ、知っていますもの」


「火曜と木曜だけにある出来事なんてあったかしら？」


「あ……もしかして、文化祭実行委員会？」


　美み菜なが胸の前で手を拍うった。


「その通りですわ」


「ちょっと待てよ。あれはほぼ毎日あるだろ」


　良介には、キュールが何を言いたいかさっぱり分からない。ただリサラには分かったようで、理解を前提とした疑問を口にした。


「もしかしてキュール、アルカレアのことを言っているの。でも、そうだとしたら……」


「キュールにはパンツと王子様の間に関係性は見いだせませんけど、可能性は高いと思うべきですわ」


「……おい、だから俺にはさっぱり分からないぞ」


「ああ、僕もだ」


　良介の抗こう議ぎに、ライファンが同調する。


「まぁ、ライファンさんは仕方ありませんわね。でも、良介さんはそろそろ気が付いて欲しいところなんですけれど」


　キュールの顔に苦笑いが浮うかぶ。


　でも良介にはさっぱりで、キュールは小さくため息を吐ついた。


「いいですか。文化祭実行委員会の委員長である五十嵐いがらし先輩が、顧こ問もんに報告する日が火曜と木曜ですわ。そして顧問は、あのアルカレアなんですのよ？」


「なるほど……………………え？」


　ポカンと良介は口を開けた。


「キュール、もしかして五十嵐先輩が痴女だとか思ってるんじゃないだろうな」


「可能性が高いとは思っていますわ」


「いやいやいや」


　否定する良介を無視して、キュールがライファンを見る。


「ライファンさん、答えられる範はん囲いでいいのですけれど、五十嵐先輩に関する指示は来ていたりしますか？」


「答えられる範囲も何も、ここ最近、僕には何の指示もないのさ」


　ライファンが自じ嘲ちよう気味に答えた。


　その答えにキュールは少し考え込むと、リサラに向いてニヤッと笑う。


「な、何よ」


「火曜日、つまり明日あしたの放課後に一つ試ためしてみたいことがありますの。そのためには、どうしてもリサラお姉様の力が必要なんですわ。《イレギュラー》かも知れない五十嵐先輩が関かかわっているかも知れないんですもの、当然お姉様は全面的に協力してくれますわよね」


　戸と惑まどいながらも、小さく頷いてしまうリサラだった。





　　　　※　　　※　　　※





「もう一度、説明してもらっていいかしら？」


　女子トイレから出てきたリサラが、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずにキュールを睨にらんだ。その刺とげ々とげしい視線をキュールは平然と受け流して、微笑ほほえむ。


「だって昨日の昼休みに、全面的に協力するって言ってくれたじゃありませんか」


「だからって、どうして私が男装しなくちゃいけないのよ！」


　火曜日の放課後、ニコニコと笑いながらキュールが有う無むを言わせずにリサラに術式で作りあげたらしい桃もも園ぞの学園の男子制服を押し付けたのだ。


「でもリサラ、すごく似合ってる」


　とりなすように美菜が褒ほめる。


　確かに美菜の言う通り、リサラの男装は思いっきり様になっていて、女生徒が見たら黄色い声が上がること間違いなさそうだ。
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　スラリと綺き麗れいなシルエットで、胸むな板いたも期待通りに薄うすい。


　スカートの時も充じゆう分ぶんに長く見える脚あしは、ズボンによってさらに長く見える。


　男らしさとはほど遠いが、男装としては完かん璧ぺきだ。


「……そもそも男装だったら、もうライファンがいるじゃない」


　リサラの視線を受けたライファンが「さぁ」と首をすくめる。


「ですから、同じ生徒が襲われたことがありませんの」


「だから、何よ」


　リサラがキュールを睨む。


「リサラお姉様に五十嵐先輩の側そばにいて欲しいんですのよ。何もなければ、それでいいですし、もし五十嵐先輩が犯人なら一番手近にある見知らぬ男子生徒、つまりリサラお姉様に襲いかかるはずですわ」


「あのね、男装しただけでばれないと思うの？」


　はぁとリサラがため息を吐いた。


「はい、眼鏡」


　キュールが伊だ達て眼鏡を手て渡わたす。


「あ、あのねぇ」


「平気ですわよ。これは変装用の術式が掛かかってますから、相手の認にん識しきをずらすことが出来ますわ」


「………………胡う散さん臭くさいわね」


「まぁまぁ、そう言わずに」


　キュールに言われて、渋しぶ々しぶとリサラは眼鏡を掛けた。


　リサラがそこにいる。だから良介は素す直なおに言った。


「おい、リサラはリサラのままだぞ」


「当然ですわ。キュール達はリサラお姉様が掛けたって知ってますもの。あくまでも補助ですわよ、補助」


「……[image: ][image: ]、どうしてもやれって言うのね」


　リサラが眼鏡の位置を直しながら、呻うめいた。そんなリサラにキュールが追い打ちを掛けていく。


「当然ですわ。《イレギュラー》捜そう索さくにもなるし、痴女捜索にもなるんですのよ。責任感の強いお姉様こそが適任ですわ」


「…………わ、分かったわよっ。やればいいんでしょ！」


　半ば自や棄けになって叫さけぶと、リサラは大おお股またで職員室に向かって歩き出した。


　確かに、いつもならそろそろ文化祭実行委員会の会合が終わり、五十嵐が職員室のアルカレアに報告をしに行く時間だ。


「さてと俺達も──」


　良介はリサラの後を追おうとして、キュールに袖そでを摑つかまれた。


「なんだよ」


「ダメですわよ。痴ち女じよは相手が一人の時にしか襲っていませんわ」


「そりゃそうだけど……」


「玉野先輩達もチームプレイで痴女を捕つかまえて、そのパンツを見ようとしたそうですけど、悉ことごとく失敗して、一人の時を狙ねらわれたそうですわよ」


「ふうん、随ずい分ぶんと気配に敏びん感かんなヤツなんだ」


　ライファンが感心の言葉と共に、口笛を吹ふく。


「ってことは、リサラの側にはいられないってことか」


　良介は、歩いて行くリサラの背中をじっと見つめた。


「お姉様なら、そうは不覚を取らないとは思いますけど。それに……」


　そう言葉を濁にごしたキュールを、美菜が問いただす。


「キュールちゃん、それに、なに？」


「……それに、襲われたら襲われたで五十嵐先輩が犯人だって証明になりますわ。だって、側に他人がいる時は襲わないんですのよ。なのに、五十嵐先輩の側にいるお姉様が襲われるってことは、つまり五十嵐先輩が痴女ってことになりますわ」


「なるほどね。一応の筋は通っているかな」


　納なつ得とくするライファンに良介は非難の視線を向け、キュールに詰つめ寄った。


「お前な、それじゃまるでリサラが囮おとりみたいじゃないか」


「失礼ですわね。キュールだって、お姉様が痴女を捕まえてくれることを期待してますわよ。ただ万が一、遅おくれを取った場合でも問題はないと言っているだけですわ」


「………………分かった」


「え？」


「他の方法を考えよう。俺はリサラの所に行く」


「ちょ、ちょっと良介さん！」


　歩きだそうとした良介の腕うでに、キュールが抱だき付く。


「よく分からないけど、なんか、あれなんだよ」


「なんですのっ」


「アイツのパンツを他人に見られるのは、どうにも納得いかない！」


　きっぱりと、堂々とそう言い切って、良介はキュールを振ふりほどき走り出した。





　　　　※　　　※　　　※





「……普ふ通つうに話しているようにしか見えないわね」


　職員室の前の廊ろう下かで、リサラはそっと中をのぞいていた。乱らん橋ばしとマルベックが話し込んでいる隣となりで、五十嵐がアルカレアと何か話している。


　ただその様子は、ごく普通の生徒と教師にしか見えない。


「まぁ、アルカレアが教師に見えるかといえば、噓うそになるけどね」


　自分で言いながらリサラは苦く笑しようした。


　と、アルカレアが少し五十嵐に近づく。


「……？」


　じっとその様子を見つめるが、アルカレアが五十嵐の額を軽く小こ突づいただけのようだ。


「あの五十嵐先せん輩ぱいを小突くって、何か報告にミスでもあったのかしら？」


　そう思っていると、今の小突きで話自体は終わったようだった。五十嵐が、やや急ぎ足で職員室を出てくる。


　リサラは、その後をそっと追う。


「何を……急いでいるのかしら」





　　　　※　　　※　　　※





「ちょっといいですか？」


　職員室に入り、良介は乱橋に声をかけた。


「……あら、良介くん。どうしたのぉ？」


　小学生並みの体格の乱橋が椅い子すに座っていると、本当に小さく思える。なんだか屈かがんで聞いた方がいいと思えるくらいだ。


「隣のアルカレア先生、どこに行ったか知りたいんですけど」


「え……あ、ああぁ、良介くんは文化祭実行委員だもんね」


　乱橋が勝手に納得してくれる。


「でもねぇ、どこに行ったんだろう。マルベックさん、知ってますか？」


「え……うーん、さっき出て行ったけど……あ、そうそう、五十嵐さんだっけ。あの茶さ道どう部の子。あの子が出て行ったら、その後に出て行った気が」


　マルベックが思い出し思い出し喋しやべり、そっと良介に近寄った。


「何かあったわけ？」


　そう聞いてくる顔は、メルロー人生保障の死しに神がみとしての顔だ。


「……知らなくても、イリアに怒おこられるようなことはないかと」


　良介が答えると、マルベックはまた乱橋の所に戻もどり、今夜の酒場の話をしだす。その顔は、完全に穀ごく潰つぶし社会人の顔だった。


「どうだった？」


　良介が職員室から出てくると、まっさきに美菜が駆かけ寄ってくる。


「キュールの推測が当たっているかも知れない」


　良介はそう答えて、キュールに顔を向けた。


「キュール、カエサルは？」


「昼休みに守衛さんの所へ預けてありますわ。キュールとしては、今日は何かが起きそうな気がしてましたから」


　抜ぬけ目ないキュールの行動だ。


「では、皆みなさんの跡はカエサルの鼻で追い付きますので」


　そう言うやいなや、キュールが走り出す。


　良介もまた来た方向とは逆に歩き出し、ついて来たライファンに声を掛けた。


「ライファン。お前はここに残った方がよさそうだ」


「どうしてだい？」


　ライファンが、少し笑みを浮うかべる。


「どうしてって……アルカレアの邪じや魔まを、お前がするわけにはいかないだろ？」


「どうかな。僕には何も知らされてないんだ。だったら、僕が独自に五十嵐先輩を調べている途と中ちゆうの不幸な出会いってことで、どうにかなるかも知れないよ」


「いいのかよ、それで」


「いいさ。どうせのけ者の身だからね。それに、ここでキミ達にまでのけ者にされたら、ショックで立ち直れなくなってしまう」


「……後で文句言うなよ？」


　念を押した良介に、ライファンが悪戯いたずらっぽく笑う。


「でも、困った時には助けてくれるって信じているさ。だって、こう見えて僕は女の子だからね」


　その答えに、良介は一いつ瞬しゆん面くらい──苦笑した。


「人の弱みにつけ込むなよなぁ」


　と言って、否定も出来ない。そんな良介に美菜が微笑ほほえんだ。


「そのうち良介くんは、世界中の女の子を助けないとダメになっちゃうね」


「ま、それはそれで嬉うれしいけどな」


　美菜の冗じよう談だんとは気が付かずに良介が生き真ま面じ目めな答えを返し、


「──────！」


　聞こえた気がした。


「今っ、リサラの声、いや、悲鳴が聞こえた気がしないか？」


　良介の問いに、美菜もライファンも顔を見合わせ小首を傾かしげる。


「私には何も聞こえなかったけど……」


「ああ、僕にも聞こえなかったよ。気のせいじゃないかい？」


　二人が続けざまに否定してくる。でも、良介にはどうしてもそれが納得いかない。聞こえた気がしたではなく、聞こえたのだ。


「……あ、そうか」


　ポンッと良介は右みぎ拳こぶしで左手の平を縦に叩たたき、満足するように笑った。


「良介くん？」


　不思議そうな顔をした美菜に、良介は宣言する。


「悪かったな。いちいち美菜に聞くことなかったんだよ。だって俺には聞こえたんだから」


　美菜の返事はもう聞かない。


　良介は、呆ぼう然ぜんとしている美菜とライファンを置いて走り出した。


　もちろん行き先はよく分からない。なんとなく、こっちにリサラが向かっただろう程度の認にん識しきだ。


　ただそれは魂たましいに刺ささった《グラム》のせいか、それとも単に勘かんか、自分が走っている方向に間違いがない。


　そう確信している良介だ。


「《グラム》、お前もそう思うよな」


　最近は《グレイプニル》によって封ふうじられたせいで、めっきり声が聞こえなくなった《グラム》に問い掛かける。


　ドクンッ。


　魂の奥底、生きる力に刺さった《グラム》が震ふるえた、そんな気がした。


　それは、良介にほんの僅わずかに残った不安を振り払はらうに十分すぎるエールだ。


　もっとも《グラム》の動きを封じるためにある《グレイプニル》なのだから、今のが本当だとしたらキュール辺りが真っ青になりそうではある。


「……くっ」


　他の生徒に奇き異いの目で見られつつ階段を駆け上る。


　そろそろ脇わき腹ばらが痛くなりそう……。


　その時だ。


　良介ははっきりと聞いた。


「ちょっとぉぉぉぉぉっ！」


　間違いない、リサラの悲鳴だ。


「ここかっ！」


　使われていない教室の扉とびらに手を掛け、良介は中に飛び込む。


「……いない？」


　そこには誰だれもいない。そろそろ傾かたむき掛けた太陽の茜あかね色いろが差し込んでいるだけだ。


「いや、でも、確かに俺は」


　耳を澄すますが、何も聞こえてこない。


　教きよう壇だんの中をのぞいても誰もいない。カーテンの中にもいない。


「俺の勘違い、幻げん聴ちようだったのか……？」


「そうでもありませんわよ」


　良介の背中に、キュールの声が響ひびいてくる。振り返ると、カエサルを連れたキュールに、美菜に、ライファンが教室に入ってくるところだ。


「カエサルに跡を辿たどってもらったんですわ。まったく、一人で突つっ走るなんて良介さんってば、最近リサラお姉様に似てきたんじゃありません？」


　キュールが優やさしくカエサルの頭を撫なでる。


「オンッ」


　カエサルが一鳴きして、クンクンと鼻を床ゆかでヒクヒクさせ始める。


「リサラお姉様の匂においも、この教室にするんだそうですわ」


「え？」


「オンッ（ちょっと待ってろ）」


　カエサルが床に鼻を近づけたまま吠ほえる。


「フンッ……フンフン……」


　黒板近くでピタリとカエサルは立ち止まり、顔を上げた。そして全くぶれることなく、虚こ空くうの一点を見つめ、口元を強く獰どう猛もうに歪ゆがめさせながら、吠えた。


「ヴゥゥゥゥゥ、ヴォォォォォン！」


　その瞬間、


「チッ！」


　舌打ちが聞こえ、同時に教室の入り口が人知れず開き、大きな足音が去っていく。その方向をライファンが、じっと見つめる。


「ゆ、幽ゆう霊れいですか!?」


　怯おびえ声を出した美菜に、キュールが少し真しん剣けんな顔で答える。


「いいえ。簡易的とはいえ、他人の目を誤ご魔ま化かす結界が張ってあったようですわ」


「今逃にげた奴やつが痴ち女じよってことかよ」


「オンッ（いいやリサラのほかに、まだ誰かいそうだ）」


　良介の問いにカエサルが答える。


「何にせよ、結界を解術してしまえば分かりますわ。ううんと、この程度なら一言ですみますわね……」


　結界を調べていたキュールが手の平を突き出し、唱える。


「《誕生ペオース》」


　ボウッと靄もやがかかったようになり、二秒ほどで空間が澄み渡わたっていく。


　意識を失ったリサラが、お尻しりを良介達に向けて俯うつぶせに転がっていた。


　そして、そのお尻──ズボンに痴女が手を掛けている。今にも脱ぬがしてパンモロにしてしまいそうな状じよう況きようだ。


　ただ痴女の背中しか見えない。確かに背格好は五十嵐によく似ている。


　しかし、その纏まとっている雰ふん囲い気きは清せい楚そで静かな五十嵐とは真逆の、荒あら々あらしく猛たけ々だけしい、ケダモノのようなものだ。


「違う……それとも五十嵐先せん輩ぱい本人なんですの？」


「そんなことより、リサラを助けることが先だろ」


　キュールを押しのけて良介は足を踏ふみ出して──ベシッとぶつかった。


「い、いてぇ……」


　手を前に出す。間違いなく目に見えない壁かべがある。


「おい、キュール！」


「え、あれ、でも、う～ん、おかしいですわね。今ので解術出来てないわけないんですけど……」


「アルカレアがこの結界を張ったとしたら、正せい攻こう法ほうでは厳しいかも知れないね」


　ライファンがキュールの隣となりに立って、結界を触さわりだした。


「どういうことですの？」


「あの猛もう牛ぎゆうは術式が苦手なんだよ。だから、おかしな癖くせがあるのさ」


「もしかして術式が所々間違っていると？」


「そ。だからよく発動しないし、発動しても穴があったり、中ちゆう途と半はん端ぱだったりするわけさ」


「そーいう間違いだらけのを解かい析せきするのって、一番やっかいなんですけれど」


　キュールがうんざりと額に手を当てた。


　だが、そんなことをしている間に今にもリサラのパンツは痴女によって──そう思った時、良介は我知らず叫さけんでいた。


「《グレイプニル》！」


　良介の右手にはまったブレスレット《グレイプニル》が、極度の集中力を必要とするはずの《グレイプニル》が、スムーズに発動する。既すでに溜ため込んでいた霊れい力りよくを解放しながら姿を変えていく。


《グレイプニル》が蛇へびのように蜷局とぐろを巻き、鎌かま首くびをもたげる。一度、ゆらりと揺ゆれると、一気に良介の右みぎ腕うでに巻き付き始める。


　肩かたまで這はい上り、隙すき間まなくみっちりと巻き付く。


　まるでそれは鎧よろいのようだ。


　更さらに腕先では無数の小さな蛇が生まれ、右手の指先までにも巻き付き覆おおっていく。


　気が付けば、良介の右肩から下は黒い光こう沢たくで覆われ、まるで西洋甲かつ冑ちゆうを装着したようになっていた。
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　拳こぶしは巨きよ人じんのもののように巨大だ。


　その拳を振ふり上げ良介は叫んだ。目の前では、今まさに痴女がズボンを引き下ろしているところだ。


「それは、リサラのパンツは俺のなんだよっ。結界くらい、壊こわれるまで殴なぐってやる！」


　思いっきり拳を叩たたき付ける。と、パリンッとガラスが割れるような音と共に空間にヒビが入り、あっさりと結界がぶち壊れる。


　そう、あっさりとだ。


　あまりにあっさりと壊れたせいで、何度も叩こうと意気込んでいた良介は前のめりに倒たおれ込んでしまう。


　良介が倒れ込んでくる気配を察知した痴女が、フワリと避よける。


「うわっ!?」


　両腕をワタワタと回しながら、良介は思いっきり転てん倒とうしてしまった。


　人間の本能か、つい目の前にあるものを摑つかんでしまった。


　そう、それはリサラのズボンだ。


　ズルン。


　ベリッ。


　そんな音が響いた。


　最初に口を開いたのは、痴女だ。


「棒が付いてない。男じゃ……ない。女物のパンツだったのに」


　唸うなるように言うと、タッタッと軽い足音と共に走り出す。その後を美菜とライファンが慌あわてて追いかけるのが、良介には見えた。


　自分も追うべきだ。そう思って、良介は立ち上がろうとして自分の右手が摑んでいる物を見てしまった。


「……なんだ、これ？」


　そこにあるのは赤い布キレだ。


「俺が、千切ったのか？」


　じっと見つめると、レースの刺し繡しゆうなんかが施ほどこされている。


「うーん」


　事態が全く分からず、良介は顔を上げてみた。


　まずリサラが着ている男子制服のズボンが見える。ただそれは、太ふと股ももの途と中ちゆうまで下がっていた。


「ぬおっ」


　肩かた幅はばほどに開かれた脚あしの間で、ズボンが左右に引き延ばされている。当然、その上には太股があった。白い、白くすべすべの太股だ。


「ほぉ～」


　思わず良介の口から幸せの吐と息いきが漏もれ出す。


　間近で見るリサラの太股は、やっぱり素す晴ばらしい。むだ毛一つないすべすべで磁器のような艶つや、にも拘かかわらずもっちりと吸い付きそうな湿しめり気け、なにより無む駄だな贅ぜい肉にくを感じさせないくせに筋肉で硬かたくなっているわけでない、ちゃんと女の子らしさを湛たたえた柔やわらかな曲線。


　もちろん良介は何度か、この太股に間近でお目に掛かかっている。


　だがしかし、今日この時は後ろから見ているのだ。前からではなく、お尻方向から太股にお目に掛かっているのだ。


　表は健全だ。


　でも何い時つだって裏には、不健全な匂においが漂ただよう。


　ＤＶＤだってそう。


　足の裏だってそう。


　首だって前よりうなじの方が、なんかエッチだ。


　太股だって、前より後ろ、表より裏の方がなんかいい。


（ああ、スカートの時ってこの太股の裏がいつも椅い子すに密着してるのか。ぺっとりと椅子に密着してるのか。おのれ、椅子……）


　そう、よく分からないジェラシーに襲おそわれた時、ふと良介は視界内でチラチラと泳ぐものを見つけた。


　それは、布キレというよりも、もう糸だ。


　ビリビリと破かれた赤い布から赤い糸がぷらぷらとぶら下がっている。


（……ん？）


　自分の持っている赤い布キレと見比べる。同じだ。


　どう考えても、パンツが破れてぶら下がっている！


「……」


　良介は慌てて目を閉じようとした。だって、パンツが破れているってことは、この先にあるはずの乙女おとめの園が見えてしまうかも知れないのだ。そこは決して、勝手に見てはいけない秘密の楽園なのだ。


　なんというか、リサラのそこを勝手に見るわけにはいかないはずだ。


　なので目を閉じようとした。


　だが、コンマ一秒早く、良介の瞳ひとみはサワサワとたなびく赤い糸の草原を映うつしてしまっていた。


「……え？」


　それは、赤いパンツからぶら下がる糸とは、根源的に何か違ちがう。見ているだけで、心が満たされる、そして血ち潮しおが沸わき立つ力を秘ひめていた。


　あと、ちょっと縮れてる。


「あ……ああ……」


　導かれるように、まるで生まれる前からインプットされている行動のように、良介は自然と左手を伸のばしていた。


　指先が赤く縮れた糸に触ふれる。


「あっ」


　なんか、艶なまめかしい吐息を漏らす声が聞こえた。


　妙みように心がざわめく。


　欲ほしい。


　赤い糸が堪たまらなく欲しい。


　良介は触れた糸を親指と人差し指で摑み、引っ張った。


　プチンッ。


　そんな音が聞こえた気がする。


　と、同時に──。


「いったぁ────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────！！！！！！！」


　耳をつんざく悲鳴が響ひびいた。鼓こ膜まくが破れそうな音量で、良介の脳みそがくわんくわんと揺ゆさぶられてしまう。


「もがっ!?」


　いきなり、良介の眼前に肉が押し迫せまり──顔を圧あつ迫ぱくする。そのまま勢いはそがれることがなく──。


　ゴスンッ。


　良介は、ノーガードで強したたかに後頭部を床ゆかに打ち付けた。


「──!?」


　でも頭を上げようにも、上がらない。


　いやそもそも何も見えない。


　温かさとモゾモゾとした感かん触しよくが伝わってくるだけだ。


「も、もが」


「ひゃんっ!?」


　良介が顔を揺すった瞬しゆん間かん、リサラの驚おどろいたような声が響く。


「ぐっ……うぐぐぐ」


　とにかく息が欲しい。口を開けて、必死に息を吸う。


「ふあぁぁぁんっ!?」


　またリサラの声だ。


（…………も、もしかして、俺の上にあるのはお尻しり？）


　このぺっとりと顔面に吸い付いているモノは、お尻。この圧力は、肉圧、いや尻けつ圧あつなのか。


「おっ、おっ、おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　叫さけびながら良介は、リサラのお尻を摑んだ。一度持ち上げ、叫ぶ。


「もっと、もっとヒッププレス、カモン！」


「えっ、ちょ、ちょっと!?」


　戸と惑まどうリサラを無視して、一気にそのお尻を自分の顔面に叩たたき落とす。


「ごぉぉぉぉぉっ！」


　このお尻の圧力が堪らない。お尻と床に挟はさまれている感じが堪らない。


（俺は今っ、お尻に踏ふまれている!!）


　感動だった。


　足の裏もいい。


　ヒールもいい。


　だが、男として生まれたからには、一度、一度はお尻に踏まれたい。お尻に埋うもれたい！


　そう思うのが、男って生き物じゃないだろうか。


（へへっ、パンツの肌はだ触ざわりまで感じられ──ん？）


　そう言えば、偶ぐう発はつ的な事故により良介がパンツを破ってしまっていた。あと赤い糸が、チラチラ見えていた。


　良介は目を閉じると、再びリサラのお尻を《グレイプニル》の力を使って持ち上げた。


「一ついいか？」


「な、何よ」


「それはそれは不幸な事故により、リサラのパンツを破ってしまっていました」


「…………」


　しばらくリサラが考え込む。そして悲鳴が上がった。


「う、うっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　リサラの両手が良介の顔とお尻の間に滑すべり込んでくる。


　その光景を見つつ、良介は考えた。


「ってことは、ってことはだ。さっきのは、さっき俺が引っ張ったのは……もしかして、リサラのアノ毛？」


　つまんだままの赤い糸をチラりと見て、良介はそっとポケットにしまった。


　その問いに返答はない。ただリサラが、膝ひざ立だちのままゆっくりと移動していく。


「お、おい」


　良介は目を開けた。丁度、リサラがパンツが破れちゃった股こ間かんを押さえながら、良介の腰こしの上を通過している。


　それはまるで、またがっているかのようだ。


　何より、お尻丸出しで手で大事な所を押さえている美少女の後ろ姿。しかも腰の上にいる。


　それはあたかも、自分がまたがられている。


　俗ぞくに言う騎き乗じよう位いみたいだ。


　たまらない、たまらなく扇せん情じよう的だ。


　ドクンッ。魂たましいが震ふるえた。野性の本能が湧わき上がってくる。


　ただ、それだけだ。


　そして良介は──泣いた。


「え、ちょ、ちょっと、泣きたいのは私の方なんだけどっ」


　ようやくズボンをはき直したリサラ（ノーパン）が、戸惑った顔を浮うかべる。


「だって、だって……」


「だって何よ？」


「立たないんだよぉぉぉぉぉぉぉ」


「は？」


「俺は、俺の心は、魂は興奮して臨戦態勢なのにっ、全く、欠片かけらも、反応してくれないんだっ。微び動どうだにしないんだよっ。分かるかっ、頭じゃエッチしたいのにっ、俺の、俺の体がそれを拒きよ否ひしてるんだっ。こんな素す晴ばらしい事件がある時に限って《グレイプニル》の霊力がすっからかんって、エロス神は俺を見捨てたのかぁぁぁ！」


　一歩、二歩、リサラが良介から遠ざかった。


「私が恥はずかしい目に遭あったことは変わらないんだけど……」


　リサラがはぁぁぁぁと深いため息を吐つく。


「うう、ぐすっ……好きな時に立てることも出来ないなんて、俺の、俺の男としての価値が……」


「まったく、誰だれもそんなところで男の子の価値なんて判断しないわよ」


「なんだよ、じゃぁ何か」


「なによ」


「リサラはいざって時に、俺が立たないでもいいっていうのかよ！」


「なっ」


　リサラが言葉を失う。


「どうなんだよっ！」


「ど、どうって、それは確かに困るけど…………ん？」


　リサラが言葉を切り、急に目を閉じて考え込んだ。そして、すぐに目を開けて叫ぶ。


「なんで良介とエッチするのが前提になってるのよ！」


「いや、つい」


「ついって、あのね！」


「ものの喩たとえだってば」


「……ふんっ。行くわよ、良介！」


　プイッと顔を背そむけてリサラが歩き出す。ただ、歩く度たびに時折垣かい間ま見みえる耳の先は確かに赤かった。





　　　　※　　　※　　　※





「死し屍し累るい々るいってのは、このことね」


　リサラが、廊ろう下かを歩きながら顔を引きつらせた。なぜなら、廊下のあちこちにパンツ丸出しの男子生徒が転がっているのだ。


　もう手当たり次し第だいといった感じだ。


「どう考えても普ふ通つうじゃないわ。暴走しているとしか思えないわね」


「リサラ」


「何よ、良介」


「パンモロにする痴ち女じよなんだし、元々普通じゃないだろ」


　良介としては冷静な突つっ込こみのつもりだったが、怒おこられた。


「そういうことじゃないでしょ。今までの痴女は、変態だったけど、他の人の目にふれないように慎しん重ちように行動してたわけでしょ」


「おう」


「でも見てよ。この真まっ直すぐな廊下だけで、四人は犠ぎ牲せいになってるのよ。どう考えたって、隠かくれてやった行こう為いじゃないわ。自分の身を隠すことなんて忘れて、欲求のままに動いているでしょ」


「なるほど……痴女から、グレート痴女に目覚めたわけか」


「ま、まぁ、そんなところね」


　頷うなずくが、いささかリサラには納なつ得とくしかねるところがあるらしい。しきりに首を傾かしげる。


「んっ!?」


　良介の視界に、一人の男の姿が入った。


　もう下校時間間近で、廊下にはパンツ丸出しの犠牲者しかいない。その中に一人、呻うめいている男がいた。


　その男だけが仰あお向むけにひっくり返っている。


　大の字に手足を伸のばし、なぜかウィッグが股間に被かぶさっていた。


「大平っ!?」


　親友の名前を呼び、良介が駆かけ寄る。


「あっ……はぁぁぁぁぁぁ[image: ]」


　桃もも色いろの吐と息いきを大平が上げた。正直、気持ち悪い。


「どういうことなの、同じ人間は二回襲おそわないはずじゃ？」


　駆け寄ってきたリサラが、良介の後ろに立った。彼女も気持ち悪かったのか、それ以上近寄ろうとはしない。


「お前が暴走してるって言ったんだろ。二回襲ったって不思議じゃ──」


「ち、違ちがうぞ……」


　良介の言葉を大平が遮さえぎった。


「大平？」


「お、俺は……変装したんだ。あの、あの時の屈くつ辱じよくを晴らすために」


「それでウィッグか……」


　良介は股間に被さったウィッグに目をやった。金きん髪ぱつロングのウィッグで、大平が着けても安い仮装にしか見えなさそうだ。


　と思ったら、その脇わきには外人っぽい高い鼻の変装グッズまである。良介は、既すでに《グレイプニル》を解除した右手で、その高い鼻を摑つかみ、リサラに見せた。


「……変装と仮装を間違えてるとしか思えないわね」


　リサラの苦く笑しように、良介も同感だった。


「ま、まぁ変装が功を奏したのはいいとして、結局脱ぬがされてるじゃないか」


　良介の問い掛かけに、大平はニッと笑い、ヨロヨロと右手を上げてサムズアップした。


「痴女は逃にげたのさ。俺は、パンツを見られてない……つまり、俺の勝ちさ」


「いや、でも」


　どう見ても、ズボンは半ば以上脱がされている。ただ股間にウィッグが掛かっているだけだ。


「ふっ……最初から、パンツ穿はいてなかった」


「は？」


「玉野先せん輩ぱい、つぅっ……玉野先輩達が俺の屈辱を利用して、痴女様のパンツをのぞこうってしているのが……くっ……俺には気に入らなかったんだ。だから、俺は……俺の手で、屈辱を晴らして、か、勝とうと思ったんだ……」


「それで、パンツをはかずに……捨て身の作戦に出たのか」


「あ、ああ……全すべてを晒さらして、俺は勝ったのさ……くっ」


　苦痛に大平が顔を歪ゆがめる。


「大平……でも、痴女も意外に純情なんだな。モロを見ただけで逃げるなんて」


「ふっ……甘く見るな」


「え？」


「パンツなしで見られる。痴女様に見てもらえる……くっ……そう思うだけで、俺はもうエレクトさ……だ、だから痴女様は、俺の象さんがパオーンしている勇姿をみて、に、逃げたんだ……へ、へへ、今度はちゃんと俺の男を見せつけられた……ぜ」


　大平が誇ほこらしげに笑い、良介は押し黙だまった。リサラといえば、露ろ骨こつに「うぇぇぇ」って顔してる。


「脱がされた途と端たん、痴女様は悲鳴を上げて逃げた……ぜ……」


「ちょ、ちょっと待て。まぁ、分かる。いきなりお前のを見せられたんじゃ、まぁ、痴女に同情するけど……なら、なんでお前は倒たおれてるんだ？」


「蹴けられた」


「は？」


「思いっきり、痴女様にパオーン状態のまま蹴り上げられて……気持ちいいのと痛いので死にそうです」


　良介とリサラは、震えている大平を捨て去った。


「ねぇ、あれが親友でいいわけ？」


「ま、まぁ、あれで中々……」


　そう答えながら階段を痴女を追いつつ上り、二人は立ち止まった。


　廊下の端はしに一人の生徒が追い詰つめられている。当然、追い詰めているのは、背中をじっくり見るまでもなく、纏まとっている雰ふん囲い気きで痴女だと分かる。


　そして何より、その前にアルカレアと対たい峙じするキュール達の姿があった。


「アルカレア、どういうつもりなんだい」


　ライファンの問い掛けに、ジャージ姿のアルカレアがニヤニヤと顎あごをさする。


「それはアタイの言葉だね、ライファン。アンタこそ、どうして、そこのゼリア家のお嬢じようちゃんと一いつ緒しよにいるんだい」


　アルカレアの言葉に、ライファンがたじろぐ。


「そうそう、それでいいんだよ。どうせアンタなんて、アタイら《四し雷らい斧ふ》の数合わせでしかないんだからね」


　大おお股またでアルカレアが歩き出した。


「ほら、どきな」


　肩かたを摑んで、ライファンを壁かべへと押しやる。ライファンは力なく項うな垂だれ、されるがままだ。


　そんなライファンをチラリと見たキュールが、カエサルと共に美菜の前に立ち、アルカレアを見上げる。


「へえ、どうあっても痴女の邪じや魔まをしようっていうのかい」


　ボキボキと拳こぶしを鳴らす。そんなアルカレアを、キュールが怯ひるむことなく笑い飛ばした。


「いいんですの。仮にも体育教師が生徒を殴なぐったりして。体たい罰ばつには煩うるさい世の中って聞いていますけど」


「……」


　アルカレアの歩みが止まり、押し黙る。


「折角、潜せん入にゆうしてるんですもの。こんなことで体育教師を首になったりしたら、色々とまずいんじゃありません？」


　ビシリとキュールが、アルカレアを指差した。


「っ！」


　アルカレアの眉まゆが跳はね上がった。


　その反応にキュールが戸と惑まどう。自分はあくまでもアルカレアを怒らせようとしたのだ。そうして冷静な判断力を奪うばおうとした。


　だから、この反応は完全にキュールの予想の範はん疇ちゆうを超こえていた。


　だって笑っているのだ。


　アルカレアの顔に、飢うえた狼おおかみが獲え物ものを見つけたかのような、獰どう猛もうな笑えみが浮うかんでいるのだ。


　しかも、雄お叫たけびのように笑い出した。


「フフッ、フフッ、フハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」


　アルカレアが歩き出した。


　もう目の前にいるキュールの存在など、目に入っていない。ぶつかれば、きっとそのまま押し倒し、踏ふみつぶして行っただろう。


「怪け我がしたらどうしてくれるんですの！」


　カエサルに袖そでを引かれてなんとか難を逃のがれたキュールが、アルカレアの背中を睨にらみ付け──、


「あ……あ、ああ、なるほど。遅おそいって言うべきですわね」


　その先にある姿に、苦笑した。


「悪かったな」


　良介が答える。キュールは良介の返答を聞くと小さく笑い、カエサルと共にアルカレアに背を向けた。


　アルカレアは、そんなキュールの行動には全く気が付かず、嬉うれしそうに良介とリサラの前に立ちはだかった。


「さすがにこの状じよう況きようなら、戦ったってお咎とがめなしだろうね」


「俺には用事なんてないよ。どいてくれないか？」


「アタイにはあるんだよ。あの海で、よくもまぁ舐なめた真ま似ねをしてくれたね」


　それは玉野に連れて行ってもらった海での出来事だ。


　玉野が《イレギュラー》か否いなかを調べに来たアルカレアは、良介の起こした落石に巻き込まれ、敗北した。しかも、トドメがさせたにも拘かかわらず良介に助けられるという形でだ。


「あの屈辱、アタイは忘れちゃいないんだよ！」


　ドンッとアルカレアが一歩踏み出す。


「大平の方が上だな」


「あん？」


「アイツは自分の屈辱を晴らすために、自分の大切なものを全てさらけ出して、そこの痴ち女じよと戦った。そうさ、玉野先輩達の暴走とは関係なく、一人だけの力でな！」


　アルカレアに大平の心意気を叩たたき付ける。もっとも後ろでリサラが「そこまで大したものだったかしら……」とぼやいているが、ここは無視。


「いたいけな女性を痴女に仕立て上げて騒そう動どうを起こしている暇ひまがあったら、素す直なおに俺に挑ちよう戦せんしてくればよかったじゃないか！」


　その言葉に、アルカレアが数秒間硬こう直ちよくし、


「はっ、あははははははははははははははははははは」


　大声で笑い出した。


「何を勘かん違ちがいしているんだい。アタイの任務はあくまでも痴女に好き放題させることさ。そこに加か賀が良介、アンタが来てくれたんだね。どうせ、邪魔しに来たんだろう？　であれば、任務の中でアンタを倒すことが出来るじゃないかっ。フフフ、まさに一石二鳥ってやつだからね。嬉しくて堪たまらないんだよ！」


「正気なの？　ここで私達と戦えば、確実に貴女あなたは人間界で追われる身になるわよ」


　挑ちよう発はつ的な眼まな差ざしでリサラがアルカレアを睨む。


「それはおかしな話だね。リサラ・レストール、アンタだってここに潜入している身だろうよ。しかも《イレギュラー》の存在を、他の死しに神がみ組織には隠かくしてさ」


「それで？」


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくな表情でリサラが次の言葉を促うながす。


「……だからだっ。アンタらだって、この学園に潜入しているのはバレて欲しくないんだろうっ。そのアンタ達が、アタイの存在を他の組織に告げ口出来るとは思えないね」


「うん。まぁ、筋は通っているわね」


　完全に上から目線でリサラが言葉を紡つむぐ。


「確かにレストール家は、《イレギュラー》が桃園学園に発生するって情報を隠しているわ。でも、《イレギュラー》が近々どこかで発生し、それを《雷神の雹テイールハガル》が追っている。その情報そのものは、もう死神界に広まっているわね。だから、なおさら私達はここに《雷神の雹テイールハガル》の幹部の貴女がいるって情報を、広めるわけにはいかないわ」


　リサラが、生徒の回答を補足するように細かく説明する。そして、射い貫ぬくようにアルカレアを睨んだ。


「で、それが貴女にどう関係するわけ？」


「ど、どうって」


「確かにレストール家としては、《雷神の雹テイールハガル》が桃園学園にいることが漏もれるのは、好ましくないわ。でもね、好ましくないだけよ。貴女は、ここで暴れれば、この学園にいられなくなる。つまり《イレギュラー》捜さがしが出来なくなる。分かる？　貴女の持っているカードの方が、遥はるかに弱いのよ」


「ぐ……くそっ」


　アルカレアが唸うなる。その姿を、アルカレアに比べれば背が低いリサラが、完全に見下ろし、近づく。


「どきなさい」


　その言葉には、死神界の準王家の令れい嬢じよう──つまり王女として育ったものだけが持つ、支配する迫はく力りよくがあった。


　アルカレアは気け圧おされたように、一歩横に退く。


「行くわよ、良介」


「お、おう」


　良介はリサラの背中に付き従い、ほとんど従者のように歩いた。


（なんだろう、この安あん堵ど感……あ、そうだよな、俺にはこうやって従う方が似合っているよなぁ）


　呑のん気きに思う良介だ。


「さてと、いい加減に顔を見せてもらいましょうか。痴女さん」


　リサラが、キュールとカエサルに押さえられながら、それでも哀あわれな男子のズボンに手を掛かけている痴女に近寄る。


　一方で、良介は哀れな犠ぎ牲せい者しやの顔を見てみた。


「あ、杉すぎ浦うら先せん輩ぱいじゃないか」


　それは桃園学園八はつ奇き衆しゆうの一人、いつ如い何かなる時もテストで六十九点を取る《六十九》こと、三年の杉浦だ。


　前まえ髪がみを下ろしているせいで表情はよく分からないが、戸惑いつつも、それほど強く逃にげようとはしてない気がする。


「そうか……そうだよな。杉浦先輩も変態だし、一度はズボンを脱ぬがされてみたいのか」


　妙みような納なつ得とくを良介がすると、杉浦がブンブンと首を左右にする。


「なんでもいいわっ。とにかく、今は痴女の正体を確かく認にんするわよ」


　リサラが痴女の顔を、やや強ごう引いんに振ふり向かせる。


「やっぱり……」


　五十嵐の顔が、そこにはあった。何か取り憑つかれたような目をして、ブツブツと呟つぶやいているが、間違いなく五十嵐だ。


「五十嵐先輩、どうして……あんなに清せい楚そで静かな人が」


　リサラの呟きを聞いたアルカレアが、嘲ちよう笑しようを上げる。


「清楚で、静かだ？　あははははは、笑わせるんじゃないよ！」


　ノシノシとアルカレアが近づき、リサラを百八十センチの身長で見下ろす。


「言っておくけどね、アタイはこの女の願望を引っ張りだしただけなんだよ。ガルダーブロウグに貰もらった、この術式が編み込まれた指輪でね」


　指を伸のばして、アルカレアが指輪を見せつける。


「で、でも、五十嵐先輩の夢って……王子様とペアルックだったんじゃ」


「そうだ。ちょっと女の子っぽい強い男が、理想の相手だったはずだ」


　美菜と良介の言葉に、アルカレアが首をすくめた。


「だから、知らないって言ってるだろう。確かにこの女の魂たましいの願望は、恋れん愛あい成じよう就じゆだったみたいだよ。だからアタイは、その魂の奥底に隠していた願望を引きずり出してやっただけさ」


「……恋愛成就ですって？」


　キュールが聞き返しながら、怪け訝げんな顔をする。


「なんだい、お嬢じようちゃん。アタイに文句でもあるのかい？」


「違いますわ。ただ結びつかないだけですの」


「結びつかないだって？」


「ええ。恋愛成就が、どうしてパンツ確認になるんですの？」


「………………そういや、そうだね」


　アルカレアが、首を傾かしげた。


「いやいやいいやいや、もっと早くに気が付きません、普ふ通つう！」


「アタイは、そういう細かいことは気にしないタイプでね」


　カラカラとアルカレアが笑う。そんなアルカレアをリサラが手で制す。


「ちょっと待って……」


　耳を五十嵐に近づける。


「…………間違い、ない？　この人？　確認、する？」


　聞きながら、リサラが五十嵐の呟きを口にした。


「この人って……杉浦先輩のことなの？」


　美菜が目を丸くした。


　おそらく全員が思ったに違いない。


　清楚で静かで合あい気き道どうの達人でもある五十嵐が、六十九にこだわりを持つ以外は、特になんの特徴もなく、目立たず、猫ねこ背ぜで、陰いん気きとすらいえる杉浦を好きになるわけがない。


　理由がない。


　そもそも、女の子っぽく、強い男が、五十嵐の理想のはずだ。


　目の前の杉浦という男は、女装は似合わなそうだし、強くもなさそうだ。


　信じられない。


　一人をのぞく全員がそう思った。そう、一人の馬ば鹿かをのぞいてだ。


「なんだかよく分からないけどさ。確認すればいいんだろ」


　のそりとアルカレアが前に出て、杉浦のズボンを握にぎった。


「ばっ、ばかっ、やめろっ。これは命令だ！」


　杉浦の口から、思いの外ほか強い響ひびきの声が出た。だがアルカレアはその言葉に貸す耳は端はなから持ち合わせていなかった。


「はっ、なんでアタイがお前なんかの命令を聞かなきゃいけないんだよっ」


　遠えん慮りよ無くズボンを引きずり下ろそうとする。


「貴様っ、まだ分からないのかっ。候補に名前がない杉浦だぞっ、その意味を！」


「ああん、何を言ってるんだいっ」


　杉浦のズボンを引きずり下ろす手に、アルカレアが容よう赦しやなく力を入れた。そのやりとりを、ぼうっと見聞きしていたライファンがいきなり叫さけんだ。


「……待て、アルカレアっ。その男はまずい！」


「なんだい、手て柄がらは譲ゆずらないよっ。これで五十嵐が覚かく醒せいすれば、このアタイの手柄なんだよ！」


「だから、相手が──」


　ライファンが言い終わる前に、アルカレアが杉浦のズボンを完全に引きずり下ろした。


　そこにあるのは、パンツだ。


「あ、ああぁぁぁ、女性向けのパンツっ。やっぱり、貴方が！」


　五十嵐が歓かん喜きの声を上げた。


　そう杉浦が穿はいていたのは、女物のパンツだ。


「ああ、女の子っぽい男の子って、下着が女物って意味だったんだ」


　美菜がうんうんと頷うなずく。


「なるほどですわ。そのために、校内中の男子のパンツを確認して回っていたんですのね」


「そりゃ痴ち女じよって言われるわね……」


　キュールとリサラがうんざりと首を振る。


　ただ、良介はこれで事件が解決したと笑うことも苦く笑しようすることも出来なかった。強く感じるのだ。どこかで、何度も、味わったプレッシャーを感じるのだ。


「ったく、愛いとしの王子様に会っても、霊れい力りよくに大きな変化はなしか。外れだね、この女も……ああ、悪いね、ああ、下着少年。アンタの変態性せい癖へきを暴あばいちまってさ」


　アルカレアがあざ笑いながら、杉浦の肩かたをばしばしと叩たたく。


　二度三度、四度目だ。


　アルカレアの腕うでが、いきなり杉浦に摑つかまれた。


「なにするんだいっ……んっ、ぐっ、ぐぅぅ……な、なんで、う、動かないっ!?」


　強く摑まれた腕の痛みに、アルカレアの声が歪ゆがむ。


　その脇わきにライファンが立った。


「まさか貴方が人間界に戻もどっているとはね、予想外だったよ……ガルダーブロウグ」


　ライファンが言った瞬しゆん間かん、場の空気が凍こおり付く。


　杉浦は答える代わりに、ゆっくりと背筋を伸ばして囁ささやいた。


「《装束デイスラード》」


　塵じん芥かいが杉浦の周りを渦うず巻まく。時折、その中に黄金の輝かがやきが、雷かみなりのように混じる。


　やがて渦は徐じよ々じよに収縮し、杉浦の体に巻き付いていった。


「…………ふむ」


　ガルダーブロウグがそこにはいた。


　漆しつ黒こくの服を纏まとい、頭部に三本のねじ曲がった角を生やし、何よりも黄金の網あみで編み込まれた仮面を被かぶった死神、ガルダーブロウグがそこには確かにいた。


「ガルダーブロウグ……」


　良介は、その仮面を睨にらみながら唸った。


「その通りだ。久しぶり、と言っておこうか」


　ガルダーブロウグが、黄金の仮面の欠けた頰ほおを触さわった。そこは、良介が振るった《グラム》によって斬きられたのだ。


「まったく。私としては杉浦として、もうしばらくこの学園に潜ひそんでいるつもりだったのだがな。このバカのせいで、台無しだ」


　ガルダーブロウグが摑んだアルカレアの腕をねじり上げる。


「ぐああぁぁぁっ」


「バカほど扱あつかいに困るものはないな」


　苦く悶もんの声を上げたアルカレアの腕を、ガルダーブロウグが離はなし、その体を蹴けった。


　ドサリと巨きよ体たいが地面に転がる。


「す、すまないよ……気が付かなかったんだ」


「さて、どうするか。そこの五十嵐も、無む駄だ足あしだったわけだしな」


　五十嵐を見て、ガルダーブロウグが腕を組む。


「しかし、なぜ私──杉浦に惚ほれたのだ。貴様とはさして接点は無かったと思うがな」


「助けて……助けて、くれた」


　五十嵐の言葉に、ガルダーブロウグが記き憶おくを探さぐるように考え込む。


「初めてだったから……。強くて、下心がなくて」


「ん……あ、ああ。貴様がチンピラに絡からまれていた時か。確か始業式のことだな」


　確かに五十嵐を助けた。そして、自分の下着を見られた。


「恩を着せることもなくて、貴方あなたは、颯さつ爽そうと去っていったわ……あの時から、貴方の背中が忘れられなくなったのよ。白馬の王子様だと思った」


　一目惚れというものだろう。


　今も五十嵐は熱の籠こもった視線をガルダーブロウグに向け、ゆっくりと近づいていく。


「私は、貴方のことが、す──」


　だがその告白は、なされなかった。


「うっとうしい」


　ガルダーブロウグが組んだ腕を解き、左手で五十嵐の体を振り払はらう。


「きゃぁっ!?」


　恋こい心ごころのせいか、武道の心得のある五十嵐が見るも無む惨ざんに、廊ろう下かに転がる。


「ふんっ、バカバカしい」


　ガルダーブロウグが五十嵐を氷のように冷たい目で見下ろす。


「お前に《イレギュラー》候補としての価値以外、何がある？　アルカレアとレストール家が踊おどる、ただそれだけの贄にえの分際で、この私に個人的な感情を求めるだと？　人間の、しかも貧ひん相そうな胸の分際で、分不相応も甚はなはだしい。いいか、よく聞け。私が貴様に対価を求めなかったのは、貴様に価値がないからだ。貴様に何の興味も湧わかないからだ」


　苛いら立だたしげにガルダーブロウグが宣告する。


　それを五十嵐は、呆ぼう然ぜんと聞いていた。崩くずれるわけでも泣くわけでもない。ただ、硬こう直ちよくしている。


「ひどい……」


　美菜が呟つぶやく。良介は叫んだ。良介は我が慢まん出来ずに叫んだ。


「ガルダーブロウグっ。女の子の恋心はな、世界で一番貴重なんだぞっ。綺き麗れいなんだ。それが分からないのかよ！」


「……邪じや魔まなだけだな」


　つまらなそうにガルダーブロウグが言い、何か思い付いたのか、口を歪めて笑う。


「だが加賀良介。貴様のおかげで、この哀あわれな貧乳女にも価値があることに気が付いたぞ」


　ゆっくりと五十嵐の側そばに行き、ガルダーブロウグがその手を取った。


「あ……」


　あれだけのことを言われたにも拘かかわらず、五十嵐の顔に喜びが広がる。


「今回、私としても完全に虚きよを突つかれた遭そう遇ぐうなものでね。あまり霊力の持ち合わせがない」


　ガルダーブロウグが、五十嵐の胸に手をやる。


「……やれやれ、本当に貧相だ。だが、その奥底は使えないわけでもない」


　手が、五十嵐の中に埋うもれていく。


「まさかっ、生きる力から霊力を直接絞しぼり取る気っ!?」


　リサラが叫ぶ。


「ご名答だ。アルカレア、ライファン。連中を足止めしろ」


　その指示に、ライファンはただ俯うつむいただけだが、アルカレアは嬉き々きとした顔で問い返す。


「戦せん闘とうをしても、いいってことだよなっ！」


「ああ、その通りだ。今、ここを結界で覆おおう──《隔離の小島リユングヴイ》」


　ガルダーブロウグが唱えると、五十嵐がビクンッと体を痙けい攣れんさせた。それと同時に衝しよう撃げきが走る。圧縮した空気とぶつかった、そんな衝撃だ。


「ふむ。以前絞った時も思ったが、中々の霊力を持ってはいるな。割とまともな結界になった」


　そう言いながらも、ガルダーブロウグが五十嵐から霊力を絞り続けている。それが分かってしまう。なぜなら五十嵐の体が痙攣し続けているのだ。しかも、徐じよ々じよに痙攣は激しくなっていく。


「くそっ。アルカレア、そこをどけよ！」


　良介が叫ぶと、アルカレアが嬉うれしそうに、獰どう猛もうな笑えみを浮うかべる。


「自発的にどくと思うかい？」


「《グレイプニル》！」


　吠ほえる。特に意識しないでも、良介の心は研とぎ澄すまされていた。


　女の子を守りたい。


　そこには、褒ほめられたい、いい格好をしたい、モテたい、そんな感情は抜ぬけ落ちていた。ただ、女の子を守りたかった。


「だって、女の子が好きだから！」


　右腕全体に《グレイプニル》が巻き付き、甲かつ冑ちゆうとなる。その右みぎ拳こぶしを良介は、思いっきりアルカレアに叩き付けた。


「馬ば鹿かなっ!?」


　咄とつ嗟さにアルカレアが両腕を交差させて、《グレイプニル》の拳を受け止める。それでも彼女は、浮き上がり、二メートルほど吹ふき飛び、壁かべに激げき突とつした。


「やってくれるじゃないか。《装束デイスラード》が間に合わないなんてね」


　アルカレアが頭を振ふりながら、壁から離れる。コンクリの壁には、無数のヒビが残されていた。


　良介は、その結果を確かく認にんすることなく、床ゆかを蹴って跳とんでいた。


　ガルダーブロウグに向けてだ。


「──！」


　良介の右拳をガルダーブロウグが、手の平を重ねて受け止めた。


　そう、左手の平を、五十嵐の魂たましいから抜いた右手の平で支えてだ。


「……まぁいい」


　蒼そう白はくの顔のまま床に転がった五十嵐を、一度見ただけでガルダーブロウグは、もう彼女への興味を失った。すぐに顔を上げて、間近の良介を睨む。


「レストール家め、蔵くらの奥から片割れを探し出したか」


《グラム》の暴発を抑おさえ込む《グレイプニル》は、《グラム》の鞘さやを鍛きたえ直したものだと、良介達は説明された。片割れという言い方も、確かに間ま違ちがってはいない。


「だが、そんなもので、この私に勝てると思うのか？」


「知るかよ！」


　摑つかまれた拳を、そのまま押し込んでいく。


「ほう」


　よろめきながらガルダーブロウグが、感かん嘆たんの声を上げた。そして、瞳ひとみに好こう奇き心しんを灯ともらせる。


「《ファヴニール》を失ってなお、まだこれだけ《グラム》の片割れを使いこなすか」


「残りカスがあるんでね」


「そうか残りカスか。そう言われたか。ククッ、ククククク！」


　ガルダーブロウグが笑う。同時に、摑んだ拳に力を入れていく。


「ぐっ、ぐあぁぁぁっ！」


　ミシミシと《グレイプニル》が悲鳴を上げる。


「アルカレアの魂こん胆たんは分からんが、貴様の魂の底、やはり知りたくなったぞ」


　ガルダーブロウグが、《グレイプニル》を摑んだ左手一つで、良介を投げ飛ばす。


「アルカレア、貴様の獲え物ものだ」


「殺してもいいんだね！」


　足あし下もとに転がってきた良介を見下ろしつつ、既すでに死神装しよう束ぞくを纏まとったアルカレアが質ただす。


「当然だ」


「その言葉を待ってたよ……《野牛の鎌ウル・プラデユール》よ！」


　アルカレアが、とても鎌かまとは思えない骨太のポールウェポンを呼び出す。何キロあるか想像もつかないその鎌を、アルカレアは片手で軽々と持ち上げて、切っ先を良介に向けた。


「と言っても、その拳が相手じゃ面おも白しろくないね。《グラム》を出しな」


「正々堂々やろうっていうのかよ」


　良介は立ち上がりながら、油断なくアルカレアを窺うかがう。


「正々堂々？　そんなことは知らないね。ただアタイはね、刺し激げきのない喧けん嘩かはしたくないんだよ。やるなら、せめてアタイを感じさせてくれないとね」


《野牛の鎌ウル・プラデユール》を肩かたに担かつぎ、アルカレアが舌なめずりをした。


　心なしか、その顔は紅潮している気がする。


　良介は美菜に下がっているように言うと、《グレイプニル》を解除した右手を後ろに向けた。


「……リサラ。俺の革かわを剝むいてくれ」


《グレイプニル》──ブレスレットに巻かれた革、それこそが封ふう印いんだ。


「その言い方はやめてくれないかしらね」


　死神装束姿のリサラが良介の手を取り、革を剝く。


「良介さん。魂に残った《ファヴニール》の霊れい力りよくで、《グラム》を覚かく醒せい出来るのは残りもう四回ですわ。覚醒させるなら、ここで確実にアルカレアとは決着をつけないと」


　リサラと同じく既に死神装束を纏まとっていたキュールが、真しん剣けんな、何か訴うつたえるような顔で良介を見上げる。


「何が言いたいんだよ」


「簡単な話ですわ。一いつ騎き打うちなんかにこだわらないで、キュール達も助勢すべきだってことです」


「…………」


　キュールの提案に、良介は束つかの間押し黙だまった。


　素す直なおに、その提案が卑ひ怯きように思えたのだ。


「キュールの提案を呑のむべきね」


　リサラが、ガルダーブロウグの足下に横たわり痙攣している五十嵐を見る。


「五十嵐先せん輩ぱいが心配だわ。急いで手を打たないと、魂が崩ほう壊かいしかねないわよ……」


「分かった」


　五十嵐のことが懸かかっている以上、卑怯も何もなかった。


「いや、それでは加賀良介の底を見定めることにはならないな」


　聞こえた。そう思った時にはもう、ガルダーブロウグが目の前にいる。


「な──」


　リサラが悲鳴を上げることすら出来ずに、吹き飛ぶ。


「お前もだ」


「オンッ！」


　カエサルが、キュールの死神装束のスカートを嚙かみ、引き倒たおす。倒れ込むキュールの上を、ガルダーブロウグの拳が通り過ぎる。


「アンタの相手はアタイだろうが！」


　リサラとキュールに構う暇ひまもなく、アルカレアが突とつ進しんしてくる。


「くっそっ！」


　自分から転がって、なんとかその突進を避さけた。だが、完全にリサラ達とは分断されてしまう。


　良介は起き上がり、後ろを見た。


　痙攣している五十嵐がいる。だが人間であり術式を知らない良介には、魂の傷など手の施ほどこしようがない。


　いや一人、居た。ライファンだ。だが、まるで今の状じよう況きようから逃にげるように俯いたまま殻からに閉じこもっている。


「いきなり裏切ってくれなんて言えないか……」


「何をブツブツ喋しやべってるんだい。早く《グラム》を抜きなよ。言っとくけどね、アタイは気が短いんだ。あんまり待たせると、このまま殺しちまうよっ」


　言うやいなや、アルカレアが《野牛の鎌ウル・プラデユール》を頭上で唸うなりを上げて回転させる。


「……」


　良介は、何度も魂に呼びかけた。《グラム》の名を呼んだ。


　だが反応はない。


　焦あせりだけが募つのっていく。


「ふんっ。待っても無む駄だなようだね」


　アルカレアが《野牛の鎌ウル・プラデユール》の回転速度をさらに上げていく……。





　　　　※　　　※　　　※





「ふむ。ようやく向こうは始まりそうか」


　ガルダーブロウグが、《旧ふるき五つ》の一つ《ティルフィング》を横よこ薙なぎに払はらった。キィンと甲かん高だかい音が響ひびき、リサラの《カルヌーンプラデュール》が弾はじけ飛ぶ。


「くっ……」


　たたらを踏ふんだリサラが、なんとか踏みとどまりガルダーブロウグを睨にらみ付ける。


「やれやれ。レストール家の血筋も随ずい分ぶんと弱まったものだな」


「よく言いますわ。《ファヴニール》に頼たよっている分際で！」


　カエサルの魂から《龍りゆう殺しの剣けんリジル》を抜き放ったキュールが、廊ろう下かの壁を駆かけ上り、ガルダーブロウグの右側面へと剣を振り下ろす。


「《盾アスタルツフ》」


　左手の平をキュールに向けて、唱える。


　空間に光の膜まくが展開され、《リジル》の刃はが押し止とどめられてしまう。


「なっ、《リジル》だって《旧き五つ》ですのに！」


　弾かれるようにして床に着地して、キュールが信じられないものを見るように、もはや消えつつある光の膜を見上げた。


「一つ訂てい正せいしておこう」


　ガルダーブロウグが口を開く。


「私は、まだ《ファヴニール》を使ってはいない。ああ、気を悪くするなよ。お前達に使う必要がないからだとは言わん。ただこちらにも色々と事情があるだけだ」


「その事情とやらを詳くわしく聞かせてもらいたいところね」


　リサラが、赤黒く輝かがやく死神の鎌《カルヌーンプラデュール》の長い柄えの、末まつ端たんを握にぎり、肩に担いだ。


「やれやれ、まだやるつもりか。私としては、アルカレアと加賀良介の戦いの邪じや魔まさえしなければ、それで構わないのだがね」


「だったら、五十嵐先輩の所に行かせてもらえないかしら」


　チラリと痙けい攣れんしながら横たわる五十嵐を、リサラが見る。


「それは聞けない相談だな。あの女が危ないからこそ、加賀良介は本気になる。違うかな？」


「でしょうね。良介は、女の子を守るって決めてるから」


「なら、結論は一つだ。あの女の所に行きたいのならば、この私を退けるしかあるまい」


「キュールっ！」


　リサラの呼び声に、キュールが《リジル》を構える。


「行くわよっ、ガルダーブロウグ！」


　リサラが前方に体を沈しずみ込ませて、床ゆかを蹴ける。


「ほう、いい突進だ」


「こっちも忘れてもらっては困りますわ！」


　キュールが唱える。


「《カルヌーンソラス》」


　青白い炎ほのおが走り、剣へと変わっていく。


「今さら、そんなものでどうするつもりだ？」


「教える義務はありませんわよ！」


　ガルダーブロウグに《カルヌーンソラス》を振ふり下ろす。が、それはすぐに《盾アスタルツフ》によって押し止められてしまう。


「無駄なことを」


「やぁぁぁぁっ！」


　リサラが、廊下の天てん井じようを《カルヌーンプラデュール》で、斬きり裂さきながら袈け裟さ懸がけに斬りつけた。だがそれも《ティルフィング》によってあっさりと受け止められてしまう。


「そろそろ私から攻こう撃げきしてもいいかな？」


「一人忘れてますわよ？」


「なに？」


　キュールが蹴った。


「オオォォォォンッ（俺のことだよ！）」


　蹴られ転がった《リジル》をカエサルが咥くわえ、ガルダーブロウグの足あし下もとに斬りかかった。


「なんだとっ!?」


　ガルダーブロウグが叫さけんだ。


「ふ……ふざけるなぁぁぁ！」


《ティルフィング》を持つ右手首を小さく返し、押し込む。


「噓うそっ!?」


《カルヌーンプラデュール》の刃が、ただそれだけで断ち斬られる。だが、《ティルフィング》は止まらない。そのままガルダーブロウグの足下に駆け込んでくるカエサルに叩たたき付けられる。いや、そもそも《カルヌーンプラデュール》ではなく、カエサルと咥えた《リジル》こそが標的だったのだ。


「ヴゥゥッゥ！」


　かつて獲え物ものを狩かった血の本能か、カエサルが視界で捉とらえられるはずのない頭上の危機を察知して、前足を踏ん張り止まる。


　その目の前に《ティルフィング》の刃先が埋うまる。


　カエサルがその瞬しゆん間かんに高く跳とんだ。


　同時に、キュールが再び《カルヌーンソラス》で斬りつける。


「おのれ！」


　ガルダーブロウグが体を前に傾かたむけ、倒れていく。


《カルヌーンソラス》の刃が、ガルダーブロウグの頭上をかすめる。


　そのままガルダーブロウグは、前へ前へと走った。


「ギャンッ!?」


　頭部がカエサルの腹にめり込む。《リジル》の刃は、ガルダーブロウグの肩かたをかすめただけだ。


　そのままガルダーブロウグは止まらずに、《ティルフィング》を斬り上げる。


「《盾アスタルツフ》！」


　リサラが慌あわてて唱える。


　光の膜が現れ、すぐに《ティルフィング》の前に砕くだけ散った。その衝しよう撃げきでカエサルが吹ふき飛ばされ、《ティルフィング》は空を斬った。


「小こむ娘すめっ、余計な真ま似ねを！」


　斬り上げた切っ先を、そのままリサラに叩き付ける。


　リサラが、刀身の半分を失った《カルヌーンプラデュール》を突つき出した。


「お姉様！」


《カルヌーンプラデュール》が砕け散り、リサラは後ろに倒れていった。





　　　　※　　　※　　　※





　良介は見た。


　赤い髪かみが、舞まい広がるのを。


　そしてリサラがその中に倒れ込んでいく。


「リサラっ！」


「ちっ、よそ見してる暇はないだろうが！」


　アルカレアが《野牛の鎌ウル・プラデユール》を叩き付けた。


　床が破は壊かいされ、その衝撃で良介は転がる。


「ちっ、ちょこまかと」


　立ち上がる時、良介は、なんとかリサラが美菜に抱だかれながら立ち上がろうとしているのを見た。当然ダメージはあるのだろうが、無事ではあるらしい。


　自然とポケットに手が伸のびていた。そこには、リサラの分身がある。


「あん？」


　良介が取り出したものを見て、アルカレアが訝いぶかしむ。


「なんだい、その糸は」


「糸じゃない。毛だ」


　良介は縮れた赤い毛を握りしめた。


「《グラム》、俺の気持ちが分かるよな。俺は女の子を守りたい。五十嵐先せん輩ぱいを守りたい。でもさ、分かるだろ」


　ゆっくりと魂たましいの奥底で、目覚めていくのを感じる。


（……自分のものを傷つけられて、怒おこったか）


「さあな。ただ、こんな毛一本じゃ満足いかないだろ」


（…………）


「なのに、あの野や郎ろうは怪け我がをさせやがったんだ」


（分かるさ。毛を見て、興奮したんじゃない。毛を握って、より身近に感じたんだろう。あれが自分のものだと）


「…………力を貸してくれるか？」


《グラム》の問いに、良介は今は答える気はなかった。ただ聞き返す。その行こう為いに《グラム》は何も文句を言わない。ただ楽しげに言う。


（違うな。お前が、俺に力を貸せ。お前の力が俺には必要だ）


「そういう時は違うだろ、相棒」


（なるほど、そうだな）


《グラム》が、嬉うれしそうに笑ったのが分かる。


　良介は、右手を胸の上に置いて虚こ空くうを摑つかみ、吠ほえた。


「行くぜ、相棒！」


（行くぞ、相棒！）


　何もない空間に、確かにソレはあった。荒あら々あらしくも、しっかりと手に馴な染じむ柄つかだ。


「《グラム》、こういう時は一字一句合わせてくれよな」


（お前がな）


　やりとりに共に笑う。


　良介が摑んでいる空間に、剣の柄が現れた。その瞬間、《グレイプニル》から爆はぜるように無数の縄なわが飛び出て巻き付いてくる。右胸を覆おおい、右みぎ腕うでを覆い、装そう飾しよくの欠片かけらもなにもない鎧よろいと化す。


　それを平然と良介は受け止めて、アルカレアに笑えみを向けた。


「悪いね」


「……悪い、だって？」


「ああ。今日の俺と《グラム》は、ちょっと楽しみたい気分なんだよ！」


　一気に引き抜ぬく。


　長く太く、そして逞たくましい刀身の剣だ。


　装飾など何一つない。


　ただ斬るためだけにある、暴力の塊かたまりだ。


「これが……《グラム》、《戦神の剣けんグラム》かい」


　アルカレアが、一歩後ろに下がる。


「ちぃっ！」


　怯ひるんだことが、アルカレアには許せなかった。その事実を否定するように突とつ進しんして、《野牛の鎌ウル・プラデユール》を叩き付け、さらにかち上げ、また叩き付ける。


　良介に何度も何度も《野牛の鎌ウル・プラデユール》を、暴れるように叩き付ける。


「…………？」


　ふとアルカレアは気付いた。


　おかしい、軽い。


　確かに自分は《野牛の鎌ウル・プラデユール》を軽々と振り回す。だが、だとしても軽すぎる。


　動きを止めたアルカレアの顔を、良介が嘲あざけるように見ている。


　カッとなった。


　また叩き付ける。


「さっきから、素す振ぶりの練習かよ」


　良介が言った。


「なんだって…………なっ!?」


　アルカレアはようやく知った。《野牛の鎌ウル・プラデユール》など、もう無かった。そこにあるのは、半分も残っていない柄だけだ。


　良介を中心として、周囲に鎌かまの残ざん骸がいが散らばっている。


　叩き付けるたびに、斬り、壊こわされていたのだ。


「馬ば鹿かな……」


「良かったな」


「何がだいっ！」


　残った柄を叩き付ける。


　良介が《グラム》をかざす。それだけだ。それだけで、柄はさらに半分になってしまった。


「俺は、ガルダーブロウグと違ちがって、女の子を斬ったりはしないんだよ。だから、そこをどけ」


「ど、どいてたまるかい！」


　アルカレアが叫び、どいていた。


「素す直なおな女の子は嫌きらいじゃないよ」


　自分を見る。信じられない。どうしてどいた。


「アタイが、このアタイがお前に怯おびえたっていうのかい……」


「出来れば惚ほれて欲しいけどな」


　平然と良介が空いた道を進む。


「ふざけ、ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　咆ほう哮こうと共に良介に突進する。その迫はく力りよくは、まるで野牛だ。


「──っ!?」


　いない。良介の姿が見えない。


　そしてアルカレアは意識を失った。
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（腹でも殴なぐってやればよかったんじゃないか？）


《グラム》の言葉に良介は、アルカレアの首筋から刃はの腹をどけ、首を横に振ふった。


「女の子のお腹なかを殴るなんて、そんな真ま似ねが出来るかよ」


　その答えに《グラム》が苦く笑しようする。


「しかし、今日は海の時と違って長いな」


　良介は刀身を眺ながめた。


（邪じや魔まくさいと思ったんだがな、今日は相あい性しようがいいらしい）


　おそらく《グレイプニル》のことだろう。


（おかげで、まだまだ暴れ足りないがな）


「暴れる相手は、そこにいるだろ？」


　良介は睨にらんだ。


　拍はく手しゆをしているガルダーブロウグをだ。


「いや、見事だ。見事な動きだったよ。おかげで、幾いくつか私は知ることが出来た」


「知ったことかよ。それより、そこをどくか、五十嵐先輩を助けるか──それとも、俺と闘たたかうか決めてもらいたいね」


《グラム》がオオオォォと喜びに震ふるえる。


「まったく見事だ。借りた力で、そうはならんよ」


「闘うんだな？」


　ガルダーブロウグの戯たわ言ごとを無視して、良介は《グラム》の柄を握にぎり直した。


「ふむ。だがな、この有様で貴様に闘う意義はあるのか」


「なんだと？」


　ガルダーブロウグが、自分の後ろを顎あごで示す。


　リサラとキュールが倒たおれている。カエサルが一人、二人を守るように震える脚あしで踏ふん張っているだけだ。


「黙だまって見ていればいいものを、暴れるものでな。眠ねむってもらったよ」


「ガルダーブロウグっ！」


「なに、大した怪我はしてないだろうよ。ただ、もう霊れい力りよくは残っていないだろうし、そもそも術式を使いこなす体力もないだろうね。つまり、分かるか？」


「何をだよ」


「貴様にはもう、そこの女を助ける手段はないわけだ」


「──！」


　魂の損傷を治すなんてことは、人間である良介には出来ない。《グラム》もまた闘い壊すことしか出来ない。


「さて、そこで提案だ。今の貴様を見て、私には思うところがある」


　友好的な素振りで、ガルダーブロウグが近づいてくる。


「どうだろう、貴様の魂をもう一度調べさせてはもらえないかな」


　横に来たガルダーブロウグが、良介の肩かたに親しげに手を置いた。


「なに、これは正当な取引だ。その代わり、そこにいる愚おろかな女を助けてやろう」


「愚か、だって？」


「愚かと言わずして何と言う。人間の分際で、しかも貧ひん相そうな胸の分際で、この私に懸け想そうしたのだぞ？　単に《イレギュラー》候補として存在させるために、少し優やさしくしてやっただけで、この私に懸想だ。まったく、これだから人間の女は尻しりが軽い。まったく愚かとしか言いようがない」


　蔑さげすんだ視線を、ガルダーブロウグが五十嵐に向けていた。


「……」


　肩に置かれた手を、良介は弾はじいた。


「ほう、怒ったのか」


「ずっと怒ってたさ。だがお前のおかげで、さらに怒れたよ」


「ふっ、おかしな感謝の仕方だな」


「うるさい。いいか、よく聞けよ。女の子の、女の子の恋こい心ごころってのは、美しいんだ。綺き麗れいなんだ。そりゃ色々あるさ。嫉しつ妬としたり焦あせったり辛つらかったりすれ違ったり……男に迷めい惑わくになる時だっていっぱいある。でもな、女の子が誰だれかを好きになることを、男が絶対に馬鹿にしちゃいけないんだよ！」


「だから？」


「恋をしている女の子は、輝かがやいてるし、可愛かわいいし、ステキなんだよ。それが俺に向けられたものじゃなくても、俺はそんな女の子を守る」


　良介はガルダーブロウグを正面から睨んだ。


「それは、取引に応じるということか？」


「そうだ」


「ふっ。愚かなことだな。恋人でもない女の色恋で、魂たましいを差し出すか」


「俺からすれば、女の子の色恋に真しん剣けんに向き合えないお前の方が愚かだよ」


「言ってくれる」


　苦笑しながらガルダーブロウグが右手を良介に近づける。


「待ってくれ！」


　叫さけび声に、ガルダーブロウグの動きが止まる。


「どういうつもりだ」


　怒いかりを込こめた視線を、ガルダーブロウグが声の主に送った。


「この私の邪魔をするというのか、ライファン・ピグノート！」


　ライファンが、五十嵐の脇わきにしゃがんでいるのだ。


「……………………はい」


　静かに、決意を込めてライファンが答える。


「こんな服装ですが、僕も女ですから」


「どういう意味だ」


「女の子の恋を馬鹿にする貴方あなたには、ついて行けません」


　きっぱりと訣けつ別べつを口にする。


「良介、まだ五十嵐先せん輩ぱいは助かるよ。僕が魂の崩ほう壊かいは止める。だから、まずはそこのモテない男を倒してくれ」


「きっ、貴様ぁぁぁぁぁぁぁ！」


　震ふるえる声でガルダーブロウグが《ティルフィング》の切っ先を、ライファンに向ける。


「おっと、相手は俺なんだろ？」


《ティルフィング》の刀身を茶化すように《グラム》で跳はね上げ、良介は笑えみを浮うかべた。


「加賀良介……いいだろう、決着をつけてやろう！」


《ティルフィング》が輝く。


『いけません』


　淡たん々たんとした声が、した。


　ガルダーブロウグの体が、ぼやけ始める。いや、倒れたままのアルカレアもだ。


「貴様っ、勝手なことを！」


『八分までしか癒いえていない体での、この戦せん闘とうは看過できません』


　抑よく揚ようのない返答だ。


「………………加賀良介、勝負は預けるぞ」


　唸うなるようにガルダーブロウグは告げ、ライファンを睨んだ。


「貴様の裏切り、後こう悔かいなどという生ぬるいもので済むと思うなよ」


　そしてガルダーブロウグとアルカレアは消えていった。





　　　　※　　　※　　　※





「……一つだけ手があるわ」


　五十嵐の胸に手をおいていたリサラが、厳しい顔で良介を見た。


　ガルダーブロウグが去った後、ライファンによって魂の崩壊を食い止められていた五十嵐を良介達は家に運び、布ふ団とんに寝ねかしていた。


　そこで、ダメージを引きずりながらも、リサラが五十嵐の魂を調べたのだ。


「今はライファンのおかげで崩壊は止まっているわ。でも、ここまで壊こわされていると、自然治ち癒ゆすることはないわ」


「治せないのかよ」


　良介の言葉に、リサラが首を左右に振る。


「死神界に帰れば出来るわ。でも、そこまで保もたないわ」


「だったらどうするんだよ！」


「焦あせらないで。だから一つ、手があると言ったでしょ」


　そう言いつつもリサラの厳しい顔は変わらない。


「玉野先輩の時を思い出して。キュールに霊力を絞しぼり取られたでしょ」


　それはリサラが人間界に来たばかりの時だ。


　レストール家の跡あと取とりを巡めぐってキュールとリサラは闘った。その時、キュールが玉野から霊力を限界以上に絞り取ったのだ。


「あの時は確か……俺の霊力を渡わたしたんだよな」


　思い出しながら言う良介に、リサラが頷うなずいた。


「ええ、それで五十嵐先輩の魂も治癒出来るはずよ」


　リサラの返答に良介は胸をなで下ろした。だが、リサラもキュールもライファンも、厳しい顔は変わらない。


「なんだよ、お前ら」


「……問題がありますの」


　キュールが言う。


「玉野先輩の時よりも、五十嵐先輩の魂の損傷は激しいんですわ」


「だから、なんだよ」


「おそらく《グラム》の霊力だけでは足りませんわ。良介さん自身の生きる力を、さらに絞り取る必要がありますわ」


「……俺の？」


「ええ、人間界でいうところの輸血ですわね。もちろん、それで良介さんの魂が傷つくことはありませんわ。ただ」


「ただ、なんだよ」


「限界まで霊れい力りよくを絞り取りますから、当面……」


「分かったよ」


　良介は頷いた。分かったのだ。


「エッチな興奮は、当面お預けってことだな？」


「はい。それも普ふ段だん、リサラお姉様が吸い取る時よりも、ずっと長いと思いますわ」


「ま、仕方ないな」


「いいんですの？」


「いいも悪いもないだろ。それにさ、俺は五十嵐先輩を守るって、もう大おお見み得え切っちゃってるしさ、後には引けないだろ」


　その答えにキュールが驚おどろくが、リサラは微笑ほほえんだ。


「だろうと思ったわ。良介、こっちに寝てくれる？」


「ああ」


　用意してあったもう一つの布団に良介は横たわる。


「なあリサラ、五十嵐先輩の記き憶おくを消したりするのか？」


　リサラ達が死神であること。それはまだ秘密にしなければならない。


　今までも何回か、リサラはその正体を知った相手から記憶を消し去っている。


「今回は、その心配はないのさ」


　霊力を移す準備をしているリサラに代わって、ライファンが答える。


「どうしてだよ？」


「記憶が飛ぶんだよ」


「飛ぶ？」


「魂の損傷が激しすぎるからね、ここ数日の記憶は……五十嵐先輩の中から、確実になくなるのさ」


「……ならさ」


　少し考えてから良介は言った。


「出来れば、始業式にガルダーブロウグの野や郎ろうと会った記憶も消してくれないかな。あんな恋は、五十嵐先輩が可哀かわい想そうだろ」


　良介の頼たのみに、リサラは何も言わない。ただ、小さく頷いてくれた。


　そして治ち療りようが始まる。


　ゆっくりと霊力が抜ぬかれていく。


　喪そう失しつ感とでもいうべき、空くう虚きよが良介を包む。


（……残念だわ）


　魂に響ひびいてきた。


（良介くん、貴方への想おもいが生まれて……すぐに私の中から消えてしまうのね）


　静かな声だ。


（男の子って格好いいわね、ありがとう）


　魂の中で頰ほおにキスをされた。そんな気がしつつ、良介は意識を失っていった。





　　　　※　　　※　　　※





「どういうつもりだ」


　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに、ガルダーブロウグは質ただした。


「どうもこうも、ありません。《ファヴニール》の起動も出来ていない。治癒も終わってない。そんな状じよう況きようで、あの《グラム》と闘たたかうことは認められない」


　淡々とした声だ。


「だがな。加賀良介の魂は、《ファヴニール》の起動に利用出来たかも知れないんだぞ」


「本当の《イレギュラー》を把は握あくしている今、その必要性は認められません」


「………………分かった。ならば、そろそろ本命に探さぐりを入れるとするか」


「分かりました。アルカレアはどうしますか？」


「もう一度くらいチャンスを与あたえてもいいだろう」


　優やさしさではなく、使える道具は最後まで使おう。ただガルダーブロウグはそう思っただけだった。














　終章　いえません










「おはようございます」


　朝、学校の正門で良りよう介すけは頭を下げた。


「ええ、おはよう」


　五十嵐いがらしがニコリともせずに挨あい拶さつを返してくる。そしてそのまま下足箱へと歩いて行ってしまう。


「うん、記憶は完全になくなってるみたいね」


　隣となりでリサラが呟つぶやいた。


「ま、それが先せん輩ぱいのためだろ。あんな最低男の記憶なんて、ないほうがいいんだからさ」


「そうよね」


「そうとも。だから、あの人には何も言えないってわけだ。気を付けないとな」


「あら、本当は残念なんじゃない？」


　リサラが、少し挑ちよう発はつ的に良介を見た。


「何でだよ」


「だって五十嵐先輩は美人だもの」


　ニヤニヤとリサラが良介に笑う。


「まぁ、そうなんだけどさ」


　良介はポリポリと頰を搔かいて、ふと思い出してしまった。頰にキスを、魂たましいの中でされた。そんな気がしたのだ。


　顔が赤くなってしまう。


　その様子に目ざとく気が付いたリサラが、ムスっとした顔をした。


「顔が赤くなってるわよ」


「き、気のせいじゃないか？」


「いいえ、気のせいじゃないわね」


　リサラが良介を睨にらんだ時だ。美み菜なが前を指差した。


「ねぇ……ちょっと見て」


　何な故ぜか、五十嵐が良介達に振ふり返っている。


　しかも、唇くちびるに手を当てて顔を赤くしているのだ。


　そしてその視線は──、


「どう見ても、良介さんを見てますわね」


　キュールが、ジト目で良介を睨にらんだ。


「いや、ちょっと待てって。俺からは何も、その、してないぞ？」


「俺、からは？」


　リサラが、良介の肩かたに手を置いた。


　それは、ガルダーブロウグよりも遥はるかに危険を感じる置かれ方だ。


「どういうことか、詳くわしく説明をして欲しいんですけど」


　ギリギリと肩を握にぎられてしまう。


「待てって、俺だって、なんかフワッとしててよく分からないんだって！」


「ならそのフワッとしたことを教えなさいよ」


　低い、とても低い、怒ど気きをはらんだ声をリサラが良介に叩たたきつける。


「だから、分からないって言ってるだろぉぉぉっ！」


「思い出しなさいっ、今すぐにっ!!!」





　　　　※　　　※　　　※





「やれやれ、今日も賑にぎやかですよね」


　ライファンが苦笑いながら良介達を見ている五十嵐の隣となりに立った。そして探さぐるような目つきで五十嵐を見つめる。


　その視線を堂々と受け止めながら、五十嵐はニコリともせずに口を開いた。


「…………玉たま野のライファンくん、だったかしら」


「ええ、そうです」


「不思議ね」


「何がですか？」


「初対面のはずなのに、どこかで会っていた気がするわ」


「……いいえ、初対面でいいんですよ」


　少し五十嵐を見つめた後に、ライファンは微笑ほほえんだ。


「記憶、確かにないようですね」


「記憶？」


「いいえ、こちらの話です」


　ライファンは、また良介達に視線を戻もどした。その動きにつられて、五十嵐もまた視線を向ける。


「不思議ね」


「また不思議ですか？」


「ええ。加か賀が良介くんはエロ介なんて呼ばれてるけど、そう悪くないって思えるわ」


「………………そう、ですか」


　ライファンが、少し微び妙みような顔をした。


「ふふ、冗じよう談だんよ冗談。それに、もう席はなさそうだもの」


「…………」


　ライファンが黙だまる。


「どうかしたの？」


「席、ないんですかね」


「さあ。私がそう思っただけよ」


　ほんの僅わずかに寂さびしさを混ぜた笑みをライファンに返して、五十嵐は下げ駄た箱へ向かっていった。


　残されたライファンが、まるで遠くを見るような目で良介を見つめていた……。





　　　　※　　　※　　　※





「キャァァァッ!?」


　良介に思いっきり詰つめ寄っていたリサラが、足をもつれさせて盛大にスッ転んだ。もちろん、目の前にいる良介もろともだ。


「う、うわわわわっ！」


　リサラの体が良介に飛び込んでくる。


　なんとかその体を抱き留めて、良介は踏ん張る。踏ん張るが──無理だった。


　ドスンッ──派手に二人揃そろって地面に転がる。


　…………感じる。


　なんだか頰に温かい感かん触しよくがあるのだ。


「な、なん……っ！」


「ちゅっ」


　リサラの唇が、良介の頰に触ふれていた。


「きゃっ！」


　リサラが慌あわてて跳はね起きた。そして、一度自分の唇を指でなぞってから、


「その、ええと……巻き込んで転んでごめんね」


　良介に頭を下げる。


　しかし、良介にはその言葉は耳に入らなかった。記憶が鮮せん明めいに戻ってきたのだ。


「あ、これだ。五十嵐先輩が俺の頰に……」


　良介が思わず呟く。だってそこは、五十嵐にされたと思う場所と同じなのだ。


「これって……もしかして、五十嵐先輩にキスされたっていうわけ？」


「いやだから夢の中だって」


「夢？」


「ああ。そのええと、だから、あれだ」


「何よっ！」


「現実での経験は、リサラだけだぞ」


「──！」


　リサラが言葉を失い、そして、そわそわしだす。


「わ、私だけって、ええと、その、どう怒おこればいいか分からないじゃないのよぉぉっ！」


　満まん更ざらでもない顔で怒る、訳が分からないリサラだった。
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　あとがき







　本作を手に取っていただきありがとうございます。橘たちばなぱんです。


　二月発売の六巻から、お約束通り幾いく分ぶん早めにお届け出来た七巻になります。パンツです。


　すっかり天気も春めいてっていうか、この巻が出ている頃ころにはゴールデンウィーク前で、ちょっと暑あつくなり始めているころでしょうか。


　そうです。アニメ版僕Ｈのキャストもスタッフも発表されている頃合いです。とても信しん頼らい出来て、さらに実績のあるスタッフの皆みな様さまに預けることとなり、とても幸せでハッピーなわけですよ。もう最高です！　さらに、四月九日に岡おか霧ぎり硝しよう先生によるコミカライズ版僕Ｈ二巻も発売になっております。とても好評を頂いただいているようでして、感無量であります。


　あとあと、ファミ通コミッククリア（http://www.famitsu.com/comic_clear/se_bokuh/）さんでは、僕Ｈスピンオフ『～カエサルの煩ぼん悩のう～』も東雲しののめ龍りゆう先生の手で好評連れん載さい中です。


　どうかこれからも僕Ｈ関連をよろしくお願いします！　あ、まじめに終わった。




二〇一二年三月某日　　今夜はジンギスカン　橘ぱん












だから僕ぼくは、Ｈができない。７


死しに神がみとパンツ





橘たちばな　ぱん
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